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デ ータ ベ ース基 本 問題 検討 委 員 会 中間 報 告書 中 間報 告 書 作成 に あ た って

イ ン ター ネ ッ トの 急 速 な普 及 と と も に 我 々 の 情 報 メ デ ィア環 境 が大 き く変 化

して きた 。 これ まで は 新 聞 ・出版 ・放 送 ・広 告 とい っ た マ ス メ デ ィ ア が 情 報 発

信 の主 役 で あ り、 情 報 流 通 の 伝 送 路 を 占 有 す る よ うな 形 式 で 情 報 伝 達 が 行 わ れ

て き た。 つ ま り、 少 数 の制 作 者 に よ って 収 集 ・分 析 ・編 集 ・加 工 さ れ た 情 報 が

不 特 定 多 数 の 人 々 に 向 けて 発 信 さ れ る ブ ロー ドキ ャ ス ト型 の メ デ ィ ア が 主 流 を

占め て い た の で あ る。 い わ ば 、 情 報 の 大 量 生 産 と大 量 消 費 とい う大 衆 社 会 状 況

の う ち に我 々 の メ デ ィ ア環 境 は 置 か れ て い た 。

一 方 、 こ れ まで さ ま ざ ま に 指 摘 され て き た よ う に 、 イ ンタ ー ネ ッ トは フ リー

ア クセ ス/フ リー ス ピ ー チ を 可能 と した ま った く新 しい メ デ ィ アで 、 こ こ で は

従 来 の ブ ロー ドキ ャス ト型 情 報 発 信 とは 異 な る状 況 が登 場 して き た 。 個 人 や 企

業 組 織 な ど に よ る 情 報 発 信 と い う情 報 源 の増 加 に加 え て 、 大 量 生 産 ・大 量 消 費

型 の情 報 伝 送 とは 対 照 的 な ナ ロ ウ キ ャ ス ト型 あ る い は マ ル チ キ ャ ス ト型 とい わ

れ る よ うな セ グ メ ン ト的 な 発 信 形 態 も 可 能 とな っ た の で あ る。

この よ うな セ グ メ ン ト的 な 情 報 発 信 は マ ー ケ テ ィ ン グ の 手 法 を 革 新 す るな ど、

大 量 生 産 ・大 量 消 費 を 前 提 と して 成 立 して き た 市 場 に 変 化 を も た ら しつ つ あ る 。

また 、 モ ノ の生 産 流 通 過 程 が 情 報 化 さ れ るだ け で は な く、 イ ン タ ー ネ ッ トの 普

及 と と も に情 報 や 知 識 そ して サ ー ビス の 売 買 も増 大 して 市 場 形 成 の 新 た な フ ァ

クタ ー とな っ た 。 イ ンタ ー ネ ッ トは い ま や デ ー タ 通 信 の た ん な る伝 送 路 で は な

く、 我 々 の 生 活 にお け る重 要 な イ ンフ ラ と化 した の で あ る。

それ に加 え て 、 新 聞 ・出 版 メ デ ィ ア に お け る紙 媒 体 か らCD・ROMや イ ン タ

ー ネ ッ トな ど の デ ジ タ ル ・メ デ ィ アへ の 移 行 、 さ らに は 伝統 的 に領 域 が 明 確 に

区分 され て い た 通 信 と放 送 との 融 合 な ど の新 しい サ ー ビス が 創 出 さ れ よ う と し

て い る。 こ の よ う な情 報 発 信 の 多 様 化 は 近 年 に お け る 「情 報 爆 発 」 を さ らに拡

大 す るだ け で は な く、 情 報 や 知 識 を財 とす る情 報 社 会 の 今 後 の あ りか た に多 く

の 問 題 を投 げ か け て い る。

デ ー タベ ー ス基 本 問題 検 討 委 員 会 で は イ ン タ ー ネ ッ トを 中 心 とす る 昨 今 の 急

激 な 変 化 を踏 ま えて 、 デ ー タ ベ ー ス が 直 面 して い る環 境 変化 に つ い て 検 討 を 加

えて き た。 高 度 情 報 通 信 社 会 に お い て デ ジ タ ル コ ンテ ン ヅ の 生 成 ・蓄 積 ・流 通

をめ ぐる 問題 は 数 多 い 。

しか も、 そ の 多 くは 情 報 通 信 イ ン フ ラ の 問 題 と して あ らゆ る 領 域 に 共 通 す る

も ので も あ る。 こ の よ うな 問 題 状 況 の な か か ら、 デ ー タベ ー ス 産 業 が た だ ち に
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取 り組 む べ き課 題 の い くつ か を抽 出 して 検 討 を加 え た 。

課 題 は 多 岐 に わ た っ た が、 欧 米 にお け る情 報 政 策 、 エ レ ク トロ ニ ッ ク ・コ マ

ー ス の 国 内 外 に お け る開 発 動 向 、 デ ー タベ ー ス の 法 的 保 護 と暗 号 化 、 デ ー タ ベ

ー ス ・コ ンテ ン トの 多 様 化 な ど
、 基 本 問 題 と して 注 目 すべ き も の を検 討 す る こ

とが で き た 。 本 報 告 書 は 、 「デ ー タ ベ ー ス 産 業 を取 り巻 く社 会 的 状 況 」 と 「デ

ー タ ベ ー ス 振 興 に 向 け て の 現 状 と課 題 」 を 中心 に構 成 して い る
。

さ き に触 れ た よ う に 、 高 度 情 報 通 信 社 会 で は 未 曾 有 の 「情 報 爆 発 」 が起 き て

い る。 ま た 、 情 報 と知 識 を財 とす る社 会 編 制 にあ っ て この 「情 報 爆 発 」 は 止 ま

る こ と を知 らな い で あ ろ う。 しか し、 情 報 が 量 的 に増 大 す る こ と と情 報 の 質 的

向上 とは 別 問 題 で あ る 。 さ ま ざ ま に指 摘 さ れ て い る こ とで あ るが 、 ア ク セ ス が

無 料 で 開 放 され て い る イ ン タ ー ネ ッ ト上 の ウ ェ ブペ ー ジで 有 益 な情 報 を探 しだ

す こ とは 容 易 で は な い 。ま た 、無 料 サ ー ビス で 提 供 され て い る 検 索 エ ンジ ン も、

特 定 の 目 的 を も っ て 検 索 す るユ ー ザ ー に とっ て 必 ず しも快 適 な も の で は な い 。

ヒ ッ ト件 数 の 多 さ と情 報 の 質 とは 連 動 して い な い の で あ る。

イ ンタ ー ネ ッ トが 普 及 す る とイ ンタ ー ネ ヅ ト全 体 が 巨大 な デ ー タ ベ ー ス を構

成 す る こ と に な って 、 伝 統 的 な デ ー タ ベ ー ス 産業 は 衰 退 す る だ ろ う とい う予 測

が な さ れ た こ とが あ る 。 しか し、 現 実 は こ の よ う な 予 測 を裏 切 っ た 。 情 報 が 増

加 す れ ば す る ほ ど、 適 切 な 情 報 へ の ス ピー デ ィな ア クセ ス が要 求 さ れ る よ う に

な っ て き た の で あ る 。 デ ー タベ ー ス 産 業 は この よ う な ユ ー ザ ー の 期 待 に応 え る

こ との で き る 情 報 産 業 で あ り、 今 後 の 成 長 に 注 目 と関 心 が 集 ま って い る。 ま さ

に情 報 社 会 の 第 一 線 を担 う知 識 産 業 な の で あ る。

本 報 告 書 が 、 日本 にお け るデ ー タ ベ ー ス 産 業 の 振 興 、 ひ い て は 高 度 情 報 通 信

社 会 の実 現 と充 実 に 役 立 つ こ とを願 う も の で あ る。

平 成11年3月

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー

デ ー タ ベ ー ス 基 本 問 題 検 討 委 員 会 委 員 長 合 庭 惇
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【活動 の概 要 】

1.委 員 の 構 成

平成9年 度 「デ ー タ ベ ー ス 基 本 問題 検 討 委 員 会 」

委員長 合庭 惇 静岡大 学 情報学 部教授

委員 市村元昭(株)東 京商 工 リサー チ 本社営業 本部取締役

片 田佳宏(株)野 村総合 研究所 資産運 用情報サ ー ビス部 マネ

ー ン ヤ ー

小林 慶 一(株)帝 国 デ ー タバ ン ク 産 業 調 査 部 参 与

篠 原 昇(株)ア イ ・エ ヌ情 報 セ ン ター シス テ ム 部 課 長

白石 昭MRI情 報 ネ ッ トワ ー ク(株)デ ー タ ベ ー ス事 業

部 事 業 部 長

手塚 裕(株)朝 日新 聞 社 電 子 電 波 メ デ ィア 局 デ ー タベ ー ス

セ ク シ ョ ン ア ソ シ エ ー トマ ネ ジ ャー

中 田彰 生(株)毎 日新 聞社 編 集 用 情 報 調 査 部 編 集 委 員

林 信 晴(株)エ レ ク トロニ ック ・ラ イ ブ ラ リー 代 表 取 締 役

副 社 長

福 島 芳 直(株)ジ ー ・サ ー チ 取 締 役 営 業 統 括 部 長

諸 星 龍 三(株)QUICK取 締 役 企 画 本 部 長

山 川 隆 ニ フ テ ィ(株)常 務 取 締 役 企 画 部 長

山下 徹NTTデ ー タ通 信(株)産 業 シ ス テ ム 事 業 本 部 第 一

産 業 シス テ ム事 業 部 長

平 成10年 度 「デ ー タ ベ ー ス 基 本 問題 検 討 委 員 会 」

委員長

委員

惇

昭

宏

元

佳

庭

村

田

合

市

片

小林慶 一

篠原 昇

白石 昭

静岡大学 情報学部 教授

(株)東 京商工 リサーチ 本社営業本 部取締役

(株)野 村総合研 究所 資産運用情報 サー ビス部マ ネ

ー ン ヤー

(株)帝 国 デ ー タバ ン ク 産 業 調 査 部 参 与

(株)ア イ ・エ ヌ情 報 セ ン ター シス テ ム 部 課 長

(株)三 菱 総 合 研 究 所 情 報 事 業 セ ン タ ー研 究 部 長
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木 下 和 寛(株)朝 日新 聞 社 電 子 電 波 メ デ ィア局 デ ー タ ベ ー ス

セ ク シ ョ ンア ソ シエ ー トマ ネ ジ ャー

中 田 彰 生(株)毎 日新 聞社 編 集 局 情 報 調 査 部 編 集 委 員

林 信 晴(株)エ レ ク トロニ ヅク ・ラ イ ブ ラ リー 代 表 取 締 役

副 社 長

福 島 芳 直(株)ジ ー ・サ ー チ 取 締 役

諸 星 龍 三(株)QUICK取 締 役 社 長 室 長

山 川 隆 ニ フテ ィ(株)常 務 取 締 役

山下 徹(株)NTTデ ー タ 産 業 シ ス テ ム事 業 本 部 第 一 産 業

シス テ ム 事 業 部 長

2.調 査 の 目 的

本 調 査 の 前 身 と な る 「デ ー タ ベ ー ス 検 討 委 員 会(政 府 情 報 の 電 子 的提 供 の 促

進 及 び 民 間 で の 有 効 利 用 に 当 た って の 政 策 課 題)」は 平 成6年 度 か ら平 成8年 度

まで3カ 年 に わ た っ て 開催 され た。 デ ー タ ベ ー ス検 討 委 員会 で は 、 デ ー タ ベ ー

ス に 関 す る基 本 問題 、 と りわ け 政 府 情 報 の提 供 に 関 す る諸 問 題 に つ い て 、行 政 、

民 間 の 現 状 、 それ ぞ れ 抱 え て い る問 題 点 、 さ らに は 今 後 の見 通 しに つ い て の 議

論 を進 め 、 報 告 書 の形 で 主 に

・ 「政 府 情 報 の 提 供 及 び 利 用 の在 り方 と課 題 」

・ 「政 府 情 報 の 提 供 及 び 利 用 の現 状 と問 題 点 」

の2点 に つ いて ま とめ られ た 。

平 成10年1月 か らは 、新 た に 「デ ー タ ベ ー ス基 本 問 題 検 討 委 員会 」と して 、

デ ー タベ ー ス に係 る基 本 問 題 を さ らに深 め よ う との調 査 が行 わ れ て い る 。 この

背 景 に は 、 ネ ヅ トワ ー ク上 の商 取 引 が 一般 化 しよ う とい う中 で 、 電 子 モ ー ル で

の 物 品 販 売 は も とよ り、 ソ フ トウエ アや 画像 、 ニ ュ ー ス を は じめ とす る デ ー タ

ベ ー ス な ど流 通 す るデ ジ タル コ ンテ ン ツ もま た様 々 な 分 野 に広 が りを みせ て お

り、 政 府 、 民 間 にお け る 「電 子 商 取 引 」 へ の 取 り組 み も本 格 化 し始 め て い る こ

とが 関 係 して い る。 本 委 員 会 で は デ ジ タ ル コ ンテ ン ヅ流 通 に 関 わ る諸 団体 の 動

きを 把 握 しつ つ 、 情 報 提 供 サ ー ビス 業 の 立場 か らデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 事 業

固 有 の 諸 課 題 を検 討 して い く。 即 ち、 本 事 業 は 、 デ ジ タ ル 情 報 化 時 代 にお い て

重 要 度 が 増 して くるデ ー タ ベ ー ス 振 興 の視 点 か ら、 商 取 引 制 度 、 知 的財 産 権 、

認 証 、 セ キ ュ リテ ィ、 個 人 情 報 保 護 、 税 制 、 電 子 マ ネ ー な どに 関 し、 そ の 内 容

の正 確 な 把 握 と制 度 、 ル ー ル の適 用 関 係 を明 確 化 し、 政 府 を は じめ 関係 方 面 へ

の提 言 を ま とめ よ う とい う も の で あ る。 そ して 、 本 委 員 会 に お いて 検 討 さ れ た
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内容 を 中 心 に報 告 書 の作 成 を 行 う こ とを 目的 とす る。

本報 告書 は 平成11年 度 に ま とめ る最 終 報 告 書 の 前 段 階 と して 、 平 成10年1

月 か ら平 成11年3月 まで の 委 員 会 活 動 の 検 討 事 項 を 中 心 に 中 間 報 告 とい う形 で

取 りま とめ た も の で あ る 。
▲

【調 査 の対 象 とす るデ ー タ ベ ー ス 】

マ ル チ メデ ィア の 概 念 の 登 場 と とも に デ ー タ ベ ー ス の 定 義 が は っ き り しな く

な って き たが 、 こ こ で デ ー タ ベ ー ス の定 義 を簡 潔 に述 べ る と、

① 特 定 の テ ー マ に基 づ い て 、 デ ー タ を体 系 的 に 整 理 ま た は、 整 理 の つ く状 態 で

保 存 した も の を い う。 体 系 的 に 整 理 また は整 理 の つ く状 態 とは 、 階層 で あ っ

た りLINKで あ っ た り何 らか の 構 造 化 され た仕 組 み が 備 わ って い る こ と を い

う

② デ ー タ の 集 ま りの 中 か ら、 必 要 な も の だ け を指 定 して 情 報 と して の 部 分 デ ー

タ と して取 り出 せ る もの

③ パ ソ コ ンや携 帯 情 報 端 末 な どの コ ン ピ ュー タ機 能 を備 えて い る情 報 端 末 機 器

で検 索 ・加 工 な ど の処 理 が 可 能 な形 態 に な って い る もの

一 一 と言 い 表 す こ とが で き る。 この場 合 、 ネ ッ トワー ク ま た は パ ッ ケ ー ジ系
ノ の メデ

ィ ア に格 納 さ れ た有 料 で 提 供 さ れ るデ ー タ ベ ー ス は商 用 デ ー タ ベ ー ス と

され 、 狭 義 のデ ー タ ベ ー ス に該 当 す る。 一 方 、 イ ン ター ネ ッ ト上 で流 通 す る 多

くの コ ン テ ン ツ(無 料 の もの も含 め る)も 広 義 の デ ー タ ベ ー ス と定 義 づ け る こ

とが で きる 。 イ ンタ ー ネ ッ トの 普 及 で 無 料 で 提 供 され る デ ー タ ベ ー ス が 幾 何 級

数 的 に増 加 して きて い る状 況 の 中で 、 本 委 員 会 で は こ う した デ ー タ ベ ー ス 市 場

全 体 の 動 向 を把 握 しな が ら も、 あ くま で も商 用 デ ー タ ベ ー ス振 興 の 視 点 か らデ

ー タベ ー ス に関 す る基 本 問 題 を対 象 に議 論 を進 め 、 報 告 書 を ま とめ る こ と と す

る。

3.開 催 実 績

【平成9年 度 】

第1回 平 成10年1月28日(水)

開 催 に あ た り挨 拶(専 務 理 事 、 通 産 省 、 委 員 長)

電 子 商 取 引 実 証 推 進 協 議 会 鈴 木 茂 樹 氏 「エ レ ク ト ロ ニ ヅ ク ・コ マ ー ス

の 現 状 と 展 望 」

合 庭 惇 委 員 長 「AFrameworkforGlobalElectronicCo皿merce」

質 疑 応 答 ・デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
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第2回 平 成10年2月17日(金)

通 商 産業 省 機 械 情 報 産 業 局 情 報処 理 振 興 課 課 長 補 佐 村 上 敬 亮 氏 「デ

ー タ ベ ー ス な どデ ジ タ ル コ ンテ ンヅ の法 的 保 護 の 最 近 の 動 向 につ い

て」

質疑 応 答 ・デ ィ ス カ ッシ ョ ン

第3回 平成10年3月23日(月)

NTT情 報 通 信 研 究 所 基 本 ア ー キ テ クチ ャー 研 究 部 特 別 研 究 員 岡 本 龍

明 氏 「暗 号 技 術 の 最 新 の動 向 に つ い て 」

質 疑 応 答 ・デ ィス カ ヅ シ ョ ン

【平 成10年 度 】

第1回 平 成10年7月30日(木)

ニ フ テ ィ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン事 業 部 部 長 代 理

SERVEに お け るデ ジ タ ル コ ンテ ンツ の流 通 」

質疑 応 答 ・デ ィ ス カ ヅ シ ョ ン

鈴 木 孝 充 氏 「NIFTY

第2回 平成10年9月25日(金)

イ メ ー ジ モ ー ル ジ ャ パ ン設 立 準 備 室

ブの 構 築 と どの ビ ジ ネ ス 展 開 」

質 疑 応 答 ・デ ィス カ ヅシ ョ ン

本 田和 秀 氏 「デ ジ タ ル ア ー カ イ

第3回 平成10年11月17日(火)

合 庭 惇 委 員 長 「EUの 情 報 政 策 」

質疑 応 答 ・デ ィス カ ッシ ョ ン

第4回 平 成11年2月2日(火)

尚和 法 律 事 務 所 弁 護 士 宮 下 佳 之 氏「デ ー タ ベ ー ス の 法 的 保 護 に関 す る

最 近 の 動 向 」

質疑 応 答 ・デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

第5回 平成11年3月24El(水)

東 京 デ ー タ ビ ジ ョ ン取 締 役 メ デ ィ ア開 発 部 長 兼 編 成 部 長 佐 々 木 一 朗

氏 メ デ ィア 開 発 部 関 隆 氏 「デ ー タ放 送 とデ ジ タ ル 情 報 の 流 通 」

質疑 応 答 ・デ ィ ス カ ヅ シ ョ ン
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第1章 デ ータベ ー ス産 業 を取 り巻 く社 会 的 な状 況

1-1デ ジ タル情報 化 社 会 の 進 展 と政 府 の 対 応

1-1-1デ ジ タ ル情 報 化 社 会 の 進 展

イ ン ター ネ ッ トの 普 及 は 企 業 も 家 庭 も世 界 中が 同 一 プ ロ トコ ル の コ ン ピ ュ ー

タ ・ネ ヅ トワー クで 接 続 さ れ る とい う状 況 を生 み 出 した 。 地 域 社 会 、 国 境 を 超

え る な ど無 限 の 広 が り を み せ 、 す で に イ ン タ ー ネ ヅ トの 利 用 者 数 は 日 本 で

1,400万 人 、 世界 で2億 人 を超 え た と言 わ れ て い る。

情 報 通 信 の 技 術 革 新 に よ るデ ジ タ ル 化 の 進 展 は 急 速 にデ ジ タ ル 情 報 化 社会 実

現 へ と導 い て い る。デ ジ タ ル 情 報 化 社 会 は 産 業 革 命 に 匹 敵 、い や そ れ 以 上 に 我 々

の 社会 経 済 を根 本 的 に 変 革 させ う る もの で あ る 。 こ う した社 会 に対 応 しよ う と

現 在 、 先 進 各 国 はデ ジ タ ル 情 報 化 社 会 の 実 現 へ 向 け た 取 り組 み を加 速 さ せ て い

る。 企業 も情 報 通 信 マ ー ケ ッ トで イ ニ シ ア チ ブ を握 ろ う とい う 動 きを 活 発 化 さ

せ る一 方 で 、BPR(ビ ジ ネ ス ・プ ロセ ス ・リエ ン ジニ ア リン グ)を 図 り企 業 の競

争 力 を高 め る た め の 情 報 技 術 の 活 用 を積 極 的 に展 開 して い る。

また 、 デ ジ タ ル 情 報 化 社 会 の 進 展 は 家 庭 にお け る在 宅 学 習 や 医 療 、 シ ョ ヅ ピ

ン グ な ど を 可 能 に す る。 場 所 の 制 約 か ら人 々は 解 き放 され て い く領 域 が 拡 大 し

て い くこ とで 、 今 まで とは 違 っ た ライ フス タ イ ル が 確 立 して い くに違 い な い 。

1-1-2デ ジ タ ル情 報 化 社 会 に 対 す る政 府 の 対 応

1-1-2-1米 国 政 府 の 取 り組 み

米 国 で は91年 に学 術 研 究 用 の ネ ヅ トワー ク を構 築 す る た め の 法 律 が 制定 さ

れ 、93年 には ク リ ン トン大 統 領 が 一 般 教 書 の 中 で 、「高 性 能 コ ン ピ ュー テ ィ ン

グ法(HPCC)」 を発 表 。 さ らに93年9月 にNII(全 米 情 報 基 盤:情 報 ス ー パ ー

ハ イ ウエ イ 構 想)の ア ジ ェ ン ダ が 出 さ れ 、94年3月 に は ゴ ア 副 大 統 領 が 世界 規

模 で デ ジ タル 化 を推 進 す る施 策 と してGII(世 界 情 報 通 信 基 盤)構 築 へ 向 け た

ビジ ョン を発 表 した 。

NIIは 情 報 通 信 イ ン フ ラ土 で 展 開 さ れ る と す る な らば 、 これ ま で オ ン ラ イ

ン ・デ ー タ ベ ー ス と して 構 築 さ れ て き た 情 報 通 信 シ ス テ ムの 構 造 とそ う変 わ る

もので は な い 。 コ ンセ プ ト自体 は 様 々 な 情 報 シ ス テ ム に 共 通 す る もの で あ る 。

NIIへ と到 る まで の 背 景 を探 る と実 は85年 の 「ヤ ング ・レポ ー ト」 に まで 遡 れ
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る と考 え られ る 。

そ こで 、 米 国 の 産 業 競 争 力 政 策 の 変 遷 を見 て み る。70年 代 後 半 か ら80年 代

に か け て 、米 国 の 産 業 界 の 競 争 力 には 陰 りが み え始 め、危 機 感 が 現 わ れ て い た 。

80年 代 に 入 り 「強 い 米 国 」 の復 権 を 目指 す動 きが 目立 っ て き た と こ ろで 、83

年 に はHPの ヤ ング 社 長 を トッ プ に据 え た 大統 領 の 諮 問機 関 で あ る大 統 領 産 業

競 争 力 委 員 会 が 発 足 す る。

委 員 会 が85年 に発 表 した 「ヤ ン グ ・レポー ト」で は 、マ ク ロ経 済 の 枠 組 み の

変 革 、 行 政 改 革 、 教 育 イ ン フ ラの 整 備 を提 言 し、 世 界 にお け る米 国 の リー ダ ー

シ ップ が 問 わ れ て い る こ とを 明確 に主 張 した。 以後 、 委 員会 は1年 お きに提 言

を発 表 して い く。87年 の 「ア メ リカ 競 争 力 の 危 機 」 とい う レポ ー トで は 、貿 易

法 の 改 正 、 輸 出 の促 進 、 技 術 の 商 業 化 推 進 、知 的財 産 の 保 護 が 叫 ば れ 、 そ こか

ら翌88年 の ス ーパ ー301条 、ス ペ シ ャル301条 に代 表 さ れ る 包 括 貿 易 ・競 争 力

法 の 成 立 をみ る 。

91年 に な る と、 テ ク ノ ロ ジー ・プ ラ イ オ リテ ィ(優 先 順 位)の レポ ー トが 発

表 さ れ 、21世 紀 へ 向 け て ク リテ ィカ ル な技 術 目標 が リス トア ッ プ さ れ た 。そ し

て 、93年 に な って ク リン トンー ゴア 政 権 が発 足 。ゴ ア 副 大 統 領 が 提 案 して い た

HPCCプ ロ ジ ェ ク トか らNIIに 発 展 して くる。94年 の 「新 た な基 盤 の 獲 得 」で は 、

つ い に米 国 の製 造 業 が 技 術 開 発 力 を 回復 した こ とが 宣 言 され 、 唯 一 立 ち遅 れ て

い る の は デ ィ ス ク ア レイ分 野 のみ で あ る との 分析 が な さ れ た。

以 上 見 て き た よ う に、 首 尾 一 貫 す る の は 、 ハ イ テ ク分 野 の 競 争 力 回復 と知 的

財 産 の保 護 、 教 育 の 強 化 、 さ らに 言 え ば コ ンテ ン ツ の 海 外 輸 出 とい っ た テ ー マ

が 常 に米 国 の産 業 界 に とっ て 重 要 だ っ た とい う こ とで あ る。

教 育 に関 して 言 え ば 、97年2月 に ク リン トン大 統 領 は 一 般 教 書 演 説 の 中で「全

て の 国 民 が8歳 で 文 字 を読 め 、12歳 で イ ンタ ー ネ ッ トを 使 え る よ う に な り、18

歳 で 大 学 に進 学 で き る よ う に す る 」 と述 べ 、 教 育 を強 力 な基 盤 と した 強 い 米 国

の維 持 を訴 え か け た 。

1-1-2-2米 国 の"AFrameworkforGlobalElectronicCommerce"

さ ら に 米 国 で は 「AFrameworkforGlobalElectronicCo皿 皿erce」 と い う 報

告 書 を97年7月 に 発 表 した 。96年 秋 頃 か ら ホ ワ イ トハ ウ ス のWebサ イ ト に 中

間 報 告 の 形 で 公 開 さ れ 、 ネ ッ トユ ー ザ ー か らの コ メ ン トが 募 集 さ れ て い た が 、

そ う し た 意 見 も 盛 り込 ん だ 形 で97年 の7月 に 正 式 に 発 表 と な っ た も の で あ る 。

「AFrameworkforGlobalElectronicCommerce」 に 至 る ま で の 発 端 は 、

「ScientificAmerican」 に 掲 載 さ れ た ゴ ア(当 時 は 上 院 議 員)の 論 文 で は な い

だ ろ う か 。そ の 論 文 で ゴ ア はHPCC構 想 を 披 漉 し、政 府 に よ る 情 報 イ ン フ ラ 整 備
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の 必 要性 を強 く訴 え か け た。

HPCCか らNII、GIIそ して エ レ ク トロニ ック ・コ マ ー スへ と到 る政 策 過 程 で 、

意 外 と知 られ て い な い が重 要 な 政 策 に95年 改 正 され た 「文 書業 務 削 減 法 」が あ

る 。 こ の法 律 に よ って 政 府 業 務 の 電 子 化 が 促 進 され た か らだ 。 現 在 で は 、 大 統

領 や 副大 統 領 の 演 説 原 稿 、 プ レス 向 け の ブ リー フ ィ ング 内 容 そ の他 膨 大 な 文書

が ホ ワ イ トハ ウス のVirtualLibraryか ら誰 で も入 手 可 能 に な って い る。

さて 、 フ レー ム ワー クの 本 文 だ が 、 エ レク トロ ニ ック ・コ マ ー ス の推 進 へ 向

け て の 「原 則 」 と して 民 間 部 門 の 先 導 に よ るべ きだ と した点 はNII以 来 の 方 針

とい え る。 しか し、 ゴ ア副 大 統 領 は 最 初 の論 文 で イーンフ ラ整 備 に は政 府 資 金 の

拠 出 が 不 可 欠 だ と して い た 。 だ が そ の 考 え は 民 間 か らの 猛 反 発 を く らい 、NII

の ア ジ ェ ン ダで は 民 間 に よ る 先 導 を 明 確 に規 定 した。 政 府 は過 度 な規 制 を 課 す

べ きで は な く、 「最 小 限 の 、首 尾 一 貫 した単 純 な 法 的 環 境 」を作 るべ きだ と して

い る。

ま た、 「政 府 は イ ン ター ネ ッ トの特 徴 を認 識 す べ き」と して 、エ レク トロニ ッ

ク ・コマ ー ス の推 進 に 向 け て は 現 在 の 法 律 や 規 制 で そ の推 進 を妨 害 す る も の が

あ る場 合 に は、 新 しい 時 代 の ニ ー ズ を反 映 して 見 直 し、 場 合 に よ っ て は 改 訂 や

廃 止 も必 要 だ と提 言 して い る。 イ ン ター ネ ッ トにお け るエ レ ク トロニ ック ・コ

マー スは 地 球 規 模 で 促 進 され るべ きで あ り、 そ の た め には 規 制 は 最 小 限 に留 め

るべ きだ とい うの が 米 国 の ス タ ンス な の で あ る。

当初 こ の フ レー ム ワ ー クは か な り米 国 の イ ニ シ ア テ ィ ブ を強 力 に主 張 した 文

面 とな っ て い た 。 だ が 、 民 間 企 業 や 市 民 団体 の意 見 が 大 幅 に取 り入 れ られ、 現

在 の 内容 に 落 ち 着 い て い る。

米 国 の この 姿 勢 は 、 各 国 の エ レ ク トロ ニ ヅク ・コマ ー ス 関 連 政 策 の フ レー ム

ワー ク に も大 き な影 響 を与 え る こ とは 必 至 で あ り、 例 え ば シ ン ガポ ー ル な どの

よ う に政 府 に よ る イ ン ター ネ ッ ト規 制 が 行 わ れ て い る 国 々 に 対 して 米 国 は そ の

撤 廃 を求 め よ う と して い る 。

具 体 的 な 内容 を幾 つ か 紹 介 す る と、例 え ば法 的 問 題 に 関 して は、「米 国 で は 、

あ らゆ る州 政 府 は 商 事 法 の実 質 的 部 分 の成 文化 で あ る統 一 商 事 法 典(UCC)を 採

用 して い る 。UCCの 国 内後 援 団 体 で あ る全 米統 一 州 法 長 官 会 議(NCCUSL)と ア

メ リカ法 律 協 会 は 、 す で にUCCを サ イバ ー ス ペ ー ス に 適 応 させ るた め に働 きか

け て い る 」 と して い る 。 また 、 サ イ バ ー ス ペ ー ス 上 の 取 引 契 約 に つ い て は 、 当

事 者 間 で の 契 約 関 係 が適 合 す る よ う に 自 由 に設 定 さ れ るべ き だ と して い る。

知 的 所 有 権 に関 して は 、96年 に行 わ れ たWIPO(世 界 知 的所 有 権 機 関)会 議 の

決 定 に も とづ き、 特 に デ ー タ ベ ー ス に つ い て は 独 自の 保 護 を確 立 す る こ とを 求

めて い る。 ま た、 ドメ イ ン ネ ー ム と商 標 の関 係 に つ い て も米 国 内 で 多 くの 問題

を引 き起 こ して い る こ とか ら、 関 連 す る民 間部 門 や 利 用 者 、 専 門 家 、 関連 各機
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関 に よ る 討 議 検 討 を 支 持 す る と して い る。

ま た、60年 ぶ りの 連 邦 通 信 法 の 大 改 正 の 中 か ら登 場 したCDA(通 信 品 位 法)

に よ る プ ラ イ バ シ ー とコ ンテ ンツ規 制 の 関 連 につ い て は 、CDAが 法 案 と して 提

出 さ れ た 時 期 と今 回 の フ レー ム ワ ー クで は 姿 勢 が か な り異 な って い る よ う に 思

え る 。CDAで は有 害 とす るコ ン テ ン ツの 規 制 を明 確 に打 ち 出 して い た が 、 フ レ

ー ム ワー ク で は 基 本 的 に コ ンテ ン ツ規 制 を 行 わ な い と い う立 場 を と っ て い る

(CDA法 は 表 現 の 自由 を脅 か す もの と して97年 暮 れ に廃 案 とな る)。

こ の ほ か 、大 きな 課 題 と して 挙 げ て い るの は セ キ ュ リテ ィで あ り、「GIIは 安

'全 で信 頼 性 の あ る も の で な け れ ば な らな い」 と し
、 そ の 目 的 を達 成 す る た め に

は 暗 号 ・認 証 や フ ァ イ ア ウ ォ ー ル な ど一 連 の 技 術 を有 効 に利 用 す る こ とが 欠 か

せ な い と指 摘 して い る。

以 上 の よ うな 内 容 か らな る フ レー ム ワー ク を具 体 的 に 政 策 へ と反 映 させ つ つ

あ る 米 国 だ が 、 前 述 した よ うに 、 国 務 省 で は諸 外 国 で 行 わ れ て い る イ ンタ ー ネ

ッ ト規 制 を撤 廃 して い くよ う に各 国 へ 働 きか け る な ど、 国 際 的 な枠 組 み が 本 格

的 に 出 来 上 が る ま で に は様 々 な こ とが起 こる だ ろ う。 政 府 は 各 省庁 に対 して 、

フ レー ム ワ ー ク に沿 っ た政 策 の 実 施 状 況 に つ い て6カ 月 ご との 報 告 を 求 め て い

る 。

原 則

提唱

「グ ロ ー バ ル な 電 子 商 取 引 の 枠 組 み 」

(米 国1997年7月1日)

1)民 間 セ ク ター が 先 導 すべ き

2)政 府 は 、 電 子 商 取 引 に関 す る不 当 な規 制 を 避 け る べ き

3)政 府 関 与 は 、 予 見 可 能 で 最 低 限 且 つ 首尾 一環 し単 純 な法 的 環 境 の 支

持 ・施 行 に 限 定 すべ き

4)政 府 は 、 イ ンタ ー ネ ヅ トの ユ ニ ー クな特 徴 を認 識 すべ き

5)イ ン ター ネ ヅ ト上 の 電 子 商 取 引 は 、 国 際 ベ ー ス で 促 進 さ れ るべ き

1)関 税 及 び 課 税:基 本 的 に無 税

2)電 子 決 済 シ ステ ム:当 面 実 験 監 視 、 国 際 的 な 調 査 研 究 必 要

3)電 子 商 取 引 の統 一商 事 法 典:国 際 的 な規 約 づ く りの促 進

4)知 的 所 有 権 の保 護:著 作 権 、 特 許 権 、 商標 ・ドメ イ ンネ ー ム

5)プ ライ バ シー:技 術 に よ る保 護 強 化 、 自主 規 制 の 促 進

6)セ キ ュ リテ ィ:デ ジ タル 署 名、 鍵 管 理 な ど国 際 的 に促 進

7)電 子 通 信 イ ンフ ラ及 び 情 報 技 術:低 廉 ・相 互 接 続 、 相 互 認 証

8)コ ンテ ン ヅ:フ ィル タ リ ング技 術 、 総 量 割 当 ・広 告 規 制 の 撤 廃

9)技 術 的 標 準:イ ンターネ ット上 の技 術 的標 準 は 政 府 で は な く市 場 が 決 定
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1-1-2-3EUの 対 応

現在 、EUの 総 局(事 務 所:ル クセ ン ブ ル ク)は 約24あ る が 、そ の 中心

はDGXIII(第13総 局)で あ る 。特 にINFO2000と して 、 日米 の 情 報 政 策

に非 常 に似 た政 策 を打 ち だ して い る。 第13総 局 の担 当 は 電 子 通 信 、 情 報

政 策 、技 術 移 転 。ほ か の 関 連 部 局 と して 例 を挙 げ る と、第3総 局 は 産 業 政

策 、第4総 局 は 競 争 政 策 、第10総 局 は 情 報 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン、文化 、

視 聴 覚 メ デ ィア 、第12総 局 は 科 学 ・研 究 開 発 、 第15総 局 は 域 内 市 場 、金

融 サ ー ビス(エ レ ク トロニ ッ ク ・コマ ー ス も含 む)な ど の政 策 を検 討 して

い る 。

EUの 情 報政 策 の第 一 弾 と して 注 目 され た の が 、94年6月 にECの 理 事

会 で 採 択 さ れ た 「バ ン ゲマ ン ・レポ ー ト」で 、バ ン ゲ マ ンを 中心 と して ま

とめ られ た 報 告 書 は 「EuropeandtheGlobalInfor皿ationSociety」 。

電 気 通 信 と情 報 通 信 マ ー ケ ヅ トか らの 技 術 移 転 を担 う第13総 局 の 発 想 と

い う よ り、 第4総 局 の競 争 の 促 進 か ら出 て き た色 彩 が 強 い が 、EU全 体 の

情 報 政 策 の 柱 で あ る 。内 容 は ① 情 報 通 信 分 野 に お け る政 府 の 独 占の 排 除②

変 革 の た め に私 企 業 を 中心 に す る私 的 セ ク タ ー と公 的 セ ク タ ー の連 携 ③

国 家 が所 有 す る、あ るい は そ れ に類 す る 企業 に よ っ て 維 持 さ れ て き た 独 占

体 制 の 終 焉 の宣 言一 一 か ら構 成 され て い る。

理 事 会 は こ の報 告 を受 けて 、① 情 報 通 信 と情 報 サ ー ビ ス 、知 的 財 産 権 とプ

ラ イ バ シー 保 護 の た め の立 法 と規 制 、メ デ ィア の 集 中の 制 御 、域 内 にお け る

放 送 事 業 者 の 自 由移 動 ル ー ル に 関 す る 規 制 と法 的 枠 組 み の 提 案 ② ネ ッ トワ

ー ク、基 本 的 サ ー ビ ス 、コ ンテ ン ツ とア プ リケ ー シ ョン に 関 す る共 同行 動③

情 報 社 会 の社 会 的 文 化 的 ア ス ペ ク トに お け る共 通 の 政 策 ④ 情 報 サ ー ビ ス と

シス テ ム を 市 民 が 享 受 す る た め の 市場 活 性 化 一 一 な どの ア ク シ ョ ン プ ラ ン

を作 成 した 。市 場 原 理 に 委 ね た 自 由競 争 が レポ ー トの基 本 で あ る。例 え ば 、

情 報 通 信 サ ー ビス の 自 由化(通 信 衛 星 サ ー ビス 、通 信 イ ン フ ラ の 相 互 乗 り入

れ)と して 、一 社 が 独 占す る の で は な く、ほ か の コ ンペ テ ィ タ ー が 利 用 で き

る よ うに して い る ほ か 、ユ ニ バ ー サ ル サ ー ビス も徹 底 さ せ よ う と して い る。

しか し、 これ が すべ て で は な い 。コ ンテ ン ト関 係 を 巡 って は 、市 場 原 理 に も

とつ く自 由競 争 とい うの は 望 ま し くな い とい う意 見 もEUの 中 に あ り、 特 に

マル チ メ デ ィア ソ フ トにつ い て は 一 定 の補 助 を与 え 、市 場 活 性 化 を 図 るべ き

で は な い か と して い る。バ ンゲ マ ン ・レポ ー トを も とに した 自 由競 争 とい う

部 分 と、 コ ンテ ン ヅ政 策 と して 、 補 助 金 が 必 要 だ と提 言 して い る。

EUの エ レ ク トロ ニ ヅ ク ・コ マ ー ス に 対 す る考 え 方 と して 特 に注 目 され る

の が 、97年4月 に発 表 さ れ た 「電 子 商 取 引 に 関 す る欧 州 イ ニ シ ア テ ィブ 」
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で あ る 。 こ れ は 米 国 の 「AFra皿eworkforGlobalElectronicCom皿erce」 に

刺 激 さ れ る 形 で 発 表 さ れ た と い う背 景 が あ る 。EUの 情 報 政 策 で は プ ラ イ バ

シ ー の 保 護 と い う 面 で 、日 米 と の 間 で 意 見 の 相 違 が あ る が 、や は り産 業 政 策

の 点 で も 重 要 視 し て い る 分 野 は エ レ ク トロ ニ ッ ク ・コ マ ー ス で あ り、今 後 の

取 り組 み が 注 目 さ れ る 。

「電 子 商 取 弓1に 関 す る 欧 州 イ ニ シ ア テ ィ ブ 」

(1997年4月16日)

基 本 方 針

1)欧 州EC産 業 の 競 争 力 確 保 と必 要 な 技術 ・イ ン フ ラの 促 進

2)技 術 と市 場 に よ る 問 題 解 決

3)安 全 と信 頼 性

4)ユ ニバ ー サ ル ・ア クセ ス

5)国 際 性

政 策 課 題

1)国 際 的 な 政 策 協 調

2)取 り引 き 関連 ル ー ル の 整備

3)新 た な 知 的財 産 権 制 度 な どの 整 備

4)セ キ ュ リテ ィ対 策

5)個 人 情 報 保 護9)人 材 ・育 成

6)不 法 ・有 害 コ ンテ ン ツ対 策10)相 互 運 用 性 の 確 保

7)消 費 者 問 題11)そ の他 制 度 問 題 へ の 対 応

8)中 堅 ・中 小企 業 な ど の取 り組 み へ の支 援

1-1-2-4我 が 国 政 府 の 対 応

イ ン タ ー ネ ッ トを 中 心 と した マ ル チ メ デ ィア が 普 及 す る につ れ、 政 府 レベ ル

の 対 応 も加 速 して い る 。 日本 で マ ル チ メ デ ィ ア が動 き出 した の が 、92年 ご ろ の

こ と で あ る が 、94年 に は 通 産 省 と郵 政 省 が そ れ ぞ れ の 高 度 情 報 化 政 策 を策 定 し、

我 が 国 で は 政 府 全 体 とい う よ りも各 省 庁 のNII構 想 か ら出 発 した 。

ま ず、 通 産 省 の 高 度 情 報 化 プ ロ グ ラ ム で は 、 産 業 分 野 と公 的5分 野 の情 報 化

が 課 題 と して 指 摘 さ れ 、郵 政 省 で は2010年 まで に光 フ ァイ バ ー 網 を整 備 す る と

い う 目標 が 示 され た(現 在 は5年 前倒 しされ て い る)。94年11月 に通 産 省 が 発

表 した高 度 産 業 情 報 化 ビジ ョ ンは 、EDI、CALS、 あ るい はバ ー チ ャ ル ・エ ン タ ー

プ ラ イ ズ へ の 対 応 策 が 盛 り込 まれ た。 通 産 大 臣の 諮 問機 関 で あ る産 業 構 造 審 議

会 の レベ ル で エ レク トロ ニ ッ ク ・コ マ ー ス へ の 言 及 が な され た の は これ が初 め
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て で あ る。

さ ら に米 国 の 「AFra皿eworkforGlobalElectronicCo皿 皿erce」 に刺 激 され

る形 で 、通 産 省 で は97年5月 に 「デ ジ タ ル 経 済 の 時 代 へ 向 け て(案)」 を 発 表 。

21世 紀 に 向 け て 本 格 的 に普 及 して い く電 子 商 取 引 時 代 に は、 ヒ ト、モ ノ 、カ ネ

な どの 物 理 的 移 動 を 伴 わ な い経 済 活 動 が 可 能 に な る な ど従 来 とは 様 相 を 異 に す

る 「デ ジ タ ル経 済 」 と も呼 ぶ べ き新 た な 経 済 の 時 代 が到 来 す る と した 。そ して 、

デ ジ タル 経 済 の 時 代 へ 向 け て の 政 策 の 基 本 的 な 考 え 方(原 則)と して 、 ① 積 極

的取 組 み と迅 速 な対 応 ② 技 術 と市 場 に よ る問 題 解 決③ 安 全 と信 頼 性 ④ ユ ニ バ ー

サ ル ・サ ー ビス ⑤ 国 際 性一 一 を取 り上 げ て い る。 また 、 デ ジ タ ル経 済 が も た ら

す利 益 を 国 民 が 最 大 限 享 受 で き る よ う に政 府 が取 り組 む べ き とい う こ とを 明 確

に し、 情 報 技 術 の 導 入 に よ り新 た な課 題 が 生 じた 場 合 に も、 直 ち に 規 制 を 導 入

す る の で は な く、 技 術 的 な手 段 に よ る解 決 法 や 市 場 にお け る 競 争 と民 間 の 自主

的 な新 しい 取 引慣 行 の 生 成 に よ る解 決 に 委 ね る こ とを基 本 と して い る 。さ らに、

電 子 商 取 引 に お い て や り取 りされ る電 子 デ ー タ が 窃 盗 ・改 ざ ん や 不 正 ア クセ ス

にあ る よ う な こ とが あ れ ば 、 信 頼 性 が 著 し く損 な わ れ る た め 、 安 全 性 と信 頼 性

が 重 要 で あ る と述 べ て い る 。

「デ ジ タ ル 経 済 の 時 代 へ 向 け て(案)

～ 世 界 的 な 電 子 商 取 引 の発 展 の ため に ～ 」

(通 産 省1997年5月1日)

政 策 の 基 本 的 な 考 え 方(原 則)

1)積 極 的取 組 み と迅 速 な 対 応

2)技 術 と市 場 に よ る 問題 解 決

3)安 全 と信 頼 性

4)ユ ニバ ー サ ル ・サ ー ビ ス

5)国 際 性

政 策 課 題

1)国 際 的 な 政 策 協 調

2)取 引 き関 連 ル ー ル の 整 備

3)新 た な 知 的 財 産 権 制 度 等 の 整 備

4)セ キ ュ リテ ィ対 策

5)個 人 情 報 保 護9)人 材 ・育 成

6)不 法 ・有 害 コ ン テ ン ツ対 策10)相 互 運 用性 の 確 保

7)消 費 者 問題11)そ の 他 制 度 問題 へ の対 応

8)中 堅 ・中 小 企 業 等 の 取 組 み へ の 支 援
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全 省 庁 の 横 断 的 な指 針 を策 定 す るた め 、95年2月 に発 足 した の が 、内 閣 総 理

大 臣 を本 部 長 とす る 「高 度 情 報 通 信 社 会 推 進 本 部 」 で あ る 。 同本 部 は 、G7サ ミ

ッ トへ 提 出 した 日本 版NIIビ ジ ョ ンで あ る 「高 度 情 報 通 信 社 会 推 進 に 向 け た基

本 方 針 」 を ま とめ た 。 これ は、 通 産 省 と郵 政 省 お よ び他 省 庁 の ビ ジ ョ ン を糾 合

した う え に 、 阪 神 大 震 災 の 影 響 に よ り危 機 管 理 対 策 に つ い て の 項 目 も盛 り込 ま

れ た 。

そ の後 、「高 度 情 報 通 信 社 会 推 進 に 向 け た基 本 方 針 」は様 々 な 改 定 が 加 え られ 、

98年10月 に は基 本 方 針 の改 訂 版 が 発 表 さ れ た 。 同 報 告 書 に よ る と、 高 度 情 報

通 信 社 会 実 現 の た め の3つ の 行 動 原 則 と して ① 民 間 主 導② 政 府 に よ る環 境 整 備

③ 国 際 的 な 合 意 形 成 に 向 け た イ ニ シア テ ィブ の発 揮 一 一 が 示 され た 。 そ して 、

情 報 通 信 の 高 度 化 を図 っ て い く上 で 、 重 要 性 が高 い と思 わ れ る4つ の 目標 と し

て次 の4項 目が ま と め られ た 。

・電 子 商 取 引 の 本 格 的 普 及:

電 子 商 取 引 の本 格 的 な 普 及 に 向 け て、解 決 す べ き課 題 に つ い て 必要

な検 討 を行 い、 所 要 の 措 置 を講 ず る

・公 共 分 野 の 情 報 化:

公 共 分 野 の 情 報 化 に 向 け て 、政 府 と して 積 極 的 な 取 り組 み を行 う

・人 材 育成 と情 報 リテ ラ シー の 向上:

高 度 情 報 通 信 社 会 の 発 展 を 支 え る 人 材 の 育 成 や 情 報 リテ ラ シ ー の

向上 を図 る

・高 度 な 情 報 通 信 イ ン フ ラ の整 備:

電 子 商 取 引 な どの 普 及 や情 報 通信 の 高 度 化 ・多様 化 ・パ ー ソ ナ ル 化

へ の ニ ー ズ に 対 応 した情 報 通 信 イ ン フ ラ の 基 盤 整 備 を民 間 事 業 者

の 活 力 を生 か して促 進 す る

実 施 体 制 と して 必 要 に応 じて 関係 省 庁 連絡 会 議 に よ る連 携 を 図 る な ど、政 府

一 体 とな っ て そ の 実 現 に取 り組 む 点 を 明 記 して い る
。 ま た 、 基 本 方 針 に つ い て

は 、情 報 通 信 関連 技 術 の急 速 な進 展 な ど を考 慮 し、遅 くと も2001年 度 末 ま で に

は さ らに見 直 して い く考 えで あ る 。

こ う して 、 日本 に お い て も エ レク トロニ ッ ク ・コ マー ス へ の シ フ トが 明 確 に

な りっ つ あ る 中 で 、95年 夏 か ら秋 に か け て エ レ ク トロニ ヅ ク ・コ マ ー ス の 実

験 ・技 術 開 発 プ ロ ジ ェ ク トの 公募 が 始 っ た。そ して95年 度 か ら通 産 省 が 組 織 す

るECOM(電 子 商 取 引 実 証 推 進 協 議 会)が 実験 を開 始 、郵 政 省 で は サ イバ ー ビ ジ

ネ ス 協 議 会 が 開 催 さ れ て い る。
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1-1-2-5エ レ ク トロ ニ ッ ク ・コ マ ー ス の 市 場 規 模 と展 望

コ ン シ ュー マ 向 け の エ レク トロ ニ ッ ク ・コ マ ー ス の 市場 規 模 は 今 の と こ ろ公

的 な デ ー タ は存 在 せ ず 、調 査 会 社 の デ ー タ を 見 て も 年 間1.4億 ドル か ら10億 ド

ル まで か な りバ ラ つ きが あ る。 日本 で は 、 通 信 白書 が 平 成8年 度 の サ イバ ー ビ

ジ ネス 市 場 の規 模 を285億 円 と推 定 して い る。

ネ ッ トへ の 出店 数 に つ い て は 野 村 総合 研 究 所 と慶 応 義 塾 大 学 が 共 同 で 情 報 ネ

ッ トワ ー ク 社 会 に 関 す る調 査 ・研 究 を 実 施 して い るCCCI(CenterforCyber

Co皿皿nitiesInitiative:サ イ バ ー社 会 基 盤 研 究 推 進 セ ン タ ー)で 統 計 デ ー タ を

公 開 して お り、95年9月 に は205店 舗 だ っ た の が2年 後 の97年9月 に は3961

店 舗 と激 増 して い る。 た だ し、 そ れ ら店 舗 の ア クセ ス数 に つ い て は、 一 店 舗 あ

た り一 カ 月 平 均 で1000件 未 満 が47%を 占 め て い る。 ま た、受 注 件 数 に つ い て も

一 カ 月 あ た り1か ら100件 程 度 が65% 、 受 注 額 も 同50万 円未 満 が64%と 、 全体

的 に まだ 小 規 模 に 留 ま って い る。 売 れ 筋 商 品 は パ ソ コ ン関 連 、 書籍 、 酒 類 、 食

品、 趣 味 ・教 養 関連 な ど。 身 近 で 入 手 が 難 しい も の や 、 実 物 を確 か め る 必 要 の

ない もの 、 あ る い は デ ー タ ベ ー ス検 索 に適 した も の が 好 ま れ て い る。

また 、 電 子 マ ネ ー 関 連 の プ ロ ジ ェ ク トが 昨 年 か ら始 ま っ て い る。 これ まで は

特定 の ビル ・地 域 に 限 定 され た も の だ っ た が 、10万 枚 程 度 の 発 行 規 模 とな る大

規模 な実 験 が98年 か らは渋 谷 、 大 宮 で着 手 さ れ 、99年 か らは 新 宿 で 始 ま る。

97年 、神 戸 の ス マ ー トコ マ ー ス ジ ャパ ン(SCJ)の 実 験 で 得 られ た デ ー タ で は、

10-12月 の 間 に実 験 地 域 で リロー ドされ たVisaCashは5,083件 、 一 件 あ た り1

万1,063円 に の ぼ り、 購 買 は1万5,150件 、 一 件 あ た り1,880円 と予 想 よ り高

めで あ っ た 。 ク レ ジ ッ トカ ー ドに よ る購 買 は3,767件 、 一 件 あ た り8,580円 だ

った。 ま た 、 ネ ッ ト上 で は マ イ ク ロペ イ メ ン ト(少 額 決 済)に よ る コ ンテ ン ツ

流通 モ ー ル が増 え 始 め て い る状 況 で あ る 。

【ECOMの 実験 】

ECOMで は 、 エ レク トロ ニ ッ ク ・コ マ ー ス を21世 紀 の ビ ッグ ビ ジ ネ ス に成 長

す る もの と予 測 して お り、 そ の 実 用 化 へ 向 け た 基 盤 づ く りを事 業 内容 と して い

る。 具体 的 には 、 企 業 が共 通 に利 用 で き る ガ イ ドラ イ ンや 約 款 、 技 術 基 準 の策

定 で あ り、 この 概 要 はWebサ イ トを通 じて 公 開 し、 オ ー プ ン に して 内 外 か らの

コ メ ン トや 評 価 を 受 け て い る。 も う一 つ が 、 各 企 業 が 進 め て い る実 証 実 験 プ ロ

ジ ェ ク トの 支 援 で あ り、 これ は コ ン シ ュ ー マ 向 け エ レ ク トロ ニ ッ ク ・コ マ ー ス

の分 野 で19の プ ロ ジ ェ ク トが 動 い て い る 。共 通 基 盤 につ い て は 、例 え ば認 証局

の仕 組 み や事 業 展 開 の 要 件 、 運 用 マ ニ ュ ア ル な ど、 あ るい は プ ライ バ シ ー保 護

の ガ イ ドライ ン、 消 費 者 保 護 の ガ イ ドラ イ ン、 シ ョ ッピ ング モ ー ル 運 営 者 と各
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店 舗 の 間 で の 契 約 モ デ ル 約 款 な ど多 岐 に渡 って い る。

今 後 の エ レク トロ ニ ヅク ・コ マ ー ス 普 及 へ 向 け た 課 題 だ が 、 これ は 日本 の 家

庭 にお け る パ ソ コ ン の 普 及 率 、 あ るい は ネ ッ トワー クへ の接 続 率 が ど の程 度 ま

で 向 上 す る か に かか っ て い る。 ま た、ECOMで は 当初 予 定 さ れ て い た2年 間 の ミ

ッ シ ョ ンを98年3月 末 で 終 了 した が、 継 続 へ の要 望 が 強 い た め 、98年4月 か

ら7つ の ワー キ ング グ ル ー プ を編 成 され た フ ェー ズ2を ス ター トした 。

【ECOMフ ェ ー ズ1に お け る 主 な 検 討 課 題(WG名)】

(1)技 術 問 題 関係

モ ー ル 構 築 技 術 検 討/商 品属 性 情 報 標 準 化 検 討WG/複 合 コ ンテ ン ツ対 応

技術(エ ー ジ ェ ン ト機 能)検 討WG/コ ンテ ン ツ プ ロバ イ ダ ・モ ー ル 間 ビ

ジネ ス プ ロ トコ ル 検 討WG/共 通 セ キ ュ リテ ィ関 連 技 術 検 討WG/本 人 認 証

技 術 検 討WG/ICカ ー ドWG/認 証 局 検 討WG

(2)制 度 問 題 関係

国 際 取 引WG/プ ラ イ バ シー 問題 検 討WG/電 子 商 取 引 決 済 関 連 制 度 問 題 検

討WG/消 費 者 取 引検 討WG/電 子 公 証 検 討WG

(3)国 際 連 携 関 係

国 際 連 携WG

【ECOMフ ェ ー ズ2に お け る 検 討 課 題 】

(1)消 費者WG

苦 情 処 理 対 応/消 費 者 消 費 行 動 分 析/コ ンテ ン ツ、 広 告 の あ りか た/消

費 者 啓 蒙 、 リテ ラ シー 向 上/消 費 者 個 人 の 属性 、 付 帯 属 性 、 嗜 好 情 報 の 客

観 的記 述 と処 理)

(2)認 証 ・公 証WG

事 前 登 録 時 の本 人 確 認 の あ りか た/広 義 の 認 証 の あ りか た(経 営 実 態 、

信 用 状 況 な ど相 手 の 内 容 に 関 す る認 証)/ネ ッ トワ ー ク 上 で の 企 業 間EC

に お け る認 証 局 の 役 割 と運 用 基 準 作 成/公 証 サ ー ビス 実 現 の た め の環 境 整

備(「 公 証 セ ンタ ー 」 の 相 互 運 用性 、 運 用 ガイ ドラ イ ン、 利 用 約 款 な ど)

(3)電 子 決 済WG

消 費 者 向 け電 子 決 済 普 及 上 の 課 題 調 査/企 業 間 電 子 決 済 普 及 上 の課 題 調

査/端 末 イ ンフ ラ と運 用 モ デ ル 普 及 上 の 課 題調 査

(4)セ キ ュ リテ ィWG

ICカ ー ドを利 用 した イ ンタ ー ネ ヅ ト決 済 の セ キ ュ リテ ィ メ ジ ャ ー作 成

(ク レ ジ ッ ト決 済 、 電 子 マ ネ ー)/モ バ イ ル端 末 、 キ オ ス ク端 末 の セ キ ュ

リテ ィ メ ジ ャー/銀 行 決 済 セ キ ュ リテ ィ ガイ ドラ イ ン/ク ラ ッキ ング 技 術
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の整 理 と体 系 化/暗 号 の あ りか た

(5)リ ス ク 評 価WG

エ レ ク トロ ニ ッ ク ・コ マ ー ス に 関 わ る リス ク分 析 、 評価/担 保 、 保 険 制 度

(6)ビ ジ ネ ス プ ロ セ スWG

ビ ジネ ス モ デ リン グ技 法 の普 及 推 進/南 流 ・金 流 ・物 流 に 関 わ る総 合 的 ビ

ジネ ス プ ロ セ ス 検 討/商 品 情 報検 索環 境 整備(国 内業 界 間(商 品 グ ル ー プ 間)

の標 準 概 念 辞 書 の 連 携 、 各 国 間 の標 準 概 念辞 書 の 連 携)/中 小 企 業 のEC導

入 ガ イ ドラ イ ン

(7)国 際 取 引 ・貿 易 手 続WG

民 間 と して の 対 消 費 者 、 企 業 間 各 国 際ECの 取 引 環 境 整 備 に 関 す る検 討/

貿易 手 続 きの 電 子 化 に関 す る検 討(ex.EDEN)/民 間 企 業 ・団体 に よ る 国 際

連 携 の推 進

1-2デ ー タ ベ ー ス 産 業 を 取 り巻 く状 況

1-2-1商 用 デ ー タ ベ ー ス の 市 場 規 模 の 推 移

爆 発 的 に加 入 者 数 を拡 大 させ て い るイ ンタ ー ネ ヅ トを核 とす る 情 報 化 社 会 の

進 展 は デ ー タ ベ ー ス業 界 に大 き な影 響 を及 ぼ しつ つ あ る と言 え そ うだ 。「平 成

9年 度 の 特 定 サ ー ビ ス 産業 実 態 調 査 」(「特 サ ビ」 と言 う。)と 「イ ンタ ー ネ ッ ト

白書1998」 を も と に、イ ン ター ネ ッ トの 加 入 者 数 の推 移 とデ ー タ ベ ー ス の 市 場

規 模 の推 移 を下 記 に示 した 。 デ ー タベ ー ス の 市 場 規 模 は バ ブル 経 済 後 の不 況 で

減 少 した が、1996年 の デ ー タ ベ ー ス 産 業 の 売 上 高 は2354億 円 と前 年 に 比 べ 、

19.3%増 と大 きな 伸 び を記 録 した。 そ の 後 、1997年 に入 る と、不 況 の 影 響 もあ

り、再 び伸 び 率 は 鈍 化 傾 向 に あ る が、 イ ン ター ネ ッ トの 普 及 に つ れ 、 企 業 にお

け るネ ッ トワー ク環 境 が 充 実 して きて い る こ とで 、 商 用 デ ー タ ベ ー ス へ の ア ク

セ ス が 容 易 にな りつ つ あ る とい う こ とは 言 え る。

表1-2-1イ ン タ ー ネ ッ ト加 入 者 数 の 推 移 と商 用 デ ー タベ ー ス市 場 規 模 の 推 移

項 目 年 1993 1994 1995 1996 1997

DB市 場規 模

(百 万 円)

オ ン ラ イ ン 47,138 48,168 48,101 56,500 68,143

オ フ ラ イ ン 164,370 150,671 149,190 178,939 189,627

合計 211,508 198,839 197,291 235,439 257,770

イ ン タ ー ネ ッ ト

加 入 者 数(万)

510 884

(注)「 平 成9年 度 特 定 サ ー ビ ス産 業 実 態 調 査 」 と 「イ ンタ ー ネ ッ ト白書1998」

よ り作 成
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図1-2-1イ ン タ ー ネ ッ ト加 入 者 数 と商 用 デ ー タベ ー ス の 市 場 規 模 の推 移

1-2-2商 用 デ ー タ ベ ー ス 数 の 推 移

(1)商 用 デ ー タ ベ ー ス の推 移

通 産 省 が1998年9月 に発 表 した 「平成9年 度 版 デ ー タ ベ ー ス 台 帳 総 覧 」に よ

る と、1997年 度 にお け る 国 内 で の 利 用 可能 な 商 用 デ ー タ ベ ー ス の 数 は2,598と

前 年 度 に比 べ 数 で760減 少 し、伸 び率 で22.4%減 と減 少 した。 国 産 、海 外 製 の

内 訳 は 国 産 デ ー タベ ー ス1243(+78)、 海 外 製 デ ー タ ベ ー ス の 数 は1355(-830)で

あ り、 一 部 海外 デ ー タ ベ ー ス 事 業 者 の リス トラの 影 響 で 外 国 製 デ ー タ ベ ー ス は

大 き く減 少 した が 、 国 産 デ ー タベ ー ス は 堅調 な 伸 び を示 した 。 今 後 、 イ ン ター

ネ ッ ト上 で の デ ー タベ ー ス の 有 料 化 に 向 け た 実 験 的 も 開 始 さ れ よ う とす る 中、

中 長 期 的 に も コ ンテ ン ツは増 加 して い く と予 想 され る。

(2)オ ン ラ イ ン系

近 年 の 情 報 環 境 か ら、 パ ソ コ ン通 信 系 と イ ンター ネ ッ トを利 用 した デ ー タ ベ

ー ス の 利 用 は増 加 して い る。 パ ソ コ ン通 信 で デ ー タ ベ ー ス を利 用 して い る と回

答 した 企 業 は(財)デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ン ター の調 査 に よ る と、 回 答 企 業601

社 の う ち66.4%で 前 回 と 同 じ割 合 で あ った 。イ ンター ネ ッ トか らの 商 用 デ ー タ

ベ ー ス の 検 索 は 、20.1%で12.1%の 増 加 と な って い る 。

(3)オ フ ラ イ ン系

商 用 デ ー タ ベ ー ス の利 用 に お いて 、 オ フ ラ イ ンの 代 表 的 な 媒 体 の 一 つ にCD-

ROMが あ る。 大 容 量 化 、 大量 生 産 に適 した 媒 体 、 持 ち運 び の容 易 さ か ら現 在 で

は 、 ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トの ほ とん ど全 て がCD-ROMで 提 供 さ れ て お り、CD－
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ROMに よ る商 用 デ ー タベ ー ス 提 供 は 今後 と も増 加 して い くの は 間違 い な い よ う

で あ る。CD-ROM化 され た デ ー タベ ー ス の 利 用 分 野 の 上 位5位 は 、「新 聞/雑 誌

/ニ ュー ス 」 で 、 次 い で 「宇 宙/地 球/海 洋/水 産 」、「辞(事)典/百 科/デ

ィ レク トリー 」、 「人 物 情 報(Who'sWho)」 、「金 融/証 券/為 替/市 況 情 報 」 と

な って い る。 また 、「地 図 ・マ ヅ ピ ン グ/電 話 番 号/住 所 コ ー ド」な どが 、地 図

情 報 開発 の 活 発 化 を反 映 して 、伸 び て きて い る 。今 後 、CD-ROMか らDVDへ と大

容 量化 を 進 め な が ら、 ま たパ ヅケ ー ジ 素 に適 した コ ンテ ンヅ を開 発 して い くこ

とで 、今 後 とも伸 び て い く もの と予 想 さ れ る。

表1-2--2イ ン タ ー ネ ッ ト加 入 者 数 と デ ー タ ベ ー ス 数 の 推 移

項 目 年 1993 1994 1995 1996 1997

デ ー タ ベ ー ス 数 海外企業 1,973 2,013 2,184 2,185 1,355

国内企業 1,007 1,048 1,124 1,165 1,243

合計 2,980 3,061 3,308 3,350 2,598

イ ン タ ー ネ ッ ト

加 入者 数(万)

510 884

(注)「 平成9年 度 版 デ ー タベ ー ス 台 帳 総 覧 」 と 「イ ン ター ネ ッ ト白書1998」

よ り作 成

93年94年95年96年97年

1,000

900

800

700

600

圏 国 内企 業DB

数
一◆一インターネット

加入者数

図1-2-2イ ン タ ー ネ ッ ト加 入 者 数 と 国 内 企 業 デ ー タ ベ ー ス 数 の 推 移

1-2-3商 用 デ ー タ ベ ー ス 利 用 者 層 の 推 移

商 用 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 者 が 支 払 う利 用 金 額 の 大 部 分 が 法 人 ・企業 の 利 用 で

あ り、一 般 消 費 者(個 人)は わ ず か 全 体 の3.16%を 占 め るだ けで あ る。業 種 別
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にみ る と1996年 時 点 で も企 業 の利 用 金 額 の半 数 以 上 を 占め て い る金 融 ・保 険 分

野 は 低 下 傾 向 に あ る。続 い て 利 用 金 額 が 多 い の は 、サ ー ビス 業 、鉱 業 ・製 造 業 、

建 設 ・不 動 産 業 の 順 とな って い る 。

個 人 の デ ー タ ベ ー ス利 用 状 況 に 関 して は、イ ンタ ー ネ ッ ト利 用 者 を 対 象 に し

た 「個 人 ・家 庭 の デ ー タ ベ ー ス利 用 状 況 調 査 」 が参 考 に な る が 、 こ れ に よれ ば

対 象 者 の31.6%が デ ー タベ ー ス の 利 用 経 験 あ りと して い る。デ ー タ ベ ー ス 利 用

者 の う ち 、 仕 事 が ら み の 利 用 が55.9%と 過 半 数 を 占 め 、 個 人 中 心 の 利 用 の

38.4%を 上 回 って い る 傾 向 に 変 わ りは な い状 況 で あ る。 現 在 の イ ン ター ネ ッ ト

で 提 供 さ れ て い る商 用 デ ー タ ベ ー ス の 数 が 比較 的、 少 な い こ と が改 善 され 生 活

関 連 の デ ー タベ ー ス が 拡 大 して くる と、 パ ー ソナ ル ユ ー ス の 利 用 額 も拡 大 して

い く と予 想 され る 。

3.16%

ロ法人 ・企 業利用

囲一般消費 者

96.84%

図1-2-3商 用 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 者 層 別 の 利 用 金 額 の 割 合

1-2-4イ ン タ ー ネ ッ トが 商 用 デ ー タ ベ ー ス に 与 え る 影 響

イ ン タ ー ネ ッ トの普 及 に よ っ て 企 業 の 情 報 技術(IT)の 活 用 が 活 発 化 した こ

とか らネ ッ トワ ー ク環 境 が整 備 さ れ、 デ ー タベ ー ス へ の ア クセ ス が 容 易 に な っ

た 。 パ ー ソ ナル ユ ー ス にお い て も イ ンタ ー ネ ッ トの 家 庭 へ の 浸 透 で ネ ッ トワ ー

ク環 境 が 整 備 さ れ つ つ あ る 。

(財)デ ー タベ ー ス 振 興 セ ン ター の 「デ ー タ ベ ー ス 実 態 調 査(ベ ン ダー 編)」

の 集 計 結 果 に よ る と、 今 後 の デ ー タ ベ ー スサ ー ビス で有 望 と見 られ て い る メ デ

ィア も イ ン ター ネ ッ トで あ る とい う結 果 が出 て い る こ とか ら、 イ ン ター ネ ッ ト

や イ ン トラ ネ ッ トで 使 わ れ て い るTCP/IPと い う単 一 プ ロ トコ ル を ベ ー ス に 今

後 と も ネ ッ トワ ー ク環 境 が 整 備 さ れ て い くこ とは 短 中期 的 にみ て 間 違 い な い で

あ ろ う。

こ う した 状 況 を 捉 え 、 これ まで 独 自の プ ロ トコル で提 供 して い た商 用 デ ー タ
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ベ ー ス各 社 もイ ン タ ー ネ ッ トを ア クセ ス 経 路 して 情 報 提 供 しよ う とす る動 きが

97年 か ら活 発 化 して い る。 日経 テ レコ ン21、 ニ フ テ ィサ ー ブ、G-searchマ ル

チ メ デ ィア ・デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス な ど各 社 は サ ー ビス 拡 大 の軸 足 を イ ン ター

ネ ッ ト経 路 とす る た め ウエ ブ ベ ー ス の デ ー タ ベ ー ス 提 供 へ とシ フ トして い る 。

こ う した デ ー タ ベ ー ス 産 業 のWebベ ー ス化 へ の移 行 に よ って 、 家 庭 な どか らの

パ ー ソナ ル ユ ー ス も拡 大 して い くこ とに な る。 一 方 、 大 手 ソ フ ト会 社 の ジ ャ ス

トシ ステ ム が 自然 文 を 入 力 す る こ とで 、記 事 情 報 な ど を検 索 で きる 「NewsTrek」

サ ー ビス を 開 始 す る な ど、 イ ンタ ー ネ ッ トの普 及 に よ って 新 規 参 入 も徐 々 に で

は あ るが増 加 して きて い る。

ユ ー ザ ー層 や 利 用 機 会 が 拡 大 す る こ とは 商 用 デ ー タ ベ ー ス の提 供 事 業 者 に と

って 、 大 きな ビ ジ ネ ス チ ャ ンス とな るの は 間違 い な い 。 そ こで 、 商 用 デ ー タベ

ー ス にア クセ ス した 時 に課 金 を行 う とい う利 便 性 の 向 上 が注 目さ れ る 中 、 デ ー

タベ ー ス 業 界 で も、 現 在 エ レ ク トロニ ック ・コ マ ー ス の仕 組 み づ く りが 注 目 さ

れ て きて い る 。「だ れ で も、 ど こで も、簡 単 に情 報 が 得 られ る 」イ ン タ ー ネ ッ ト

の メ リ ヅ トは 一 方 で 、 デ ー タ ベ ー ス事 業 者 が 提 供 す る コ ンテ ン ツの 知 的 財 産 権

の 侵 害 が 懸 念 さ れ る た め、 知 的 財 産 権 保 護 を含 め て セ キ ュ リテ ィ を守 る必 要 が

で て きて い る 。

ま た、 米 国 で は 議 会 図 書 館(LC)の 無 料 ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開 して い るTHOMAS

は米 国議 会 の 法 案 関 係 の デ ー タベ ー ス で 、 現 在 有 料 で 提 供 して い る 大 手 の 判 例

情 報 サ ー ビス を 圧 迫 し、ま た 同様 に政 府 印 刷 局 のGPOア クセ ス のWebの 登 場 も、

民 間 企業 が 提 供 す る 有 料 の 商 用 デ ー タ ベ ー ス が 影 響 を受 けて い る とい う 報 告 も

され て い る 。日本 で も特 許 庁 が99年3月 か ら特 許 情 報 の 開 示 を 開 始 して お り、

これ が 民 間 の 特 許 情 報 デ ー タ ベ ー ス に ど の よ う な 影 響 を 与 え るか 、 注 意 して い

くこ とも必 要 だ ろ う。
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第2章 デ ー タ ベ ー ス 振 興 へ 向 け て の 現 状 と課 題

2-1基 本 的 な 考 え 方

2-1-1デ ー タ ベ ー ス全 体 に 対 す る基 本 的 な 考 え方

デ ー タ ベ ー ス 全 体 に対 す る基 本 的 な 考 え方 に つ い て 、 社 会 全 体 、 企 業 活 動 、

研 究 ・教 育 活 動 、 家 庭 な どパ ー ソナ ル ユ ー ス の3つ の 視 点 か ら述 べ る 。

① デ ジ タ ル 情 報 化 社 会 を 推 進 す る に は デ ー タ ベ ー ス の 充 実 が 欠 かせ な い

情 報 化 が 全 世 界 的 に 急 速 に 進 ん でお り、 情 報 化 が 進 展 す る分 野 に お い て も製

造 、 流 通 、 金 融 、 行 政 、 医 療 、 教 育 、 生 活 、 エ ンタ ー テ イ ン メ ン トな ど あ らゆ

る分 野 に及 ん で い る 。 これ に 伴 い 多種 多 様 の 情 報 が デ ジ タル 化 さ れ＼ 情 報 ネ ッ

トワー ク や 各種 媒 体 な ど を 通 して 、 大 量 に流 通 で き る よ う に な っ て い る 。 企 業

又 は 個 人 に と って は 情 報 の 中 身 そ の もの に価 値 が あ る こ とか ら、 デ ジ タ ル 情 報

化 社 会 が進 展 す る に は デ ー タ ベ ー ス(無 料 の も の を含 め た広 義 の 意 味)の 充 実

が欠 かせ な い と言 え る 。

② 企業 間 競 争 が激 し くな る 中 、 経 済 ・産 業 活 動 にデ ー タベ ー ス を活 か して い く

必要 性 が 増 大 す る

企 業 間 競 争 が厳 し くな る 中 、 情 報 技 術 の差 が 競 争 力 の格 差 の 一 因 に な る と い

わ れ て い る が、 経 済 環 境 の 悪 化 に よ り国 内企 業 で は 外 部 の デ ー タベ ー ス を 十 分

に活 用 す る まで に は 到 って い な い よ うで あ る 。 しか し、 今 後 ま す ま す 企 業 間 競

争 が 激 化 す るに つ れ 、 よ り木 目細 か い マ ー ケ テ ィ ン グ や よ りス ピ ー デ ィな経 営

判 断 が求 め られ て くる こ とか ら、 企業 の 外 部 で 調 達 可能 な 経 営 資 源 が 豊 か に供

給 さ れ る環 境 で あ る デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス の 価 値 お よび 活 用 も 今後 、 拡 大 して

くる と予 想 され る 。

③ 研 究 ・教 育 活 動 の 高 度 化 ・多 様 化 を 図 る の に デ ー タ ベ ー ス の 活 用 が 大 き く貢

献 す る

個 人 の 創 造性 を高 め る教 育 の 必 要性 が 大 き くな る 中 で 、 初 等 ・中等 教 育 の 高

度 化 ・多 様 化 に と っ て デ ー タ ベ ー ス の 活 用 は 重 要 に な っ て くる。 特 に、 生 徒 自

らが 問題 を 発 見 し、 解 決 して い く学 習 に とって 、 問 題 解 決 の 情 報 源 と して の デ

ー タベ ー ス の 利 用 は た い へ ん 有 効 だ ろ う。 ま た 、 産 官 学 の 研 究 機 関 に と って 、

高 度 化 ・学 際 化 ・融 合 化 す る研 究 課 題 に 取 り組 ん で い くため に 、様 々 な デ ー タ

ベ ー ス の 活 用 が 増 加 して い く と予 想 さ れ る。
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④ 生 活 を 充 実 させ た い と い う欲 求 か ら個 人 で の 利 用 も増 大 す る/SOHOな ど の

就 業 形 態 の 多 様 化 が 家庭 な ど か らの ア クセ ス を増 大 させ る要 因 に な る

イ ン タ ー ネ ッ トの 普 及 に よ っ て個 人 にお い て もネ ヅ トワー ク環 境 が急 速 に整

備 さ れ つ つ あ る。 今 後 、 就 業 時 間 の短 縮 が進 み 、 個 人 の生 活 を大 切 に した い と

い う欲 求 は 高 ま っ て い く と予 想 さ れ る 中で 、 個 人 の デ ー タ ベ ー ス利 用 は拡 大 し

て い くと思 わ れ る 。 ま た、SOHOと 呼 ば れ る新 しい 就 業 形 態 と もあ い ま って 、 自

宅 や サ テ ラ イ トオ フ ィス か らの ア クセ ス も増 加 して い くだ ろ う。

2-1-2商 用 デ ー タ ベ ース 産 業 に 対 す る基 本 的 な 考 え 方

◇ デ ジ タ ル 経 済 社 会 に お け る情 報 基 盤 と して デ ー タ ベ ー ス の 重 要 度 は 増 大 す る

デ ー タ ベ ー ス利 用 は 企 業 お よび 個 人 で拡 大 して い くと予 想 さ れ るが 、 そ の 中

で 商 用 デ ー タ ベ ー ス は ど うな って い くの で あ ろ う か 。 イ ン タ ー ネ ッ トのデ ー タ

ベ ー ス の 多 くが 無 料 で 提 供 され て い る が 、 情 報 を探 す 側 の 視 点 か らみ れ ば 情 報

が 溢 れ て い る、い わ ば 情 報 の 洪 水 とい っ た 状 況 に あ る と言 っ て も過 言 で は な い 。

こ う した 中 、 自分 が 本 当 に 探 した い有 用 な 情 報 を よ りス ピー デ ィ に ア ク セ ス し

た い とい うニ ー ズ は 高 ま って い くだ ろ う。 こ う した 中で 、 膨 大 な デ ジ タ ル 情 報

の 中か ら必 要 と され る情 報 を効 率 的 に 選 択 し利 用 す る た め に は 散 在 す る情 報 を

集 積 、 体 系 的 に整 理 し、利 用 し易 い形 で 、 提 供 さ れ るデ ー タ ベ ー ス の 存 在 は 不

可 欠 で あ り、 デ ジ タ ル 情 報 化 社 会 に お け る情 報 基 盤 と して、 そ の 役 割 は よ り一

層 拡 大 して い く とみ られ る。

「デ ー タ ベ ー ス 白書1998」 に よれ ば 、我 が 国 の デ ー タ ベ ー ス 産 業 の 売 り上 げ

は約2,600億 円 と最 近10年 間 で2倍 の 成 長 を 遂 げて お り、イ ンタ ー ネ ッ ト、パ

ソ コ ン通 信 利 用 者 の 急 伸 、 企 業 内 の 情 報 ネ ッ トワー ク環 境 整 備 の進 展 に よ って

今 後 、 我 が 国 の デ ー タ ベ ー ス 産業 は よ り一層 の 伸 び が期 待 され る 。

以上 の こ とよ り、 本 委 員 会 で は 商 用 デ ー タ ベ ー ス業 界 の 発 展 を促 進 す る こ と

は社 会 的 に も求 め られ て い る こ と と し、 か つ 商 用 デ ー タ ベ ー ス産 業 を確 立 して

い くこ と こ そ、 デ ー タ ベ ー ス 市 場 の 充 実 や新 規 参 入 も増 大 し、 日本 の デ ジ タ ル

コ ンテ ン ヅ産 業 全 体 の 強 化 に つ な が る もの と考 え る 。

2-2デ ジ タ ル情 報 化 時 代 に お け る商 用 デ ー タベ ー ス産 業 の 将 来 の 方 向性

デー タ ベ ー ス 産 業 は 今 後 、社 会 の 中で 重 要 度 が 増 す と予 想 さ れ る 中、 商 用 デ

ー タ ベ ー ス 産 業 の 将 来 の 方 向 性 につ い て 提 案 して い く。

29



2-2-1商 用 デ ー タ ベ ー ス 産 業 の 将 来 の 方 向性

WWWの 普及 は 情 報 発 信 の た め の サ ー バ ー が 低 コ ス トで 設 置 で き る とい う状 況

を つ く り出 しつ つ あ る 。 コ ンテ ン ヅ の数 も急 増 して い る 中、 商 用 デ ー タ ベ ー ス

は検 索機 能 の 充 実 な ど良 質 な コ ン テ ン ツ を提 供 す る こ と に よ って 、 よ り一層 の

発 展 が 期 待 され よ う。 ま た 、 商 用 デ ー タ ベ ー ス の提 供 者 が タ ー ゲ ッ トとす るユ

ー ザ ー 層 は今 後 、裾 野 を広 げ 、 デ ー タ ベ ー ス産 業 は 活 性 化 して い くと予 想 され

る とい う視 点 で 、 将 来 の 方 向 性 お よび 課 題 を下 記 の よ う に 列 挙 して み た。

(1)良 質 な コ ンテ ン ツの 提 供

イ ンタ ー ネ ッ トで 提 供 され る コ ンテ ン ツの 多 くは 無 料 コ ンテ ンヅで

あ る 。商 用 デ ー タベ ー ス は 高 付 加 価 値 化 、検 索 機 能 の 充 実 、高 い 更新

頻 度 、分 析 ツー ル の 提 供 、広 範 な コ ンテ ンツ を 提 供 す る こ とで 今後 と

も発 展 して い く と思 わ れ る 。

(2)ユ ー ザ ー の裾 野(利 用 者 層)の 拡 大

デ ー タベ ー ス 利 用 者 は ま だ 、特 定 のユ ー ザ ー(企 業 な ど)に 留 ま って

い る状 況 で あ る 。各 社 、様 々 な戦 略 が 考 え られ るが 、今後 の 方 向性 と

して は イ ン ター ネ ッ トユ ー ザ ー が拡 大 して い くに連 れ て 、生 活 関連 情

報 の 提 供 な ど も含 め て 、ユ ー ザ ー の 裾 野 を広 げ て い く(一 部 の企 業 か

ら多 くの 企 業 へ 、 ま た は 一般 ユ ー ザ ー へ)よ う に な る。 また 、同時 に

利 用 者 層 を拡 大 す る た め の 商 用 デ ー タ ベ ー ス の 活 用 能 力(リ テ ラ シ

ー)を 向上 させ る た め の 施 策 や 事 業 な ど も必 要 とな って こ よ う

(3)適 切 な料 金 に よ る 発 信

一 般 的 に 高 い とさ れ る デ ー タ ベ ー ス販 売 価 格 の 低 廉 化 も求 め られ て く

る。 リー ズ ナ ブ ル な 料 金 で 発 信 して い くには 、 デ ー タベ ー ス 開 発 や デ

ィス トリビ ュー トす る の に 適 切 な コ ス トで 開 発 で き る こ とが 求 め られ

る。 そ の た め に は 情 報 の効 率 的 な 収 集 ・加 工 体 制(生 産 性 の 向 上)が

必要 に な って くる。 同 時 に デ ー タ ベ ー ス の 利 用 を 促 進 す る に は 通 信 料

金 の よ り一 層 の低 廉 化 あ るい は定 額 料金 制 の 拡 大 な ど も必 要 で あ る。

(4)セ キ ュ リテ ィが 確 保 さ れ た情 報 流 通

商 用 デ ー タ ベ ー ス が 不 正 利 用 さ れ ない た め 、 ユ ー ザ ー 側 の モ ラ ル の確

立 や 、 情 報 漏 洩 やID/パ ス ワ ー ドな どの 盗 難 ・不 正 流 用 を防 ぐた めの
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技 術 的 確 立 が 必 要 で あ る。

(5)商 用 デ ー タ ベ ー ス の 法 的 保 護

著 作 権 に よ るデ ー タベ ー ス保 護 お よ び、 デ ー タ ベ ー ス の 開 発 投 資 が き

ち ん と守 られ る た め の 法 的 保 護 の 確 立 が求 め られ る 。

(6)ネ ッ トワ ー ク 上 にお け る効 率 的 な取 引 の 実 現

情 報 流 通 を 促 進 させ る た め に は 電 子 マ ネ ー の実 現 な ど を含 め て効 率 性

を 向 上 させ た 技 術 ・法 的 整 備 が求 め られ て くる。

(7)ユ ー ザ ー の ニ ー ズ に合 致 した情 報 形 態

情 報 の形 態 に 対 す るユ ー ザ ー の ニー ズ は 様 々 で あ り、 今 後 、 テ キ ス

トや 数 値 デ ー タ の み な らず、音 声 や 音 楽 、画像 な どマ ル チ メ デ ィア 情

報 で の提 供 の ニ ー ズ も高 ま っ て くる と予 想 さ れ る。

(8)多 様 な メ デ ィ ア展 開

イ ン タ ー ネ ヅ ト、 衛 星放 送 ・通 信 、 地 上 波 放 送 、CATV、 移 動 通 信 、

PDA、 パ ッケ ー ジ メ デ ィア な どデ ジ タル コ ンテ ン ツ を ユ ー ザ ー に 届 け

る メ デ ィ ア も多 様 化 して い るが 、それ ぞ れ の メデ ィア の 特 性 にあ っ た

デ ー タ ベ ー ス の 提 供 を 考 え て い く必 要 が あ る 。

(9)使 い 易 い シ ス テ ム の 開 発(利 便 性 の 向上)

パ ソ コ ン の 普 及 率 も20%を 超 え る 中、多 くの ユ ー ザ ー 層 が ネ ッ トワ

ー ク を介 して デ ー タ ベ ー ス にア クセ スで き る環 境 が 整 い つ つ あ る が、

ま だ 誰 で も が 使 い こな せ る レベ ル に あ る とは 言 え な い 。今 後 、特 定 の

サ ー ビス 対 象 者 か らパ ー ソ ナ ル ユ ー スへ とユ ー ザ ー を拡 大 して い く

こ とが 求 め られ て お り、誰 で もが 利 用 で き るた め に は 、さ ら にデ ー タ

ベ ー ス ヘ ア クセ ス す る ため の 端 末 の使 い 勝 手 の 向上 が 必 要 で あ る。

(10)グ ロー バ ル な マ ー ケ ッ トの 開 拓

経 済 活 動 の グ ロー バ ル 化 や 社 会 の ボ ー ダ レス化 が 進 展 して い く中 、

日本 語 を 外 国語 に翻 訳 して マ ー ケ ッ トを 世 界 規 模 に 広 げ て い く方 向

性 も考 え られ る 。

(11)グ ロー バ ル ・ス タ ン ダー ドへ の対 応

情 報 の 相 互 運 用 性 を 確 保 す る には 、国 際標 準 を採 用 す る 必 要 が あ る。
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ま た 、 取 引 な ど商 習 慣 ル ー ル の グ ロー バ ル ・ス タ ン ダー ドへ の 対 応

も求 め られ て くる。

2-2-2各 テ ー マ の 現 状 と課 題

こ こで は2-2-1で 列 挙 した 「商 用 デ ー タベ ー ス 産 業 の 将 来 の 方 向性 」 を

も と にデ ー タベ ー ス 産 業 発 展 の た め の 課 題 を述 べ る。

2-2-2-1良 質 な コ ン テ ン ツ の 提 供

生 命 線 と も言 え る デ ー タ ベ ー ス 産 業 の 発 展 に は 、 言 う まで もな く良 質 な コ ン

テ ンツ の 開 発 が 不 可 欠 で あ る。 イ ン タ ー ネ ッ トか ら発 信 さ れ る コ ンテ ン ツの 台

頭 か ら受 け る商 用 デ ー タ ベ ー ス の 影 響 も重 要 課 題 の 一 つ で あ る。 将 来 は 誰 で も

が情 報 の 発 信 者 お よび 、 受 け 手 に なれ る た め、 マ ス メデ ィア や デ ー タ ベ ー ス 事

業 者 な ど専 門 の プ ロデ ュ ー サ ー の 役 割 は や が て 小 さ くな る だ ろ う とい う意 見 が

あ る。 しか し、 マ ス メ デ ィア や デ ー タ ベ ー ス事 業 者 が 培 っ て き た情 報 の 収 集 能

力 や 、 情 報 の 分 析 能 力 を 多 くの 人 達 に 発 信 して い くこ とで イ ン タ ー ネ ッ ト上 で

も無 料 コ ンテ ン ヅ に 十 分 に対 抗 で き る だ ろ う。

例 え ば 、一 般 の サ ラ リー マ ン が3日 間 、イ ン タ ー ネ ヅ ト上 を は え ず り回 って 、

集 め て き た 情 報 に比 べ 、 社 内 の サ ー チ ャ ー が 商 用 デ ー タ ベ ー ス か ら即 座 に 検 索

した情 報 の 内 容 が 勝 る とい うエ ピ ソー ドが 示 す よ う に 、 商 用 デ ー タベ ー ス を使

う方 が コ ス トパ フ ォ ー マ ンス が 高 い 場 合 は 多 くあ る 。 これ は 誰 で も がパ ブ ッ シ

ャー に な れ る訳 で は な い 事 を 示 唆 して い る。

今 後 、 デ ー タ ベ ー ス 事 業 者 に と って 重 要 な こ とは デ ー タ ベ ー ス に付 加 価 値

が存 在 す るか で あ る 。 こ れ は 別 の 言 い 方 を す る とコ ンテ ン トに コ ンテ キ ス ト

とい う もの を組 み合 わ せ て 、 い か に 多 くの付 加 価 値 を生 み 出 して い くか に あ

る。コ ンテ キ ス トとは 、 「Creation,Selection,Indexing,Linking,Analysis,

Certification,Archiving」 とい っ た デ ー タ ベ ー ス を つ くっ て い く上 で の基 本

的 な 要 素 か ら構 成 さ れ る が 、 こ う した 要 素 を巧 み に 組 み 合 わ せ て、 付 加 価 値

が高 く、 検 索 能 力 に優 れ 、 高 い 更 新 頻 度 や 分 析 ヅー ル の 提 供 が実 現 したサ ー

ビス に よ って 、 無 料 コ ンテ ンツ との差 別 化 が 可 能 に な る の で あ る。 こ う して

デー タ ベ ー ス提 供 者 は 一定 の 役 割 を ネ ッ トワ ー ク 上 で 果 た す こ とが で き る の

で あ る。

【参 考 】 公 的部 門 の 情 報 提 供 が デ ー タ ベ ー ス 産 業 に 及 ぼ す 影 響

無料 コ ンテ ンツ の 提 供 につ い て は 、 民 間 部 門 だ け で な く公 的 部 門 も情 報 公
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開 や 公 的 サ ー ビス の 充 実 の 流 れ の 中 で 拡 大 して きて い る。 公 的 部 門 が デ ー タ

ベ ー ス 産 業 に及 ぼ す 影 響 の 一 つ と して 注 目され る の が 、 国 立 国 会 図 書 館 が 法

案 化 を 進 め る 「納 本 制 度 の 改 革 」 で あ る。 納 本 制 度 は 国 内 で刊 行 さ れ た 出 版

物 を 国 立 国 会 図 書 館 に納 入 させ る制 度 で 、昭和23年 に創 設 され た もの で あ り、

これ ま で 納 本 の 対 象 は 紙 媒 体 に よ る出 版 物 が 中 心 とな っ て い た が 、 近 年 の 電

子 出版 物 の 増 大 に対 応 す る こ とが 急 務 とな って きて い る 。 そ こで 平 成9年1

月、 衆 ・参 両議 院 の 議 院 運 営 委 員 会 の 承 認 を得 て 、 国 立 国会 図 書 館 長 の 諮 問

機 関 と して 、納 本 制 度 調 査 会 が 設 置 され た。 平成9年 よ り審 議 を進 め て き た

が 、 平 成11年2月 に 答 申 を ま とめ 、 国 立 国会 図 書 館 長 に 提 出 した 。 同答 申

の概 略 は 次 の とお りで あ る。

・CD-ROMな ど の 有 形 の 媒 体 に情 報 を 固定 した 「パ ッケ ー ジ 系電 子 出版 物 」

につ い て 、 従 来 の 紙 媒 体 に よ る 出版 物 と同様 に納 本 の 対 象 とす る こ と

・ネ ッ トワー ク を 通 じて 情 報 を送 受 信 す る 「ネ ッ トワ ー ク系 電 子 出版 物 」

は 当 分 の 間 、 納 本 の 対 象 外 と し、 契 約 に よ り選 択 的 に収 集 す る こ と

・著 作 権 者 等 ・発 行 者 と協 議 の上 、 電 子 出 版 物 の利 用 環 境 の 整 備 を 図 る こ

と

今 後 、 平 成12年 度 内 の 納 本 制 度 改 革 の実 施 へ 向 け て 、 国 立 国 会 図 書 館 に

つ い て 必 要 な法 改 正 を 行 う予 定 で あ るが 、 将 来 構 想 に あ る電 子 図 書 館 を含 め

こ う した デ ー タ ベ ー ス に係 わ る 公 的機 関 にお け る 動 き に つ い て も、 デ ー タ ベ

ー ス業 界 に与 え る影 響 を検 討 して い くこ とが 必 要 で あ る と思 わ れ る。

2-2-2-2ユ ー ザ ー の 裾 野(利 用 者 層)の 拡 大

デ ー タベ ー ス 提 供 者 の 売 り上 げ を増 や して い くに は 、 デ ー タ ベ ー ス検 索 の 単

価 を 上 げ て い く方 向 や 新 規 の デ ー タベ ー ス の 追 加 の ほ か に、 利 用 者 層 を拡 大 し

て い く方 向 が 考 え られ る。 多 くの デ ー タベ ー ス 提 供 者 の 方 向性 は い か に 利 用 者

数(利 用 件 数)を 増 や して い くか にあ る とい え る だ ろ う。こ れ は ネ ッ トワー ク社

会 が 未 だ発 展 途 上 に あ る こ とか ら、 す で に利 用 して い る 「顕 在 需 要 」 か ら 「潜

在 需 要 」 を 掘 り起 こ して い くこ とが 重 要 だか らで あ る 。 今 後 の 安 定 した 業 界 の

成 長 を維 持 して い くた め に は 、 ビ ジネ ス ユ ー ス の よ り一 層 の拡 大 と と も に 、 パ

ブ リ ック ユ ー ス や パ ー ソナ ル ユ ー ス の 需 要 を掘 り起 こ して い くこ と が 必 要 で あ

る 。

特 にパ ブ リ ック 的 な 利 用 法 と して 、 学 校 教 育 の 内 容 の 高 度 化 ・多 様 化 を 図 る

た め の デ ー タベ ー ス の 活 用 は た い へ ん 有 効 だ ろ う 。(財)デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン

タ ー で は99年6月 か ら通 産 省 、情 報 処 理 振 興 事 業 協 会 な らび に 国 内 の 主 要 デ ー
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タ ベ ー ス ・プ ロデ ュー サ ー や デ ィ ス トリ ビュ ー タ と協 力 して 「教 育 分 野 にお け

るデ ー タ ベ ー ス 利 用 推 進 事 業 」 を実 施 す る 。 ビ ジ ネ ス 現 場 で 実 際 に 使 わ れ て い

る商 用 デ ー タベ ー ス を無 償 で 利 用 で き る環 境 を提 供 し、 小 中 高 等 教 育 にお け る

情報 活 用 の 促 進 と と も に、 教 育 分 野 に お け る情 報 リテ ラ シー の 向 上 を 目指 す の

が 目的 で あ る。

一 方 、 利 用者 層 を拡 大 して い くた め、 商 用 デ ー タ ベ ー ス の 活 用 能 力(リ テ ラ

シー)向 上 を 目的 と した施 策 ・事 業 も 必 要 とな っ て くる。 そ の 考 え方 か らす る

と、学 校 教 育 の 現 場 に 商 用 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 の 教 育 が 取 り入 れ られ る こ とは 、

将 来 社 会 人 に な っ た 時 に商 用 デ ー タ ベ ー ス を利 用 で き る とい う観 点 か らす れ ば

た いへ ん 有 効 だ ろ う。

【先 進 事 例 】 ニ フテ ィサ ー ブ

パ ー ソ ナ ル ユ ー ス な ど今 後 の 利 用 者 層 の拡 大 を考 え た 場 合 、 一般 向 けの コ ン

テ ン ツ流 通 の 先 進 事 例 と して 注 目 され る の が 、 国 内 最 大 の パ ソ コ ン通 信 会 社 ニ

フテ ィサ ー ブで あ る。.ニ フテ ィ の 実 態 を探 る こ と は 、 デ ー タベ ー ス 利 用 が 一 般

へ と拡 大 して い っ た時 の 一 つ の 参 考 に な る と言 え る 。

(1)会 員 構 成 ・推 移

会 員 数 は 約260万(98年7月 現 在)。 ニ フテ ィ で は ク レジ ッ トカー ドを保 有

して い る人 に会 員 を 限 定 して い る た め 、 会 員 は す べ て18才 以 上 で あ る。 会 員

の 年 齢 構 成 の ピ ー クは25才 か ら35才 で 、こ の層 が5割 近 くを 占 め て い る 。契

約形 態 で 個 人会 員 と法 人会 員 とに分 け る と、個 人 会 員 が 全 体 の4分 の3を 占 め

て い る 。 男性 会 員 が 全 体 の79%を 占め て い る が 、 最 近 は 女 性 会 員 の 伸 び が著

しい 。

(2)ニ フテ ィの 役 割

ニ フテ ィで は 同社 の事 業 を① 「優 良 な コ ンテ ン ツ を有 料 で提 供 」す る こ と②

「豊 富 な 品 揃 え と便 利 さ の バ ー チ ャ ル版 の コ ン ビ ニ 」 と し、 欲 しい 時 に手 軽

に 、 安 く、 そ れ ぞ れ の 人 の ネ ヅ トワ ー ク環 境 に 合 わ せ て どん な 情 報 で も手 に

入 れ る こ と③ 「260万 の コ ミュ ニ テ ィ ・マ ー ケ ッ トで あ る」 と して い る 。

(3)時 間 帯 別 ア クセ ス の推 移

・時 間 帯 別 ア クセ ス 数 の推 移 を み る と、10～11時 、17時 の 時 間 帯 が若 干 、増 え

て い る。 出社 した 時 と帰 宅 す る前 に メ ー ル をチ ェ ヅ ク す る の で は な い か と推

測 され る。 ま た 、夜11時 か ら伸 び て い るが 、 これ はNTTの 定 額 制 の サ ー ビス

の テ レホー ダ イ な どの 影響 で 家 庭 用 が伸 び て い るか らだ ろ う。

(4)情 報 サー ビス に つ い て

① 入 会 理 由

・ニ フ テ ィの 入 会 理 由 を ア ン ケ ー ト調 査 して み る と、「情 報 が 充 実 」、 「デ ー
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夕 べ ー ス を 使 い た い 」 の 両 者 の 理 由 を合 わせ る と15%ぐ らい に な る。 入 会 者

の うち15%が 何 らか の デ ー タ ベ ー ス を使 い た い と い う動 機 で 入 会 して くる 。

② 情 報 サ ー ビス の 売 り上 げ

・ニ フテ ィ全 体 の 売 上 高431億 円 に 占 め る情 報 サ ー ビス の 売 り上 げ は66億

円 で あ る 。 情 報 サ ー ビス の 売 り上 げ の 内訳 は ビジ ネ ス 系 が76%と 多 く、 エ ン

タ ー テ イ ン メ ン ト系 は18%、Web系 は6%と な って い る。Web系 デ ー タ ベ ー

ス の 区 分 の 中 に は個 人 、法 人 ユ ー ザ ー 両 者 が含 まれ て い る が 、HTML系 の も の 、

つ ま りブ ラ ウザ を使 っ て 閲 覧 す る も の をWeb系 と して い る 。

・情 報 サ ー ビス の 売 上 高66億 円 を違 っ た観 点 で み る と、検 索 系 、速 報 系 、Web

系 な ど に 分 け られ る。 検 索 系 は 主 に ニ フテ ィか らゲ ー トウェ イ を介 して 、 他

社 の デ ー タ ベ ー ス に ア クセ ス して い る サ ー ビス 。 比 率 は検 索 系:速 報 系:そ

の他 系:Web系=63:18:13:6と な って お り、 約6割 が 検 索 系 で あ る 。 ニ

フテ ィの デ ー タ ベ ー ス 事 業 の 主体 は ビジ ネ ス 系 で あ り、 検 索 系 で あ る 。

③ 売 り上 げ の 分 布

・会 員 数260万 人 の 中 で 、 法 人 の 数 は25%に 過 さ な い が 、 デ ー タ ベ ー ス の 売

り上 げは 逆 に58%に 達 して い る。 法 人 会 員 で は ビ ジ ネ ス 系 か つ 検 索 系 の コ ン

テ ン ツの 利 用 が 盛 ん で あ る 。

・誰 が 、 い つ 、 どの 商 品 を使 った か とい うPOSデ ー タ か らユ ー ザ ー の利 用 傾 向

を 分 析 して み る と、 法 人 会 員 に つ い て ニ フテ ィの 営 業 日数 と売 り上 げ との 相

関 関 係 の デ ー タ を プ ロ ッ トす る と、 両 者 の 間 に は 相 関 関 係 が あ り、 定 期 的 に

利 用 す る 固定 客 が つ い て い る とい うの が分 か る 。 一 方 、 個 人 会 員 につ い て は

営 業 日数 と売 り上 げ デ ー タ の 相 関 関 係 が な い こ とか ら、 定 期 的 に利 用 す る 固

定 客 が 多 くな い とい う こ とが 分 か る。 さ ら に一 人 あ た りの 月 間 利 用 料 金 に つ

い て み る と、 個 人 会 員 は1人 あ た り4,000円 程 度 な の に対 して 、 法 人 会 員 は

月6,000円 とな って い る 。

④ 今 後 の 売 上 予 測

・97年4月 か ら99年3月 まで の検 索 系 の全 体 的 傾 向 予 測 と して 、 個 人 会 員 の

需 要 は 減 っ て い る が 、 法 人 は そ れ ほ ど低 下 しな い 仮 定 と した 。 検 索 系 に つ い

て 低 下 傾 向 にあ る と した理 由 は イ ン ター ネ ッ トの 検 索 エ ン ジ ン の 方 に ユ ー ザ

ー が 流 れ る か ら と想 定 して い る 。

・速 報 系 は ほ ぼ 横 ば い で 若 干 、 あ が り傾 向 にあ る と した 。 競 馬 情 報 は イ ン ター

ネ ッ ト上 で は 提 供 さ れ て お らず 、 ニ フ テ ィの価 値 が 高 い こ と が 主 な理 由で あ

る。
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⑬

図2-2-1検 索 系 、 速 報 系 の 売 上 動 向予 測

・Web系 の 売 り上 げ だ が98年6月 で3 ,000万 円 を超 え 、 今 年 中 に は1億 円 を

突 破 す る とみ て い る 。Web系 の 割 合 は ま だ 小 さ い が 、 月20%の 率 で 急 激 に伸

びて い る 。

憩9

図2-2-2Web系 の 売 上 動 向 予 測

⑥ イ ン タ ー ネ ッ トシ フ ト

・今 後 に つ い て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト シ フ トは 、 間 違 い な く起 こ る 。 こ う した 状 況

を 生 き抜 く た め に 、 ニ フ テ ィ で は 「Webコ ン テ ン ツ の 開 発 」、 「キ ラ ー コ ン テ

ン ツ の 開 発 」 な ど に 取 り組 ん で い る 。
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(a)Webコ ンテ ン ツ の 開 発

米 国 に お け る テ キ ス トベ ー ス と、 ブ ラ ウザ で の や り取 りの 利 用 状 況 を 区 分

して み る と、ブ ラ ウザ ベ ー ス の利 用 量 が テ キ ス トベ ー ス を上 回 る の が98年12

月 とな っ て い る。 日米 の 時 間 差 が1年 あ る とす れ ば 、99年12月 には 日本 で

も ブ ラ ウ ザ で の や り取 りが テ キス トを 上 回 る。 ニ フ テ ィ で は 、 こ う し た状 況

に 取 り残 され な い よ う に 、 ブ ラ ウザ で や り取 りで き る デ ー タ ベ ー ス を 整 備 し

て い く必 要 が あ る と考 え て い る。 現 在 、 ど こ まで イ ンタ ー ネ ヅ トシ フ トが 進

ん で い る か とい う と、 売 り上 げ で は ま だ 小 さ くデ ー タ ベ ー ス サ ー ビス 全 体 の

6%で しか 、 ブ ラ ウザ で の や り取 りは 行 わ れ て い な い 。 コ ンテ ン ツ数 で も全

体 の 約14%に 過 ぎず 、99年12月 まで に は数 を揃 え る 必 要 が あ る と考 えて い

る 。

(b)キ ラー コ ン テ ン ツ の 開 発

・イ ン ター ネ ッ トシ フ トを 推 進 す る には 、 キ ラー コ ンテ ン ツ が 必 要 だ と考 え て

い る。 そ こで ニ フ テ ィで は 自 らは コ ンテ ン ツ をつ く らず 、 主 に キ ラー コ ン テ

ン ツ を提 供 しう る 企 業 と連 携 し、 キ ラ ー コ ンテ ン ツ を 提 供 して い こ う と考 え

て い る。

⑦ バ ー チ ャル コ ン ビ ニ の 今 後

・ニ フテ ィで は、 優 良 な コ ン テ ン ツ を有 料 で提 供 す る基 本 的 な 考 え は 今 後 と も

堅 持 して い く。 ま た、260万 人会 員 の 課 金 シ ス テ ム が オ ンラ イ ンで つ な が る

と と も に 、700を 超 え る 豊 富 な コ ンテ ン ツ を持 つ 強 み もあ る 。 そ して 、POS

情 報 を フ ル 活 用 した ワ ン ツー ワ ン マー ケ テ ィ ング を推 進 して い くこ と で 、 優

良 な コ ンテ ンヅ を有 料 で 販 売 す る こ とを 強化 して い く計 画 で あ る。

2-2-2-3適 切 な料 金 に よ る発 信

デ ー タ ベ ー ス事 業 者 に と っ て 、 商 用 デ ー タベ ー ス を 提 供 す る に あ た り、 イ ニ

シ ャル コ ス トや 、 継 続 的 な メ ンテ ナ ンス に よ る ラ ンニ ン グ コ ス トの 負 荷 が 大 き

い の が 実 状 で あ る。 今 後 、 ユ ー ザ ー層 を拡 大 して い くた め に は 、 料 金 の低 廉 化

も求 め られ て くる。 そ の た め には 、 情 報 の 効 率 的 な 収 集 ・加 工 体 制 も よ り多 く

求 め られ て くる 。

ま た、 現 在 、 ハ イ パ ー テ キ ス ト構 造 と して 、 情 報 と情 報 を リ ン クづ け す る オ

ー サ リ ング ソ フ トや
、 テ キ ス ト、 画像 、 音 響 な ど の マ ル チ メ デ ィア 情 報 を 構 造

化 す る ツ ー ル も登 場 して い る が 、 今 後 は さ らな る ヅ ー ル の 充 実 に よ る生 産 性 の

向 上 や 情 報 の管 理 の 容 易 性(WWWと デ ー タ ベ ー ス の 連 携)、 バ ック エ ン ド処 理

との 連 携(受 注 、 決 済 、 顧 客 情 報 管 理)な ども必 要 に な っ て こ よ う。

通 信 料 金 の 定 額 制 に つ い て はNTTの テ レ ホー ダ イ やOCN、CATV会 社 な どか ら
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提 供 され て い るが 、 デ ー タベ ー ス 利 用 を促 進 す る に は さ らな る 通 信 料 金 の 低 減

も大 きな課 題 の 一 つ で あ る。

2-2-2-4セ キ ュ リテ ィが 確 保 され た情 報 流 通

市場 は 高 度 情 報 化 の 便 利 さ を求 め て い る が 、 同時 に安 全 性 も求 め て い る。 安

全 で な け れ ば ユ ー ザ ー は 利 用 しよ う と しな い し、 コ ンテ ンヅ供 給 会 社 もサ ー ビ

ス を始 め よ う と しな い 。 オー プ ン な ネ ヅ トワ ー ク で あ る イ ンタ ー ネ ッ トを用 い

た エ レク トロニ ヅク ・コマ ー ス の 分 野 で 現 在 、 最 も大 き な検 討 課 題 と して 取 り

上 げ られ て い るの が 安 全 性(セ キ ュ リテ ィ)の 確 保 で あ る 。 コ ン ピュ ー タで や

り取 りさ れ るす べ て の 情 報 は デ ジ タ ル デ ー タ にな っ て い る訳 だ が、 そ の デ ー タ

を信 頼 させ るた め に欠 か せ な い の が 電 子 認 証 で 、 そ の 中核 を な す技 術 が 暗 号 で

あ る。

表2-2・-1電 子 認 証 の 位 置 付 け

項 目 狙い 内容 対応

本

人

確

認

な りす ま

し防 止

相 手が正 当な取 引相

手 か どうか を確認

ハ。スワート"認 証 、 生 体

(バ イオメトリヅクス)認 証 、

公 開 認 証 証 明 書(電

子 認 証)

情

報

の

保

護

情報 の漏

洩 防止

デー タが無許可 で取

取 されない よ う保 護

デ ー タ暗 号 化

情 報の改

変防止

デ ー タ が 改 変 さ れ て

い な い こ とを保 証

電子署名

情 報の盗

聴 防止

不 当 な ネ ッ トワー ク

ア ク セ ス の 排 除

フ ァ イ ア ウ ォ ー ル

契約

保護

否認防止 後 に取引 内容が否認

される こ とを防止

電子公証

(情 報 セ キ ュ リテ ィ ビ ジ ョ ン策 定 委 員 会 報 告 書 よ り)

電 子 認 証 を実 現 す る には 技 術 的 対 策 を まず 第 一 に考 え る べ き で あ る。 技 術 的

対 策 で は 十 分 で は な い 分 野 に 対 して は 制 度 的 対 策 が 必 要 で あ り、 技術 的 対 策 及

び制 度 的 対 策 で は 必 ず しも 十 分 で な い 分 野 に対 して は広 報 啓 蒙(教 育)対 策 を

打 つ こ とが 必 要 で あ る。 こ の3つ を適 切 に組 み 合 わ せ る こ とが 円 滑 な デ ー タ ベ

ー ス の や り取 りに 求 め られ て くる だ ろ う。
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◇ デ ー タ ベ ー ス を不 正 な くや り取 りす るた め の課 題 と技 術

デ ー タ ベ ー ス を 不 正 な くや り取 りす る た め の 課 題 と技 術 を考 え る に あ た り、

コ ン テ ン ヅ購 入 時 に 起 こ りう る 問題 と、 コ ンテ ン ツ購 入 後 に 起 こ り う る問 題 の

2ケ ー ス に分 け て 考 え て み る。

・ネ ッ トワ ー ク経 由 に よ る コ ンテ ン ツ購 入 時 に起 こ りう る 問 題 と して
、 情 報

の 不 正 入 手 、他 人 のID/パ ス ワー ドな どの 盗 難 ・不 正 流 用 、 内 容 の 改 ざ ん 、

ク レ ジ ッ ト番 号 や コ ンテ ンツ そ の も の を 第 三 者 に盗 み 取 られ る危 険 性 が あ る。

・コ ン テ ン ツ購 入 後 に起 こ りう る問 題 と して
、 そ の コ ンテ ン ツ の コ ピー を取

っ た り編 集 ・加 工 して 再 度 ネ ッ トワー ク で 海賊 版 を販 売 さ れ る危 険 性 が あ る。

こ う した 危 険 性 を考 慮 し、 セ キ ュ リテ ィ 面 で 求 め られ る 主 な 課 題 を整 理 す る。

(1)情 報 の 保 護(情 報 漏 洩 、 盗 聴 、 改 ざん の 防 止)

デ ー タ ベ ー ス 取 引 時 の情 報 の 保 護 と して は 取 引 の 安 全 を守 る に は 情 報 漏 洩 、

盗 聴 、 改 ざ ん の 防 止 を図 る こ とが 必 要 で あ る。
、こ う した 課 題 に対 応 す る に は 暗

号 技 術 が 不 可 欠 で あ る 。 暗 号 技術 は 暗 号 化 とそ の 復 元 に共 通 の 暗 号 鍵 を使 う秘

密 鍵 暗 号 方 式 と、 そ れ ぞ れ 別 の鍵 を使 い そ の うち 一 つ を公 開 す る公 開 鍵 暗 号 方

式 に分 か れ る。 秘 密 鍵 方 式 は 暗 号 化 す る鍵 と復 号 化 す る鍵 が 同 じで あ るの に対

し、 公 開鍵 暗 号 は暗 号 化 す る鍵 は 公 開 して 誰 で も使 え る が 、 複 号 化 で き る鍵 は

当 人 だ け が 知 って い る方 式 で あ る。 デ ー タベ ー ス を デ ー タベ ー ス 提 供 者 サ イ ド

か ら受 け 手 へ と安 全 に 送 る に は お 互 い が秘 密 鍵 を保 有 す るや り方 か 、 秘 密 鍵 と

公 開 鍵 を ミ ック ス す る や り方 が 考 え られ る。秘 密 鍵 と公 開 鍵 は そ れ ぞ れ 長 所 ・

短 所 が あ り、 そ れ ぞ れ の 長 所 を生 か して 暗号 技術 を活 用 して い く こ と が 必 要 で

あ る。

表2-2-2秘 密 鍵 暗 号 方 式 と公 開鍵 暗 号 の 比 較

秘密鍵暗号方式 公開鍵暗号方式

暗号鍵の関係 暗号化鍵=復 号化鍵 暗号化鍵≠復号化鍵

暗号化鍵 秘密 公開

復号化鍵 秘密 秘密

暗号 アル ゴ リズム 秘密 公開 公開

代表例 DES/FEAL RSA暗 号

秘密鍵の配送 必要 不要

暗号化速度 速 い 遅 い

(2)本 人 確 認

現 在 、 ネ ッ トワ ー ク上 に お け る他 人 のID、 パ ス ワ ー ドの 「盗 み 取 り」 や 他

人(架 空 人 物)名 義 のIDや パ ス ワー ド取 得 に よ る 不 正 利 用 が 発 生 して お り、
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こ う した ネ ッ トワー ク上 に お け る不 正 利 用 を 防 止 し、 取 引相 手 が本 人 で あ る こ

との確 認 が 必 要 で あ る。 この 代 表 が公 開 鍵 暗 号 を使 っ た電 子 認 証 で 、 情 報 を 送

る側 は 受 け 手 の 公 開 鍵 で 暗 号 化 して情 報 を送 り、 受 け 手 は 非 公 開 の 秘 密 鍵 を 使

って 情 報 の 中身 を復 元 す る。 ま た 、 自分 を本 人 で あ る と証 明 す る た め 、 信 頼 で

き る第3者 機 関 が 発 行 す る証 明 書 を利 用 す る仕 組 み も求 め られ る 。

(3)情 報 の 改 へ ん 防 止

デ ジ タル の 世 界 で は複 製 が簡 単 な の で 、 海 賊 版 や 不 正 コ ピー の 防 止 が 必 要 で

あ る。 そ こ で デ ジ タ ル コ ンテ ン ヅ の 流 通 に は 「電 子 透 か し」 と呼 ば れ る 技 術 が

欠 か せ な い 。 電 子 透 か しは 暗 号 技 術 を利 用 し、 コ ンテ ン ツの デ ー タ の 中 に 著 作

権 や 所 有 者 の 情 報 を紛 れ 込 ませ て お く技 術 で あ る 。

電 子 透 か しには 紙 幣 の 透 か し と 同様 に 外 か ら見 え る 「可 視 型 」 と利 用 者 に分

か らな い 「不 可 視 型 」 の 二 種 類 が あ り、 現 在 の 主 流 は 、 画 像 の 中 に何 らか の マ

ー ク が入 る可 視 型 の もの で あ る 。`可視 型 で は ソ フ ト(プ ラ グ イ ン)を 使 って 透

か しを除 去 で きる が 、 プ ラ グ イ ン を配 っ て しま っ た後 の コ ピ ー は 防 止 で き な い

とい う問題 点 が あ る。 一 方 、 不 可 視 型 は 、 何 らか の 情 報(配 信 側 のID、 購 買 者

の情 報 等)を コ ンテ ンツ 内 に見 え な い 形 で 入 れ て お く とい う もの 。 コ ピ ー を 防

ぐとい う よ りは 、 不 正 に コ ピ ー され て 流 通 して い る もの を検 出 す る の が 目的 だ

が 、 市 場 に 出 回 っ た もの を ど の よ うに 追 跡 して い くか が 最 大 の 課 題 に な っ て い

る。

表2-2-3電 子 透 か し技 術 の概 要

種類 内容 特徴 効果

可 視 型

(マークス

タンフ。)

配 信 者 情 報 のロコ"

を コンテンツの上 に

重 ね 表 示

・特 殊 ビ ューワで の

み 画 質 を 維 持 し た

ま ま マークを 取 り外

して 表 示 可 能

・フ"ラウサ"な ど の 一

般 的 な ヒ"ユーアで

マーク付 き で 表 示

・コンテンツに対 して 権 利

を 明 示 的 に 主 張
・Web配 信 す る画 像 の

不 正 利 用 を 抑 止
・善 意 の 第3者 に よ る

違 法 行 為 の 防 止

不可視型 配 信 者 のID情 報

をコンテンツ内 に 挿 入

・コンテンツに 視 覚 的

変 化 を 与 え な い
・コンテンツか ら透 か

し情 報 を 取 り除

くこ とが 困 難
・透 か し位 置 を

推 定 しに くい

・コンテンツに 対 して

権 利 主 張 が 可 能
・正 当 な権 利 者

情 報 の 問 合 せ 可

購 入 者 のID番 号

をコンテンツ内 に挿 入
・不 正 コヒ。一した 購 入

者 を 特定 し、

権 利 行 使 が 可 能

出 典:イ メ ー ジ モ ー ル ジ ャ パ ン
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(4)不 正 ア ク セ ス

不 正 ア ク セ ス は コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム な どの 利 用 権 限 を有 す る 者 のID(識

別 符 号)、 パ ス ワ ー ドな ど個 人 を識 別 す る 情 報 を利 用 し、 当 該 個 人 を識 別 す る

情 報 の保 有 者 に な りす ま して 、 無 権 限 で コ ン ピ ュー タ シス テ ム 等 を利 用 す る 行

為 で あ る。 不 正 ア ク セ ス を 防 ぐた め に前 述 した本 人 確 認 な ど の 技 術 や 、 フ ァ イ

ア ー ウ ォー ル な どの 防御 策 が 必 要 とな っ て くる。

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ムの 不 正 ア クセ ス の規 制 に つ い て は 現 在 、 郵 政 省 と警 察

庁 に よ って 法 制 化 が 進 め られ て い る。 他 人 のIDや パ ス ワー ドを勝 手 に使 用 し

た り防御 態 勢 の 穴 を 突 い た り して 企 業 や 官庁 、 大 学 な どの コ ン ピ ュ ー タ 網 に 入

り込 む 行 為 を処 罰 す るの が 主 な 目的 で あ る。 ネ ヅ ト上 の 行 為 は 匿 名性 が 高 く痕

跡 が 残 らな い の が 特 徴 で 、 電 子 商 取 引 が 本 格 化 す れ ば コ ンピ ュ ー タ シ ス テ ム へ

の 不 正 ア ク セ ス が も た らす被 害 は 巨額 に 達 す る。

不 正 ア ク セ ス 対 策 の 法 制 化 に あ た っ て議 論 され て い る の が 、 イ ン タ ー ネ ッ ト

の接 続 業 者 に通 信 記 録 の保 存 を義 務 付 け るか 否 か で あ る。 通 信 記 録(ロ グ)の

3カ 月 間 の 保 存 を 一 律 に 限 る か で あ る が 、 こ れ が通 信 の秘 密 や プ ラ イ バ シー を

侵 害 す る と 言 う も の で あ る 。 義 務 付 け が 直 ち に通 信 の秘 密 や プ ラ イ バ シー を 侵

害 す る も の とは 言 え な い が 、 その 危 険性 が 増 す こ とは否 定 で き な い 。 しか し、

主 要 先 進 国 は詐 欺 や 不 正情 報 作 出 とい っ た犯 罪 行 為 を伴 わ な くて も不 正 ア ク セ

ス だ け で 処 罰 す る法 律 を 制 定 して お り、 日本 が ハ ッカ ー へ の 取 り締 ま りを しな

い と国 内 の コ ン ピ ュ ー タ を 踏 み 台 に して 世 界 全体 の シス テ ムが 狙 わ れ る恐 れ が

あ る こ とか ら も不 正 ア クセ ス を規 制 す る法 律 改 正 が 必 要 とな っ て い る 。 あ わ せ

て 産 業 界 との 連 携 や 、 警 察 当局 もハ イ テ ク犯 罪 へ の 捜査 能 力 の 向 上 も求 め られ

て くる。

2-2-2-5商 用 デ ー タ ベ ー ス の 法 的 保 護

デ ジ タ ル 情 報 の 特 性 は オ リジナ ル と全 く同 じコ ピー が簡 単 に 行 え る こ と、

情 報 の 編 集 ・加 工 が 容 易 で あ る こ と、 ネ ッ トワー ク経 由 で 直 接 、 コ ン テ ン ツ

を ア ク セ ス ま た は 発 信 で き る こ とで あ る 。 そ の た め 、 デ ー タベ ー ス を振 興 す

る視 点 か らみ れ ば 法 制 度 に よ る保 護 が 欠 かせ な い 。

デ ー タ ベ ー ス の 知 的 財 産 権 制 度 に 関 す る最 近 の 動 向 に は2つ の 流 れ が あ る。

第 一 に デ ー タ ベ ー ス の 中 で そ の素 材 とな る情 報 の 選 択 ま た は 体 系 的 な 構 成 に

よ って 創 作 性 を 持 つ も の は 著 作 権 制 度 に よ っ て保 護 され る 。97年 に は96年

12月 の 世 界 知 的 所 有 権 機 関(WIPO)外 交 会 議 で採 択 さ れ たWIPO著 作 権 条 約

お よびWIP.O実 演 ・レ コー ド条 約 に 対 応 す る法 改 正 が 主 要 国 にお い て 進 展 し

た 。
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第 二 に著 作 権 法 に よ る 保 護 の 適 用 とは 独 立 して 、 デ ー タ ベ ー ス の 作 成 に お

いて 実 質 的 投 資 を した 者 に権 利 を与 え る新 た な 保 護 制 度 が 議 論 され て い る 。

この 権 利 は96年3月 に公 布 さ れ た 欧 州 連 合(EU)の 「デ ー タベ ー ス の保 護 に

関 す る指 令 」 で は 「独 自の 権 利(suigenerisright)」 と呼 ば れ て い る。97

年 に は 欧 米 にお い て こ れ に 対 応 す る国 内 法 案 の 審 議 が 進 展 す る の と 並 行 して

WIPOに お い て も議 論 が 開 始 され た 。

EUの デ ィ レク テ ィ ブでinsubstantial(非 実 質 的)な デ ー タ の抽 出 を 制 限

す る 契 約 は 無 効 で あ る と して い る が 、insubstantialな デ ー タ しか 使 え な い

制 限 され た 状 況 にお け る 契 約 条 項 も有 効 で あ る こ と もデ ー タ ベ ー ス 事 業 者 に

とっ て 必 要 で あ る。 つ ま り、 ベ ン ダ ー が 認 め て い るデ ー タ の ア クセ ス の範 囲

をベ ンダ ー が 自 由 に決 め て しか るべ き だ ろ う。 こ れ は契 約 一 般 の 問 題 で も あ

り、 従 っ て 契 約 行 為 の 問 題 と して 捉 え られ る場 合 が 多 い と考 え られ る。

【欧 米 の 判 例 や 施 策 にみ る デ ー タ ベ ー ス 保 護 を 巡 る幾 つ か の 論 点 】

(1)著 作 権 の要 件 と して の 「額 に 汗 」

-WestPublishingCo .とMeadDataCentra1事 件 一

・1980年 代 の 初 め に コ ン ピュ ー タ の プ ロ グ ラ ム保 護 が 議 論 され た 頃 にデ ー

タ ベ ー ス の著 作 権 法 上 の 扱 い も明 確 化 され た 。 デ ー タベ ー ス も従 来 の 紙 媒

体 の 編 集 ・著作 物 と 同様 に 素 材 を選 択 し、 そ の 配 列 を ど う体 系 的 に構 成 す

るか に創 作 性 が あ る点 が 著 作 権 法 上 で 適 当 だ と され た 。

・と こ ろが 、80年 代 後 半 か ら90年 代 初 め にな り、 デ ー タベ ー ス が著 作 権 法

の保 護 の 範 囲 で 適 当 か が 疑 問 視 さ れ る よ うに な っ た 。 そ の 発 端 が1986年 に

起 こ っ たWestPublishingCo.(ウ エ ス ト)とMeadDataCentra1(ミ ー ド)

事 件 だ 。 ウ エ ス ト社 の 判 例 集 は 弁 護 士 が 裁 判所 で 過 去 の 判 例 を 引 用 す る 際

に使 わ れ る 。 弁 護 士 は 判 例 を検 索 した 時 に ウエ ス ト社 の 何 ペ ー ジ に掲 載 さ

れ て い る か を知 る 必 要 が あ る 。 こ う し た 中 で 、 ウ エ ス ト社 の 判 例 集 の 何 ペ

ー ジ を 引 用 した か を記 載 す る業 者 と して ミー ド社 が 現 わ れ 、 同社 はLEXIS-

NEXISと い う判 例 デ ー タ ベ ー ス を 出 して い た。

・ウエ ス ト社 は ミー ド社 の デ ー タ ベ ー ス の ペ ー ジ番 号 を記 述 す る行 為 は 、 ウ

rpス トの 判 例 集 の 著 作 権 を侵 害 す る と 主 張 し、 訴 訟 に な った 。1986年 に 第

8巡 回裁 判所 で 下 さ れ た判 決 に よ ると 、著 作 権 法 上 の オ リジナ リテ ィ とは 、

そ の 著 作 物 をつ くる に あ た り、 どれ だ け の 労 力 が 必 要 だ っ た か が 重 要 だ と

し、 そ の 時 に 「額 に汗 」 と言 う言葉 が で た。 どれ だ け、 「額 に汗 」 して つ く

っ た か が 著 作 権 法 上 の 保 護 とな る オ リ ジ ナ リテ ィ に あ た る 要 素 とな り、 今

回 の 訴 訟 は 著 作 権 侵 害 に あ た る と した 。
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(2)「 額 に 汗 」 の 否 定 、 現 行 の 著 作 権 で は 保 護 さ れ な い

－Feist事 件 一

・ウ エ ス ト社 と ミー ド社 の判 決 に反 す る 事 件 がFeist事 件 で あ る 。1991年 、

FeistPublicationsはRuralTelephoneService社 が 作 成 した 電 話 帳 の 氏

名 、 住 所 、 電 話 番 号 の デ ー タ の利 用 を 交 渉 した が 、Rural社 に 断 られ た た

め 、Feist社 は 無 断 で デ ー タ ベ ー ス を使 って しま っ た 。Rural社 は この 行 為

を著 作 権 侵 害 だ と訴 え たが 、 連 邦 最 高 裁 判 所 の 判 決 は ウエ ス ト社 の 判 決 に

反 す る決 断 を した の で あ る。 「額 に汗 」 は 著作 権 法 上 の 判 断 で は オ リジ ナ リ

テ ィの な い 事 実 を 保 護 す る こ とで 、こ れ は 認 め られ な い とい う も の だ っ た 。

・こ の 事 件 を契 機 に 著 作 権 法 上 で は オ リジ ナ リテ ィは な い が 、 商 業 上 の 利 用

を可 能 に す る の に 多 大 な 投 資 が 必 要 な も の は保 護 され な い 点 が 、 デ ー タ ベ

ー ス 保 護 の 問 題 と して 浮 き上 が っ て くる こ とに な っ た 。

(3)デ ー タ ベ ー ス に 不 正 利 用 ま た は フ リー ラ イ ド と い う 要 件 で 保 護 さ れ る

－NBA－ モ ト ロ ー ラ 事 件 一

・著 作 権 法 で デ ー タ ベ ー ス が 保 護 さ れ る範 囲 に疑 問 が で て きた 中 で 、1997年

1月30日 、NBA(全 米 バ ス ケ ッ トボ ー ル協 会)一 モ トロー ラ事 件 が あ っ た 。

NBAの バ ス ケ ッ トボ ー ル の 試 合 の模 様 を モ トロ ー ラ が 委 託 した サ ー ビ ス 業

者 が テ レ ビ か ら得 た 情 報 を も とに 、 ポ ケ ベ ル に 試 合 の 状 況 を流 す とい うサ

ー ビス を 始 め た 。 プ レ ー ヤ ー が 演 じて い る試 合 は 著 作 権 法 上 、 保 護 さ れ る

か に 対 して 、 裁 判 所 は ス ポ ー ヅ は 人 に 見 せ る こ と を 目的 に 表 現 す る と い う

よ りは 、 試 合 に勝 つ た め に や っ て い る の で あ っ て 、 著 作 権 法 上 の 創 作 活 動

(著 作 物)に は あ た ら な い と した 。 しか し、 試 合 を す る た め に は 、 競 技 場

の利 用 料 や 、 プ レー ヤ ー の 契 約 料 な どチ ー ムの 維 持 とい っ た 多 大 な 投 資 が

必 要 で あ る 。 こ う した 興 行 に フ リー ラ イ ド して 金 銭 を 得 る の は 問題 が あ る

の は事 実 で あ る 。

・不 正 な 利 用 な ど他 人 の 労 力 に フ リー ラ イ ドして 不 正 な利 益 を 得 た 者 に対 し

て は 、差 し止 め で き る 判 例 が 過 去 に あ る 。1900年 初 頭 に ア ソ シ エ イ テ ヅ ド ・

プ レス 社 とア イ エ ヌ エ ス 社 を巡 っ て の 事 件 が そ れ で あ る。 ア ソ シ エ イ テ ッ

ド ・プ レス が 米 国 の 東 海 岸 で 報 道 した 情 報 を西 海 岸 で ア イ エ ヌ エ ス が 報 道

した とい う も の 。 最 高 裁 の 判 決 で は 、最 新 の ニ ュ ー ス を 流 す た め に 多 大 な

投 資 を して い る ア ソ シ エ イ テ ッ ド ・プ レ ス の労 力 に フ リー ラ イ ドす る も の

で あ り、 ア イ エ ヌ エ ス の 行 為 は 権 利 侵 害 に あ た る と い う結 論 が 出 た 。 そ の

最 高 裁 の 判 決 を も と に 各 州 法 で ホ ッ トニ ュ ー ス(最 新 の ニ ュ ー ス)に ブ リ
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一 ラ イ ド して不 正 な利 益 を 得 る の を 禁 止 す る よ う に 決 め られ た 。 そ の 中 で

重 要 な の は 「競 業 」 で あ り、 投 資 を した 人 の 商 業 上 の 利 益 を 害 す る 行 為 は

い け ない とい う こ とで あ る 。

・NBA－ モ トロー ラ事 件 でmisappropriation(不 正 利 用)要 件 を満 た す の で

あ れ ば モ トロー ラの 行 為 はNBAの 興 行 活 動 を阻 害 す る もの で 、 そ れ は 権 利

侵 害 の 差 し とめ 対 象 に な る と認 め て い る。 そ れ を 前 提 と した 上 で 、 本 件 で

は テ レ ビ番 組 と い うパ ブ リ ッ ク な 情 報 を得 て い る こ と、 ポ ケ ベ ル の 情 報 提

供 サ ー ビス はNBAの 興 行 とは 必 ず し も競 合 す る もの で は な い とい う点 が 、

商 業 上 の 損害 を与 え る 要 件 を満 た して い ない と、い う こ と に な っ た。ま た、NBA

で も 同様 な ポ ケ ベ ル の サ ー ビス を 予 定 して い る と主 張 し た が 、 モ トロー ラ

社 の サー ビス は 不 正 に情 報 を 得 て 利 用 して い る 訳 で は な い と さ れ結 局 、NBA

側 の 主張 が 認 め られ ず に モ トロ ー ラ側 が 勝 訴 した 。

・今 回 の 事 件 は 「競 業 」 と い う要 件 が 満 た され 、 商 業 的 な 損 害 を 与 え、 しか

も対 象 とな る情 報 と い う も の が ホ ッ トニ ュ ー ス と い う経 済 的 な 価 値 の あ る

も の な らば 、 差 し止 め 損 害 賠 償 が 認 め られ る と言 っ た 点 で 重 要 な 判 決 で あ

る 。 これ は デ ー タベ ー ス の 保 護 に もつ な が っ て く る。Feist事 件 の よ うな

多 大 な 投 資 を して 、 様 々 な 人 の住 所 、 氏 名 、 電 話 番 号 な ど の 情 報 を コ ピー

す る こ と に対 して 、 ど う対 処 す る か 。 一 つ の 考 え 方 と して は 著 作 権 法 上 の

枠(オ リジ ナ リテ ィの 範 囲)を 広 げ る とい うや り方 もあ る が 、Feist事 件 で

取 り上 げ た よ う に、 不 正 競 争 の 観 点 か ら、 問 題 に な る場 合 も あ る。 ま た 著

作 権 の 保 護 の範 囲 を不 正 競 争 とい う観 点 で 広 げ た りす れ ば 、 著 作 権 法 上 の

思 想 と して い る ア イ デ ア の 共 有 と い う基 本 原 則 が 歪 ん だ も の に な っ て しま

う可 能性 に も注 意 す る必 要 が あ る 。

(4)独 占 的 支 配 に 対 す るデ ー タ ベ ー ス の 合 理 的 か つ 非 差 別 的 な ラ イ セ ン ス の

供 与

一 マ ジー ル 事 件 一

・この ウエ ス ト事 件 で もstarpagenation(ペ ー ジ 記 述 番 号)の よ うな 情 報 は

ウエ ス ト社 に しか な い 情 報 で 、 も し こ れ が 独 占 さ れ る と他 の デ ー タ ベ ー ス

の ベ ン ダ ー はユ ー ザ に 魅 力 的 な デ ー タ を 提 供 で き な い 。 著 作 権 法 の 著 作 要

件 を 緩 和 した場 合 、情 報 の 独 占 とい っ た 問題 が で て くる と指 摘 さ れ て い る。

・著 作 権 法 上 の保 護 と独 禁 法 の 関係 で 問 題 に な っ た 事 例 と して 、 欧 州 の マ ジ

ー ル 事 件 が あ る。 こ れ まで 個 別 の テ レ ビ局 か ら しか 出 版 され て い な か っ た

テ レ ビ番 組 ガ イ ドを 、 マ ジ ー ル 社 は す べ て の テ レ ビ局 を 網 羅 した 週 間 テ レ

ビ番 組 ガ イ ドを 出版 した 。 これ に 対 して 、BBC、RTE(ア イ ル ラ ン ド放 送 協 会)
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な ど3つ の テ レ ビ局 は 著 作 権 に基 づ く、 差 し止 め 命 令 を 国 内 の 裁 判 所 か ら

得 た た め 、 マ ジ ー ル 社 は番 組 ガ イ ドの 出版 を妨 げ られ た 。 しか しEC委 員 会

は3つ の テ レ ビ局 に 対 して 、 第 三 者 か ら要 請 が あ れ ば 合 理 的 か つ 非 差 別 的

な 条 件 で 著 作 権 の ラ イ セ ン ス を行 う よ う に命 じた 。 テ レ ビ局 が 自分 の 系 列

の 会 社 以 外 に番 組 編 成 のデ ー タ を 流 さ な い こ とは 、ECの 競 争 法 上 の 支 配 的

地 位 の 乱 用 に あ た り、 独 占 的 市 場 を支 配 す る こ と に つ な が る とい う見 方 で

あ る 。 番 組 表 に 著 作 権 が あ る とい う の が 、 お か しい の で は な い か とい う意

見 も強 い 。

(5)イ ンタ ー ネ ッ トの リン ク を巡 る著 作 権 問 題

① シ ェ ッ トラ ン ドニ ュー ス と シ ェ ッ トラ ン ドタ イ ム ス の 事 件

・イ ン タ ー ネ ヅ ト上 の 不 正 競 争 の 事 例 と してあ げ られ る の が シ ェ ッ トラ ン

ドニ ュ ー ス と シ ェ ッ トラ ン ドタ イ ム ス の 事 件 。 同 一 地 域 で 競 合 して い る

2つ の 新 聞 社 が イ ン タ ー ネ ッ ト上 で 自社 の ホ ー ム ペ ー ジ を つ くっ て 、 記

事 情 報 を 提 供 し て い た 。 シ ェ ッ トラ ン ドニ ュ ー ス は 自社 の ホ ー ム ペ ー ジ

に シ ェ ヅ トラ ン ドタ イ ム ス の 記 事 に直 接 リ ン ク を 貼 る こ とで 他 社 の 記 事

を利 用 して い た 。 リ ン ク を 貼 る こ とで 公 衆 に 情 報 を 送 信 して い る の で は

な い か とい う こ とで 著 作 権 侵 害 を して い る と し、96年10月24日 に裁 判

所 が 暫 定 的 な 差 し止 め 命 令 を認 め た 。

② トー タル ニ ュ ー ス社 の 事 件

・同 様 な イ ンタ ー ネ ッ トの リ ン ク事 件 が 別 に あ る 。 米 国 の トー タ ル ニ ュー

ス社 が様 々 な 会 社 の 記 事 に リン ク を 張 るサ イ トを つ くっ て い た 。CNNや ワ

シ ン トン ニ ュ ー ス 社 の ニ ュ ー ス を み た い 場合 に は トー タ ル ニ ュ ー ス 社 の

ホ ー ムペ ー ジ の ボ タ ン を ク リ ック す る と、 画 面 中 央 に ニ ュ ー ス が 表 示 さ

れ て 、 ま わ りに広 告 な どが つ くも の を 提 供 して い た 。 広 告 とCNNの 記 事

が 一 緒 に デ ィス プ レー に 表 示 され る こ とに よ っ てCNNは 自分 が 意 図 しな

い 広 告 と 一 緒 に 自分 の コ ン テ ン ツ が 視 聴 者 に み られ る とい う状 況 に な っ

た 。

・97年2月20日 にCNNや ワ シ ン トンニ ュー ス は トー タ ル ニ ュ ー ス 社 を訴

え て 、 トー タ ル ニ ュ ー ス社 は 訴 訟 に 耐 え られ な い と い う こ とで 、 和 解 を

した 。 そ して 、 リン ク は 張 っ て い る が 、 画面 全 部 がCNNな ど 別 の会 社 の

画 面 に な り、 完 全 に ジ ャ ン プ す る よ う に した。
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(6)EUの 独 自 の 法 制

－suigenerisright－

・96年3月11日 にで きたEUの デ ィ レ ク テ ィ ブ(指 令)の 中 に、suigeneris

rightが あ る 。 こ の 特 徴 は 、 著 作 権 上 保 護 さ れ な い も の で あ っ て も、 保 護

を認 め る と い う点 に あ る 。suigenerisrightは デ ー タ ベ ー ス の 量 ・質 的

にsubstantial(実 質 的)な 部 分 を 抽 出 し、 再 利 用 させ な い よ う に す る 権

利 で あ り、 原 則 と して15年 とい う期 間 が 保 護 され る こ と に な っ て い る。 し

か し実 際 の とこ ろsuigenerisrightに よ るデ ー タ ベ ー ス が 保 護 の 枠 組 み

は よ く分 か らな い の が現 状 で あ る。

・も う一 つ の 問 題 は デ ー タ ベ ー ス の デ ィ レク テ ィブ には 、 様 々 な契 約 上 の 条

項 の 有 効 性 に 関 す る 規 定 が あ る 。 デ ー タ ベ ー ス の ベ ンダ ー側 で 決 め た デ ー

タベ ー ス の 利 用 に 関 す る 契 約 が デ ィ レク テ ィ ブ に よ って 無 効 だ とさ れ る 可

能 性 が あ る 。 ま た、 ノ ー マ ル ユ ー ス の 制 限 も無 効 だ とい う規 定 も あ る 。 契

約 条 件 に よ っ て は あ る特 殊 な 利 用 形 態 だ け 認 め る こ とは 有 り う る の で 、 契

約 条 項 の 有 効 性 を 否 定 す る よ う な 規 定 が 入 る の は 問 題 だ ろ う 。 ま た 、

insubstantia1な 抽 象 に っ い て は 契 約 条 項 で 制 限 で き な い 規 定 が 入 っ て い

る 。デ ー タベ ー ス の ベ ンダ ー が い ろ ん な 契 約 条 項 を 整備 す る こ とに よ って 、

取 引 を 適 正 化 して い た 環 境 に 、 悪 影 響 を及 ぼ さ な い か が 問題 点 と して 挙 げ

られ る。

(7)契 約 に よ る 保 護 の 問 題

－ProCD事 件 一

・デ ー タ ベ ー ス の 契 約 上 の 保 護 問 題 の 大 き な 事 件 と して 、ProCD事 件 が あ る。

ProCD社 は公 に入 手 可能 な 個 人 企 業 の 電 話 番 号 デ ー タ を 入 手 し、 数 枚 のCD-

ROMに 収 録 した セ レク トフ ォ ン とい う商 品 を提 供 して い た 。被 告Zeidenberg

(個 人)はProCDの 電 話 帳CD-ROMを 購 入 し、 電 話 番 号 デ ー タ を取 り出 し、

自 ら 開発 した 検 索 ソ フ トを 付 加 して 、 イ ン タ ー ネ ッ トのWebで 公 開 した。

ProCD社 はFeist事 件 の 判 例 か らZeidenbergの 著 作 権 侵 害 が 認 め られ

るの は難 しい と考 え た 。そ こでProCD社 のCD-ROMパ ヅケ ー ジに は ユ ー ザ ー ・

ライ セ ン ス ・ア グ リー メ ン トお よ び 動 作 時 の画 面 に 第 三 者 へ の デ ー タ の頒

布 を 禁 ず る 契 約 条 項 が提 示 され て い た 。 こ れ は 一 つ の端 末 で しか 利 用 で き

な い 契 約 な の で 、Webで 他 の 人 に 提 供 して は い け な い と い う こ と か ら、 被

告Zeidenbergは 契 約 違 反 を して い る とい う こ とで 訴 え た。

・こ れ に対 して 、 被 告 側 は パ ッケ ー ジ は 物 で あ り、 物 を 買 って き た 時 に は す
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で に取 引 が 完 結 して い る 。 だ か ら箱 を あ け る時 に 契 約 が記 載 さ れ て い た と

して も、 契 約 が 終 わ っ た後 の話 で あ っ て 、 契 約 が 後 に な っ て 成 立 す る と い

う こ とは あ りえ な い と主 張 した。 第 一 審 で は被 告 側 の 主 張 を 認 め て 、 契 約

が 成 立 して お ら ず 、 著 作 権 法 上 保 護 の 対 象 に な らな い と し、 電 話 帳 を 無 料

で 使 う こ と を 認 め た 。 しか し、 第 二 審 で は 第 一 審 とは 異 な る 判 決 が 下 され

た。判 決 で は パ ヅケ ー ジ をあ け た時 に初 め て 契 約 条 項 を み た と して もProCD

社 の 商 品 が 気 に い らな け れ ば、 返 金 で き る よ う に な って い る こ と か ら、 ユ

ー ザ ー は 選 択 の 機 会 を 与 え て い る と し、 契 約 条 項 が 有 効 に成 立 す る と 判 断

した。

・しか し同 判 決 で も 契 約 条 項 が 非 常 に不 合 理 な も の の 場 合 、 問 題 が あ る と し

て い る。 契 約 法 に よ っ て新 た な 知 的 所 有 権 が 、 作 り出 さ れ な い か とい う批

判 で あ る 。 契 約 の 適 正 化 を 図 る こ とは 重 要 な 問 題 だ と言 え る 。 ま た 、 現 在

は暗 号 化 の 技 術 が か な り進 ん で きて い る 訳 で 、 暗 号 化 され た 商 品 を 売 る 際

に厳 しい 条 件 を つ け れ ば 著 作 権 や 知 的 所 有 権 に よ らず に、 そ れ に 近 い よ う

な特 権 的 な権 利 を 与 え る こ と も可 能 に な りつ つ あ る の も注 意 す る 必 要 が あ

る。

以 上 み て きた よ う に 、 情 報 化 の進 展 で デ ー タ ベ ー ス が ど う保 護 され るか の

議 論 が活 発 化 して きて い る 。98年 の11月2日 か ら11月10日 までWIPOの 著

作 権 常設 委 員会 の 会 合 が 開 か れ た際 にEUは 、suigenerisrightと い う 方 向

の 保 護 で 進 む こ と を 明 らか に した。 欧 州 の 場 合 は 、 著 作 権 法 や 不 正 競 争 防 止

法 的 な 法 律 が 各 国 バ ラバ ラ で あ る た め 、 デ ィ レ ク テ ィブ の よ うな 新 しい 法 律

の 形 で な い と調 和 が 取 れ な い 問題 が あ る か らで あ る 。 す で に ドイ ヅ、 イ ギ リ

ス は 国 内 法 が 整 備 さ れ て い る。 米 国 は98年10月 に デ ジ タル ミ レ ミア ム 法 と

い う著 作 権 法 の 改 正 法 が 通 過 した 時 に あ わ せ て 、 デ ー タ ベ ー ス の 保 護 を 不 正

競 争 法 的 な観 点 か ら確 保 しよ う とい う法 律 が盛 り込 ま れ るは ず だ っ た が 、 そ

れ が盛 り込 まれ な い こ とに な っ た 。 早期 に 同様 な 法 案 を議 会 に 提 案 す る 予 定

で あ る と い う。 日本 で は 産 業 構 造 審 議 会 と著 作 権 審 議 会 で検 討 が 進 ん で い る

状 況 で 方 向 性 は 必 ず し もつ ま って い な い 。

日本 で は著 作 隣 接 権 的 な 保 護 をつ くろ う とい う 意 見 も あ る よ う だ が 、 い ず

れ に して も デ ー タ ベ ー ス 開 発 には 多 大 な投 資 が 必 要 で あ り、 そ の投 資 が 守 ら

れ な い こ とに は デ ー タベ ー ス の開 発 の イ ンセ ンテ ィ ブ も働 か ず 、 開 発 意 欲 が

薄 れ 、 デ ー タ ベ ー ス 産 業 の 発 展 を阻 害 す る 可能 性 が 高 くな る こ とか ら、 現 行

の 著 作 権 を補 う形 で 何 らか の デ ー タベ ー ス保 護 の 枠 組 み も必 要 に な っ て くる

と思 わ れ る。

ま た 現 在 、 著 作 権 法 で 保 護 され な いデ ー タ ベ ー ス の 法 的保 護 を議 論 す る場
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合 、 そ も そ も著 作 権 法 で 保 護 され るデ ー タベ ー ス の 定 義 が 明 確 とな っ て い な

い と い う 問題 が あ る 。 著 作 権 法 で は保 護 の 対 象 に な る デ ー タ ベ ー ス は 「素 材

の 選 択 ま たは 配 列 に創 作 性 を 有 す る も の 」 と定 義 さ れ て い る が 、「素 材 」 を

「ど う選 択 」 し、 「ど う配 列 す るか 」 で 、 創 作 性 の 判 断 基 準 で あ る 「選 択 」

と 「配 列 」 が な い 「素 材 」 は 著 作 権 法 で は 保 護 さ れ な い こ とに な る。 デ ー タ

ベ ー ス を 構 成 す る 「素 材 」 が 著 作 権 法 で 保 護 さ れ な い よ う な 場 合 、 「素 材 」

へ の 投 資 に対 す る保 護 を行 う必 要 もあ る と思 わ れ る。デ ー タ を 複 数 の 素材(ア

イ テ ム)に よ っ て構 成 さ れ た もの とす れ ば 、 素 材(ア イ テ ム)の 収 集 そ の も

の に 実 質 的 な投 資 が 伴 って い る か で 「実 質 的 な 部 分 」 の 判 断 も明 確 に な っ て

くる だ ろ う。 例 え ば 、 素 材(ア イ テ ム)が 単 に数 値 で あ っ て も、 そ の数 値 を

導 き出 す た めや 入 手 す る た め に 多 大 な 投 資 を して い る デ ー タ ベ ー ス も 多数 存

在 す る。 デ ー タベ ー ス 全 体 か らみ て 、 ご く一 部 の 素 材(ア イ テ ム)が 無 許 諾

で 使 用 され た と して も 、 そ の 素 材(ア イ テ ム)が そ の デ ー タ を 構 成 す る重 要

な部 分 で あ って 、 そ の 収 集 に 実 質 的 な 投 資 が伴 っ て い る 素 材(ア イ テ ム)で

あ る か が 質 的 ・量 的 な 判 断 基 準 とな っ て くる と考 え られ る。

これ まで 商 用 デ ー タ ベ ー ス が ター ゲ ッ トとす る顧 客 は 限 られ た ユ ー ザ ー で

あ っ た。 しか し、 イ ン タ ー ネ ッ トの普 及 に よ っ て 誰 で も が ア ク セ ス が 可 能 な

環 境 が到 来 しつ つ あ り、 今 後 裾 野 の広 が っ た顧 客 層 を タ ー ゲ ッ トと し、 事 業

を展 開 して い く必 要 が あ る こ とか ら、こ う した 法 的 整 備 が 急 務 とな って い る 。

2-2-2-6ネ ッ トワ ー ク上 に お け る効 率 的 な取 引 の 実 現

従 来 の 商 取 引 を簡 略 化 す る と 「引 き合 い 一 交 渉 一 契 約 一 配 送 一 決 済 」 とい う

ビ ジネ ス プ ロセ ス を 通 して 行 う。 しか し、 デ ジ タ ル 情 報 化 社 会 で 一 般 化 す る だ

ろ うエ レ ク トロニ ッ ク ・コ マ ー ス で は コ ス トを最 小 限 に す る 方 向で 効 率 的 で 合

理 的 な 取 引 方法 が実 現 され て い く。

商 取 引 を行 う場 合 は 通 常 、

・直 接 、 間 接 で の 取 引 意 志 の 交 換(商 品 と相 手 の 選 択)、 取 引 決 定 の た め の

交 渉 、 お よび 価 格 所 有 権 移 転 方 法 の 決 定 、 そ して 取 引 実 行 の 事 後 の 確 認 な

どが 発 生 す る(南 流)。

・次 に商 法 に あ る所 有 権 移 転 の 取 り決 め に従 い 、 購 入 対 価(お 金)が 当 事 者

間 で 動 く(金 流)。

・商 品 も一 般 的 に は 物 理 的 に 当 事 者 間 を移 動 す る(物 流) 。 物 流 に は 輸 送 と

在庫 管 理 が とも な う。

・そ して 、 こ れ ら南 流 、 金 流 、 物 流 そ れ ぞ れ に 関 す る指 示 や 、 そ の状 況 お よ
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び結果 を把握 す るため の情 報 の流れが存在 する(情 流)。

こ う した 商 取 引 が エ レ ク トロ ニ ヅク ・コマ ー ス に よ っ て 、

・金 流 の 分 野 で は 、 支 払 い の 指 示(口 座 引 き落 と し等)な どが 直 接 、 消 費 者

のパ ソ コ ン か ら可 能 に な る だ け で な く、 電 子 マ ネ ー の 出 現 で 企 業 ・消 費 者

間 で ネ ッ トワー ク を介 した 直 接 の決 済(送 金)が 可 能 に な る 。

・物 流 の 分 野 で は 、 商 品 が チ ケ ッ トや デ ジ タ ル コ ンテ ンツ な どの い わ ゆ る権

利 化 商 品 の 場 合 、 消 費 者 は ネ ヅ トワー ク を通 して 、 そ れ らの 商 品 を 直 接 、

手 に入 れ られ る よ う に な る。

・ま た、 商 品 の 受 発 注 が そ の ま ま、 在 庫 管 理 、 運 送 指 示 、 請 求 書 発 送 、 資金

回 収 、 キ ャ ッ シ ュ ・マ ネ ジ メ ン ト、 資 産 決 済 等 が ネ ッ トワー ク で つ な が っ

て くる 。

エ レ ク トロニ ッ ク ・コ マ ー ス の 最大 の 特徴 は 南 流 、 金 流 、 物 流 とい う商 取 引

そ れ ぞ れ の 要 素 を 電 子 的 ネ ッ トワ ー ク上 の 情 報 の 流 れ で あ る 情 流 を効 率 的 に統

合 しつ つ 、 情 流 そ の も の に 新 た な 機 能 を創 出 して い くこ と に あ る。

商 行 為 の流 れ

南 流

売 り手一一叫 〉 ぐ一 一 一買 い 手

↓÷ 二↑
情流一

図2-2--3エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・ コ マ ー ス の イ メ ー ジ

金 流 に つ い て は 郵 便 振 替 、 銀 行 振 込 、 代 金 引 き替 え な ど安 全 が確 保 され た 方

法 で 実 現 可 能 で あ る が 、 「効 率 性 」 と い う も の を 考 え る と電 子 決 済 が 求 め られ

て くる。 電 子決 済 は 注 文 だ け で な く、 支 払 い もイ ン タ ー ネ ヅ トで済 ませ て しま

お う とい う もの だ が 、 業 者 は 代 金 回 収 の 手 間 が か か らな い し、 利 用 者 は 銀 行 に

振 り込 み に い っ た り しな くて い い 。 だ が 、 セ キ ュ リテ ィ面 で 不 安 が あ り、 現 在

の 電 子 決 済 の利 用 比 率 は 小 さ い 。 ク レ ジ ッ ト番 号 を 暗 号 化 して ネ ッ ト上 に送 信

す る方 法 もあ る が 、 最 近 で は カ ー ド番 号 の よ うな 個 人 情 報 は 最 初 の 登 録 の 時 だ
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け流 し、 買 物 時 は 暗 証 番 号 や パ ス ワー ドの送 信 で 自動 的 に決 済 で き る方 式 も登

場 して い る。

さ らに効 率 性 を追 求 して い くと電 子 マ ネ ー が 求 め られ て くる 。 電 子 マ ネ ー は

ICカ ー ド型 の も の と物 理 的 な カ ー ドを使 わ な い ネ ヅ トワ ー ク 型 の も の とが あ

るが 、 イ ンター ネ ッ トで 重 要 とな る の は ネ ヅ トワー ク型 で あ る。 欧 米 で は サ イ

バ ー コイ ン(サ イバ ー キ ャ ッ シ ュ社)が 実 用 化 さ れ て い るが 日本 で は こ れ か ら

で あ る。 しか し97年 に は メー カー 連 合 に よ るSEC方 式(銀 行 取 引 に対 応 した

決 済 方 式)、NTTグ ル ー プ に よ る ス ー パ ー キ ャ シ ュ な ど幾 つ か の実 用 化 実 験 が

行 わ れ た 。

デ ー タ ベ ー ス や 電 子 出版 な どデ ジ タル コ ンテ ン ヅの 分 野 で は 特 に電 子 マ ネ ー

の利 用 が 強 く要 望 さ れ て い る 。 これ は ネ ッ ト上 で デ ジ タ ル コ ンテ ン ツ の 受 け 渡

し時 に 、 課 金 を簡 単 に行 い た い と い う要 望 が 強 い か らで 、 ま た ペ ー ジ毎 の 課 金

な ど単価 が 小 さ い マ イ ク ロペ イ メ ン トな ど に電 子 マ ネ ー は 大 変 有 効 だ か らで あ

る。

2-2-2-7ユ ー ザ ー の ニ ー ズ に 合 致 し た 情 報 形 態

テ キス トや数 値 デ ー タ の み な らず 、 今 後 音 声 や 画 像(静 止 画 、 動 画)な どの

ニ ー ズ が 拡 大 して い くだ ろ う。 画 像 を 中心 と したデ ー タ ベ ー ス を提 供 しよ う と

いう 一 つ の新 しい 動 き と して デ ジ タ ル ・アー カ イ ブ が あ る 。

◇デ ジ タ ル ・ア ー カ イ ブ構 想

・イ ン ター ネ ッ トの 普 及 と衛 星 放 送 が 相 ま っ て 、 マ ル チ メ デ ィア社 会 が 到 来

しつ つ あ る 中 で 、 コ ンテ ン ツ 不足 が 叫 ば れ て い る。 こ う した状 況 の 中、 提

唱 され たデ ジ タル ・ア ー カ イ ブ構 想 とは 「有 形 無 形 の 文 化 遺 産 を デ ジ タ ル

情 報 の形 で 記 録 し、 そ の 情 報 を デ ー タベ ー ス 化 して 保 管 し、 随 時 閲 覧 ・鑑

賞 、 情 報 ネ ッ トワ ー ク を利 用 して 情 報 発 信 す る 」 とい う も の だ 。 コ ンテ ン

ツ を 取得 す る た め に 高 い 資 金 を投 入 して 、 コ ンテ ン ヅの 囲 い 込 み に走 って

しま って い る問 題 点 が 挙 げ られ る が、 現 在 リー ズ ナ ブル に コ ンテ ン ツ を提

供 で きる仕 組 み の構 築 が 一 つ の 課 題 とな っ て い る 。

(1)日 米 欧 の 状 況

① 米 国 の 状 況

・デ ジタ ル アー カ イ ブ に つ い て 米 国 で は 議 会 図 書 館 が600万 ドル の 予 算 を投 入

し て デ ジ タ ル 化 を 推 進 中 で あ る が 、 米 国 で 最 も 有 名 な の が 、Corbis
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Corporation。 同社 は89年 に マ イ ク ロ ソ フ トの ビル ・ゲ イ ツが 設 立 した デ ジ

タ ル ・コ ンテ ン ツ を 提 供 す る戦 略 企 業 で500以 上 の 様 々 な リソ ー ス か ら、 す

で に2300万 点 の 画 像 を保 有 して お り、 そ の 内130万 点 は デ ジ タ ル化 済 み で

検 索 ・購 入 で き る よ う に な っ て い る。 画 像 の 中核 を な して い る の は、 ニ ュー

ヨ ー ク の 名 門 フ ォ トエ ー ジ ェ ン シー の べ ヅ トマ ン ア ー カ イ ブ の もの で 、 そ の

他 、 デ トロイ ト美 術 館 、 オ ン タ リオ 美 術 館 、 フ ィ ラ デ ル フ ィア 美 術 館 な ど か

ら もデ ジ タ ル化 権 を 手 に入 れ て い る。 一 時 は そ の 強 引 な 買 い 方 か らデ ジ タル

化 権 独 占 の批 判 も 受 け た が、 現 在 で は 、 美術 館 の 方 に も途 中 で 契 約 を 破 棄 す

る権 利 を持 たせ 、 きち ん と した法 務 処 理 を行 っ た上 で 契 約 を 行 って い る。 ま

た 文 化 ・ア ー トの 画像 は な か な か ビ ジネ ス につ な が らな い こ と も あ っ て 、98

年 か らは 商業 写 真 の 扱 って い る会 社 を3社 買 収 して 商 業 写 真 の 分 野 に 力 を入

れ て い る 。

(2)EUの 状 況

・デ ジ タ ル ・ア ー カ イ ブ を 研 究 し て い るEUレ ベ ル の 委 員 会 で は 、 特 に コ ー ビ

ス の 登 場 以 来 、 米 国 の 文 化 的 侵 略 に 対 抗 し よ う と い う 気 運 が 高 ま っ て い る 。

国 が デ ー タ ベ ー ス を 構 築 す る と い う 動 き も あ る が 、特 に 注 目 し た い の は 、個 々

の フ ォ ト ・エ ー ジ ェ ン シ ー が デ ー タ ベ ー ス の 構 築 に 地 道 な 取 り組 み 始 め て い

て 、 そ れ を 相 互 に ネ ッ トワ ー ク し て い く動 き で あ る 。MuseumonLineやArt

Waveは そ の 一 例 で あ る 。

(3)日 本 の 状 況

・日本 で は デ ジ タ ル ・ア ー カ イ ブ推 進 協 議 会 が96年4月 に発 足 して、 産 官 学

共 同 プ ロ ジ ェ ク ト と して 積 極 的 な活 動 を 行 って い る 。.石 川 新 情 報 書 府 で は 、

九 谷 焼 な ど の石 川 県 の 郷 土 資 産 を デ ー タ ベ ー ス 化 し、 ネ ッ トワー ク上 で 見 ら

れ る よ う に な っ て い る 。 東 京 国 立 博 物館 は 、20万 点 の デ ジ タ ル 化 を 推 進 し

て お り、 すで に4万 点 が デ ジ タル 化 済 み で 、 そ の 内2万 点 は ネ ヅ トワ ー クで

閲 覧 可能 で あ る 。 さ ら に文 化 庁 と共 同 して 、 一 つ の 窓 口 か ら複 数 の 博 物館 の

サ ー バ を 検 索 で き る よ うな シ ス テ ム を構 築 す る文 化 財 情 報 フ ォー ラ ム を推 進

中 で あ る 。 ま た、 東 京 大 学 で もデ ジ タ ル ・ミュ ー ジ ア ム と して600万 点 の デ

ジ タル 化 が 進 行 して い る。

【日本 に お け る先 進 事 例 】 イ メ ー ジ モ ー ル ジ ャパ ン

民 間 企 業 が デ ジ タ ル ・ア ー カ イ ブ に取 り組 ん で い る 先 進 事 例 と して 注 目さ れ

る の が 、 イ メー ジモ ー ル ジ ャパ ン で あ る 。 次 に 同社 の 事 業 の 概 要 を述 べ る 。
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(1)会 社 概 要 と事 業 の 狙 い

・イ メー ジ モ ー ル ジ ャパ ン は 主 に画 像 の コ ン テ ン ツ を 扱 うこ とを 目 的 に
、 凸

版 印 刷 、 日立 製 作 所 、 朝 日新 聞社 の 三 社 合 弁 企 業(出 資 比率:凸 版51% 、

日立44%、 朝 日5%)に よ っ て98年10月 に発 足 した。EP刷 会 社 で あ る 凸

版 印 刷 が こ う した 事 業 に乗 り出 した の は 、 も と も とコ ンテ ン ツ領 域 と は 密

接 な 結 び つ きが あ っ た の に 加 え て 、 デ ジ タ ル ・ア ー カ イ ブが 、 マ ル チ メ デ

ィア 時 代 を担 う社 会 イ ン フ ラ に な る と考 え た た め で あ る 。加 え て 日 立 の 持

つ情 報 処 理 技 術 、 朝 日新 聞 社 の コ ンテ ン ヅ な ど の 力 を 結 集 し事 業 を展 開 し

よ う と して い る 。

表2-2-4主 な3社 の 役 割 分 担

凸版印刷 繍 関許 業者(新 蹴 出版社、広告代醜 企業の広報.宣 伝.販 促部門)と の関

わ りによるコ ンテ ンヅ収集、デ ジタル加工、制作、製造、販売等 ・

日立製作所 システ ム技術開発力(ネ ッ トワー ク、データベース、セキ ュ リテ ィ、高精細静止画 シス
テム 、三次元生成 ソフ ト、衛星通信)に よる支援

朝日新聞社 総合情報産業 としての編集 ・制作 ノウハ ウ、メデ ィア事業実績、編集資産

(コ ンテ ンツ)の 二次利 用などによる支援

・イ メ ー ジモ ー ル ジ ャパ ン は 日本 にお け る(民 間 ベ ー ス の)初 の 本 格 的 な デ

ジ タ ル ・ア ー カ イ ブ の 構 築 を 目指 して お り、 世 界 中 の 同様 な機 関 と ネ ッ ト

ワー ク を作 りな が らマ ル チ メ デ ィ ア ・コ ンテ ン ツ を提 供 して い く考 え で あ

る。 社 名 に 「ジ ャ パ ン」 と つ け た の も 、 海 外 の機 関 との 連 携 に お い て 、 同

社 の 立 脚 点 で あ る 「日本 」 に あ る 素 材 を デ ジ タ ル 化 して い か な い と海 外 の

会 社 とつ きあ っ て い け な い と意 識 して い るか らで あ る 。

(2)預 託 ・運 用 の 仕 組 み

基 本 的 に は著 作 権 ・版 権 を 持 つ 方 の 権 利 を尊 重 しつ つ 預 託 して も らい 、 そ れ

を蓄 積 、発 信 し、そ の 結 果 生 じた 利 益 を還 元 して い く。ラ イ セ ンス ビ ジ ネ ス は 、

プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル ・ユ ー ス を メ イ ン に ス タ ー トす る が 、 電 子 透 か しや 暗 号 化

の 技 術 を取 り込 み 、最 終 的 に は 一般 家 庭 に も拡 張 して い く。こ の仕 組 み の 場 合
、

預 託 者 側 は 眠 っ て い る写 真 を 有 効 に利 用 した り、 世 界 に 向 け て発 信 した りで き

る とい うメ リ ッ トが あ る。 一方 、 利 用 者 に とっ て は 豊 富 な コ ンテ ンツ か ら画 像

を手 に入 れ る こ とが で き る と い う メ リッ トが あ る。 権 利 処 理 もあ る程 度 、 同 社

で 代 行 し画像 を 入 手 す る た め の ワ ンス ト ップ ・シ ョ ピ ン グ を展 開 して い る。
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塑≡
美術館

博物館

出版社

新聞社

等

コンテンツ

預託

マルチメディア

ベース

ライセンス

販売
CD-ROM

旦

出版社

図2-2-4イ メ ー ジ モ ー ル の 預 託 ・運 用 の 仕 組 み

(3)デ ー タ ベ ー ス の 集 め 方

・デ ジタ ル ・ア ー カ イ ブの 構 築 に関 して は、5年 後 に100万 点 の デ ジ タル ・

デ ー タベ ー ス化 を 目標 と して い る。 そ の際 、 ビ ジネ ス 、 社 会 性 に 考 慮 し、

な るべ く付 加 価 値 の 高 い美 術 品 、 文 化 遺 産 、 歴 史 遺 産 な ど を 中 心 に 収 集 し

て い く。ま た 、デ ジ タル 画 像 の 二 次 利 用 促 進 の た め に は利 用 環 境 の 整 備 が 、

預 託 促 進 の た め に は 、 著 作 者 や 文 化 財 の保 有 者 の 権 利 保 護 が 必 要 とな っ て

くる。

・これ らを実 現 す る た め 、 デ ー タベ ー ス技 術 、 デ ジ タ ル ・イ メー ジ ・シ ス テ

ム技 術 、 グ ラ フ ィ ヅ ク ・ア ー ト技 術(デ ジ タル ・ア ー カ イ ブの 構 築 、 利 用

環 境 整 備)、 セ キ ュ リテ ィ技 術(権 利 保 護)、3次 元 表 現 技 術(利 用 環 境 整 備)

とい う最 新 の 技 術 領 域 に取 り組 ん で い く。 現 在 、 学 芸 員 資 格 を持 っ た メ ン

バ ー が 正 確 な イ ンデ ック ス 作 りを進 め て い る。 画 像 の検 索 に は、 キ ー ワ ー

ドを打 ち込 ん で い るが 、1～2年 の う ち に 、「～ の よ うな 感 じ」とい う フ ァ

ジー な検 索 もで き る よ うに して い く。

(4)イ メー ジ モ ー ル ジ ャパ ンの ビ ジ ネ ス展 開

イ メー ジ モ ー ル で は 、 蓄 積 した画 像 を販 売 す る ラ イ セ ンス ・ビジ ネ ス、 コ ン

テ ン ヅ を利 用 した 商 品 の 企 画 ・制 作 、 美 術 館 博 物 館 向 け の トー タ ル ・ソ リュ ー

シ ョ ン と い う3っ の ビ ジ ネ ス を考 えて い る。

① ライ セ ン ス ・ビ ジ ネ ス

・同 社 の デ ー タ ベ ー ス を ネ ッ トワー ク と接 続 し、利 用 者 に画 像 を提 供 す る とい

う もの 。基 本 的 に サ イ ンア ップ方 式 の 会 員制 で あ る 。社 会 性 も考 慮 して 、イ
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ンデ ッ クス を整 備 し、学 校 等 の 公 共 団 体 に無 料 で 公 開 で き る仕 組 み も考 え て

い く。

・販 売 は 、 す で に97年11月 か らデ ジ タル ハ ウ ス と共 同で 始 め 、 ネ ッ ト上 で

の検 索 して購 入 が 可 能 に な っ て い るが 、98年 の11月 か らは イ メー ジ モ ー ル

自体 の サ ーバ を使 っ て 本格 的 に販 売 を始 め る 。決 済 には 、当 面 請 求 書 を使 っ

て い くが今 後 、 電 子 透 か し、 暗 号 技術 を活 用 して い く。

②CD-ROM、DVDの タ イ トル 出 版

・商 品 の企 画 ・制 作 と して ま ず 挙 げ られ る の が 、CD-ROM、DVDの タイ トル 出

版 で あ る。出版 社 との ライ バ ル 関 係 を 回 避 し、リス ク を分 散 す る た め に も数

社 の 共 同 出版 方 式 を と る こ と にな って い る 。同 社 は そ の事 務 局 と して機 能 し

て、優 れ た美 術 、歴 史 文 化 の タ イ トル 出版 の 企 画 が あ れ ば 出 資 す る ほ か 、コ

ンテ ンツ不 足 が 言 わ れ て い る 衛 星 放 送 な どに コ ンテ ンツ を提 供 した り、実 際

に動 画 の番 組制 作 を した りす る こ とも考 え て い る 。

③ 電 子 美 術 館

・サ イバ ー 美術 館 とは 別 に、 据 え置 き型 の物 理 的 に存 在 す る美 術 館 を 電 子 美

術 館 と呼 ん で い る。こ こ に 様 々 な モ ニ タ ー を設 置 した り、デ ー タ ベ ー ス を据

え て 優 れ た イ ン ク ジ ェ ッ ト ・プ リンタ ー をっ な き、直接 ポ ス タ ー を プ リン ト

して 販 売 した りす る構 想 も あ る。 また 、98年 の1～2月 に 徳 川 美術 館 で 、70

イ ンチ の モ ニ タ ー を使 っ た 超 高 精 細 の 源 氏 物 語 絵 巻 き を 公 開 した と こ ろ大

変好 評 だ っ た 。 ま た、HT肌 を使 っ た ネ ッ トワー ク上 の 電 子 美 術館 の 例 を サ

ンプ ル と して 作 っ た もの も 公 開 した。

・徳 川 美 術 館 以外 に も藤 田 美 術 館 、 五 島 美 術 館 な ど の 美 術 館 、 寺 院 関 係 、 日

本美 術 を 扱 う フ ォ ト ・エ ー ジ ェ ン シー 、 西 川 孟 氏(カ メ ラ マ ン)、 欧 州 絵 画

コ レク シ ョ ンな ど も あ る。現 在 も、欧 州 各 国 の会 社 や 米 国 の カ メ ラマ ンな ど

との 交 渉 が 続 い て い る。童 話 に 関 して も実 験 を 始 め て い る が 、事 業 化 は ま だ

当 分 先 に な る。

(5)デ ジタ ル ・ア ー カ イ ブの 将 来 展 望

・CD-ROM市 場 も伸 び悩 み 、イ ンタ ー ネ ッ トも ビ ジ ネ ス と して は 難 しい状 況

で あ るが 、 様 々 な 素 材 の永 久保 存 へ 貢 献 して い きた い と考 え て い る。 デ ジ

タル ・ア ー カイ ブ は新 しい 領 域 ゆ え に 、未 だ 「標 準 」も確 立 して い な い し、

所 有 権 、 デ ジ タル 化 権 の 問 題 も ク リア に な っ て い な い 。 先 陣 を切 っ て イ ン

フ ラ を整 備 す る こ とで 、 マ ル チ メ デ ィ ア ・コ ンテ ン ツ の マ ー ケ ッ ト自体 を

作 って い くこ とに な る。同 社 で は 事 業 と して は 立 ち 上 が っ た ば か りで あ り、
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状 況 をみ な が ら国 内外 との 技 術 提 携 ・ビジ ネス 連 携 を進 め な が ら積 極 的 に

推 進 して い く考 え で あ る。

2-2-2-8多 様 な メ デ ィ ア 展 開

イ ンタ ー ネ ッ ト、衛 星 放 送 ・通 信 、地 上 波放 送 、CATV、 移 動 通 信 、PDA、 パ ッ

ケー ジメ デ ィア な どデ ジ タ ル コ ン テ ン ツ をユ ー ザ ー に届 け る メ デ ィ ア も多 様 化

して い るが 、 そ れ ぞ れ の メ デ ィ ア の 特性 にあ っ たデ ー タ ベ ー ス の 提 供 を考 え て

い く必 要 が あ る。 そ の 一例 と して デ ー タ放 送 が あ る が、 そ の 動 向 に つ いて 述 べ

る。

デ ー タ 放 送 に は 、 す で に ス ター トして い るア ナ ロ グ 系 地 上 波 放 送 、 アナ ログ

系BS放 送 、 デ ジ タ ル 系CS放 送 が あ る 。 今後 、 開 始 され る も の と して は2001

年 ご ろか らデ ジ タル 系BS放 送 、2003年 ご ろか らデ ジ タル 系 地 上 波放 送 が あ る。

デ ジ タ ル 系 の 方 式 は 動 画 も送 れ る よ うな 大 容 量 で あ り、 ア ナ ロ グ 系 の 方 式 は テ

キ ス ト、 イ ラ ス ト、 写 真 な ど伝 送 容 量 が 小 さい の が 特 徴 で あ る 。

イ ンタ ー ネ ヅ トにな い デ ー タ放 送 の 特 徴 につ いて は、 同 じ情 報 を多 数 の 人 に

一 斉 に 送 れ る 「同報 性 」 に 優 れ て い る こ とで あ る
。 また 、 上 り回 線 と して イ ン

ター ネ ッ トを利 用 す る こ とで イ ン タ ラ クテ ィブ性 も確 保 で き る もの とな っ て い

る。

【先 進 事 例 】東 京 デ ー タ ビ ジ ョン(TDV)

デ ー タ 放 送 の 先進 事 例 と して は 東 京 デ ー タ ビ ジ ョ ンが あ る。 次 に 同社 の取 り

組 み を 紹 介 す る 。

(1)会 社 概 要

東 京 デ ー タ ビジ ョ ンはTBS6チ ャ ンネ ル の 電 波 の 一 部 を使 っ て、文 字放 送 を放

送 す る た め に1986年 に設 立 され た。TBSや 毎 日新 聞 の 関 連 会 社 で あ り、1998

年1月 には デ ー タ放 送 の 免 許 を取 得 し、 文 字放 送 と併 せ て デ ー タ放 送 も開 始 し

た。 文字 放 送 とデー タ 放 送 の 制 作 はTBS局 社 内 のTDV制 作 ル ー ム とTDN(毎 日

新 聞 社 内)で 行 われ 、TBSの 電 波 に 多重 され て 関 東 一 円 に放 送 さ れ て い る。

(2)サ ー ビ ス の概 要

①Gガ イ ド(EPG)

Gガ イ ドは電 子 番 組 表 で あ る 。 既 存 の テ レ ビに ア ダ プ タ ー を装 着 す る こ と

で 東 京 の 民放 とNHK、BS衛 星 放 送 の48時 間分 の全 番 組 表 が テ レ ビで見 られ

る。
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② デ ー タパ レー ド

デ ー タパ レー ドは 現 在 、保 有 の パ ソ コ ン に 「ビ ッ トキ ャ ス ト受信 用 ボ ー ド」

を搭 載 す る こ とで 視 聴 で き る 。 文 字 だ け で な く、 写 真 や イ ラ ス ト、 簡 単 な 動

画 も送 る こ とが で き る。

(3)デ ー タ パ レー ドの ビ ジ ネ ス モ デ ル の 特 徴

以 下 は デ ー タベ ー ス 流 通 と関 連 が あ るデ ー タパ レー ドに絞 って 述 べ る。 デ ー

タパ レー ドを使 っ た ビジ ネ ス モ デ ル の 特 徴 は次 の とお りで あ る。

① 通信 回 線 的利 用

デ ー タ パ レー ドは 多 数 の ユ ー ザ ー に対 して 、 同 じ情 報 を送 るの に適 して い

る。 い わ ば プ ッ シ ュ型 の 情 報 送 信 の 典 型 と言 え る 。 受 信 側 は 回 線 料 金 が 必 要

な く、送 信 側 は 電 話 回 線 よ りコ ス トが低 く、 ま た ス ク ラ ン ブル をか け て 特 定

受 信 者 に送 る こ と も可 能 で あ る。 特 定 地 域 に送 る と い っ た電 子 チ ラ シ 的 な 利

用 も可 能 で あ る。

② イ ン ター ネ ッ トと の高 い 親 和 性 の確 保

・送 られ て きた デ ー タ放 送 の 内 容 を さ らに詳 し く知 りたい 場 合 、 デ ー タ放 送

の番 組 か らイ ン ター ネ ッ トへ の リン ク を設 置 す る こ とに よっ て利 用 者 は イ

ンタ ー ネ ヅ トと シー ム レス に 行 き来 で き る。

・上 り回線 と して の イ ンタ ー ネ ッ トの 利 用 は 、 双 方 向 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン を

可能 と し、 また 決 済 な ど に も利 用 で き る 。

・ビ ッ トキ ャス トの ブ ラ ウ ザ ソ フ トは イ ン ター ネ ッ トの ブ ラ ウザ と して も利

用 で き、 番 組 はHTMLで 記 述 さ れて い る。

・番 組 の作 成(記 述)方 式 は イ ンタ ー ネ ヅ トのWWWで 用 い られ て い る規 格

(HTML)も し くは 、そ れ に 類 す る も の(XML)が 望 ま しい と して い る。 こ れ

に よ って 番 組 の 制 作 コ ス トを 削減 で き る。

(4)課 題

・通 信 と して発 展 して きた イ ン ター ネ ッ トと放 送 は馴 染 み に くい 部 分 も あ る 。

例 え ば、 放 送 で 重 要 な の が リア ル タイ ム性 や 確 実 性 で あ り、 これ は イ ン タ

ー ネ ッ トの 世 界 に は 少 々、 馴 染 み に くい もの で あ る 。 また 、 変 化 が 激 しい

イ ンタ ー ネ ッ トと初 め に決 め た規 格 を 長 い 間遵 守 す る放 送 な ど と の 違 い も

考 慮 して い く必 要 が あ る 。

・情 報 料 につ い て は 番 組 の ス ポ ンサ ー か ら、 番 組 製 作 者 か ら、 利 用 者 か らの

3つ が 考 え られ る。 現 在 の 商 用 デ ー タ ベ ー ス が 基 本 的 に利 用 者 か ら収 入 を
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得 て い る こ とか ら、 デ ー タ放 送 に っ い て も まず 第 一 に利 用 者 か らの 徴 収 を

考 え て い くこ とに な る と思 わ れ る が 、 これ を実 現 す る た め に は セ キ ュ リテ

ィ技 術 の 確 立 も 必 要 で あ る 。

・デ ジ タ ル 時 代 に は デ ジ タ ル 系 のBS衛 星 放 送 や 地 上 波 放 送 に よ って 、1Mbps

以 上 の大 容 量 の デ ー タ放 送 が 開 始 され る。 アナ ロ グ 系 デ ー タ放 送(伝 送 速

度 は40kbps)の サ ー ビス で どん な 事 が提 供 で き るか を 試 行 錯 誤 して い る段

階 と も言 え、 そ れ を も とに デ ジタ ル 時 代 の 大容 量 時 代 に ステ ッ プ ア ッ プ し

て い くこ とに な る。

今 後 、 伝 送 路 の 多 様 化 と して デ ー タ放 送 も考 慮 して い く必 要 が あ る が 、 デ ジ

タル デ ー タベ ー ス が 構 築 さ れ て い れ ば、 そ れ とデ ー タ放 送 の 番 組 に す る の は 容

易 で あ る。 しか し、 放 送 は これ ま で広 くあ まね く受 信 機 を持 っ た す べ て の 人 々

に提 供 して い た が 、 そ れ で は 情 報 そ の もの を収 入 源 とす る商 用 デ ー タ ベ ー ス の

事 業 にそ ぐわ な い だ ろ う。 こ の た め、 デ ー タ放 送 な ど を利 用 す る場 合 は 、 ス ク

ラ ン ブル を利 用 し、 特 定 の 人 々 に 情 報 を提 供 して い くこ とが 必 要 で あ る。 多 メ

デ ィア 展 開 を図 る場 合 には 、 そ れ ぞ れ の メデ ィア の 特 性 を 見極 め つ つ 、 デ ー タ

ベ ー ス の 性 質 に合 わ せ た提 供 方 法 を選 択 して い くこ とが 重 要 で あ る。

2-2-2-9使 い易 い シ ス テ ム の 構 築(利 便性 の 向 上)

ユ ー ザ ー が 一 般 へ と拡 大 す る には 、 さ らに端 末 が 使 い や す くな る こ とが 望 ま

れ る。 そ の ため の要 件 を述 べ る。

① ヒュー マ ン イ ン タ フ ェー ス の 向 上

パ ソ コ ン は高 機 能 化 が飛 躍 的 に進 み 、GUIベ ー ス の ソ フ ト開 発 も活 発 に 進

ん だ 。Webベ ー ス の よ り使 い 易 い シス テ ム に な っ た ブ ラ ウザ と して 、 ネ ッ ト

ス ケ ー プ や イ ン タ ー ネ ヅ トエ クス プ ロー ラ な どが 普 及 した 。 こ の こ とで 、

人 々 は 自分 が欲 しい 情 報 に ア クセ スで き る よ う に な り、ネ ヅ トワー ク 利 用 者

層 の拡 大 を 図 る こ との 一 因 に な っ た。た だ 、ま だ操 作 が 容 易 とは 言 え ず 、誰

で もが簡 単 に使 え る と言 う訳 に は い か な い 。リモ コ ン や ボ タ ンで 操 作 で きる

家電 製 品 に 比 べ て 、 は るか に操 作 は難 しい 。(財)デ ー タベ ー ス 振 興 セ ンタ

ー の 「デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス実 態調 査 」 に よ る と、デ ー タベ ー ス へ の ア ク

セ ス に関 して 、ユ ー ザ ー ア ンケ ー トの 第 一 位 に取 り上 げ られ て い る の が 「使

い勝 手 の 向 上 」 とな っ て い る 。

デ ー タ ベ ー ス の 検 索 方 法 に 関 して は ま だ、 各 社 バ ラバ ラ で あ る の が 現 状

で あ る。今 後 あ る程 度 の統 一 的 な 操 作 方 法 が 求 め られ て くる 可 能 性 は 高 い 。
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音 声 に よ る操 作 、機 器 が 自分 で 操 作 方 法 を 教 え て くれ る エ ー ジ ェ ン トの よ

うな シス テ ム の確 立 も将 来 的 に は 必 要 に な って くる。こ う した情 報 バ リア フ

リー を取 り入 れ 、誰 で もが デ ー タ ベ ー ス を使 い こな せ る よ う な シ ス テ ムお よ

び 仕 組 み の確 立 が 今 後 の課 題 で あ る。

② ナ ビゲ ー シ ョ ン機 能 の 充 実

今 後 の デ ー タ ベ ー ス利 用 ス タイ ル の 基 本 は 自分 に と っ て 必 要 な 情 報 、 関

心 の あ る 情 報 、関 心 の あ る情 報 を 自己 編 集 的 に 取 捨 選 択 す る とい う も の で あ

る 。イ ンタ ー ネ ッ トは 世 界 各 国 の 政 府 、大 学 、研 究 機 関 、企 業 な どの コ ン ピ

ュ ー タ に個 人 が 自 由 に ア ク セ ス して 無 限 と も言 え る 情 報 に ア ク セ ス す る こ

とが で き る。膨 大 な 情 報 の 中 か ら 自分 に と って 必 要 な情 報 に ア クセ ス す る た

め に は 、ナ ビゲ ー シ ョ ン して くれ る よ う なア プ リケ ー シ ョン も 求 め られ る 。

③ 場 所 を選 ば な い ア クセ ス

場 所 を 選 ば な い 検 索 とい う利 便 性 も求 め られ る 。 い わ ゆ る 「い つ で も 、

どこ で も」とい う考 え 方 の 実 現 で 、ノー トブ ッ ク パ ソ コ ンやPDAと 、携 帯 電

話 やPHSを 組 み 合 わ せ 、デ ー タ を ダ ウ ン ロー ドで き る仕 組 み と、将 来 的 に は

体 に 装 着 して 使 う ウエ ア ラ ブ ル ・コ ン ピ ュー タ とい う、コ ン ピ ュー タ を 意 識

す る こ とな く利 用 で き る環 境 が 実 現 さ れ て い くだ ろ う。ま た、移 動 電 話 以 外

の ア ク セ ス 手 段 と して 最 寄 りの 場 所 か ら あ た か も雑 誌 を 入 手 す る よ うな 気

軽 さ で情 報 を ダ ウ ン ロー ドす る よ う な情 報 キ オ ス ク な ど の イ ン フ ラ整 備 も

望 まれ る。

様 々な デ ー タベ ー ス へ の ア ク セ ス 手 段 が 可 能 に な っ て きた 場 合 、 別 々 の 通

信 事 業 者 に利 用 料 を支 払 う こ と に な り、ユ ー ザ ー に とっ て トー タ ル の 利 用 料

の負 担 が 大 き くな る可 能 性 が 高 い 。そ こで 通 信 料 金 の低 廉 化 や 定 額 制 の 拡 大

な どユ ー ザ ー の 負 担 を 小 さ くす る事 も求 め られ て くる だ ろ う。

2-2-2-10グ ロ ー バ ル な マ ー ケ ッ トの 開 拓

経 済 活 動 の グ ロー バ ル 化 や社 会 の ボ ー ダ レス化 が 進 展 して い く中、 日本 語 を

外 国 語 に翻 訳 して マ ー ケ ヅ トを世 界 規 模 に広 げ て い く方 向 性 も考 え られ る 。

JICSTな ど は す で に研 究 な どに 関 す る英 文 情 報 を提 供 して い るが 、 こ う した 最

先 端 研 究 の情 報 の ほ か 、 日本 市 場 ・企 業 の動 向 の 把 握 の た め の経 済 情 報 に 対 す

る ニー ズ も高 い と思 わ れ る 。
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2-2-2-11グ ロ ー バ ル ・ス タ ン ダ ー ド へ の 対 応

マ ー ケ ッ トの ボ ー ダ レス 化 に よ って 、 市 場 は 全 世 界 へ と拡 大 して い るが 、 ネ

ヅ ト上 で 取 引 した 場 合 、どの 国 の 法律 を適 用 す る か は厳 密 に は 決 ま っ て い な い 。

イ ン タ ー ネ ッ トな ど ネ ッ トワー ク には 国 境 が な く、 エ レ ク トロ ニ ック ・コ マ ー

ス の 土 台 と な る ネ ヅ トワー ク上 の 技術 は 国 際 間 で 通 用 す る こ と が求 め られ て い

る。 この こ とは 商 取 引 の 仕 方 そ の もの も国 際 的 に相 互 運 用 性 の 高 い も の と な ら

ざ る を得 な くな る。 取 引 ル ー ル そ の もの も国 際 的 に 共通 な もの 、 つ ま りグ ロ ー

バ ル ・ス タ ンダ ー ドへ と転 換 させ る必 要 が で て くる 。

【参 考 】

デ ー タベ ー ス 産 業 を 巡 る グ ロー バ ル ・ス タ ン ダ ー ドには様 々 な側 面 の 問 題 が

あ る 。 今 回 、 委 員 よ り指 摘 の あ っ た点 は 次 の とお りで あ る。

(1)「 実 質 的 部 分 」、 「質 的 ・量 的 」 な どの 解 釈 に つ い て

suigenerisrightで 言 う と こ ろ で あ り、デ ー タベ ー ス の投 資 を保 護 す る 「実

質 的 部 分 」 と 「質 的 ・量 的 」 解 釈 の 国際 的 な統 一 基 準 が グ ロ ー バ ル ・ス タ ン ダ

ー ドの課 題 と して あ る。 これ が 国 際 間 で紛 争 に な っ た場 合 に解 釈 が 当該 国 の 司

法 に委 ね られ た と した ら、 法 制 化 の意 義 が な くな り、 流 通 面 で 混 乱 す る こ と に

な る可 能 性 が 高 い 。 こ う した デ ー タベ ー ス の投 資 の 保 護 に 関 して 、 国 際 的 な 解

釈 を統 一 し、 標 準 化 を 図 る こ とが 重 要 で あ る 。

(2)国 際 的 に通 用 す るエ ン ドユ ー ザ ー との 利 用 契 約 の 標 準 化

情 報 の 国 際 的 な 流 通 を 円 滑 に し、 か つ 無 用 な トラ ブ ル を避 け る た め に、 国 際

間 で 通 用 す るエ ン ドユ ー ザ ー との利 用 契 約 書 に 盛 り込 む 必 要 の あ る条 項 、 ま た

は 盛 り込 ん で は な らな い条 項 を 必 要 最 小 限 度 の 範 囲 で整 理 し、 国際 的 な利 用 契

約 書 の標 準 化 を 図 る 必 要 が あ る と思 わ れ る。

(3)文 書 プ ロ トコ ル の 標 準 化

文 書 プ ロ トコ ル の 標 準化 の 面 で 日本 固 有 の もの も 多数 存在 す る こ とか ら、 こ

う した もの の グ ロ ー バ ル ・ス タ ンダ ー ドも求 め られ て くる。 例 え ば、 日本 に は

米 国 のEDGARシ ス テ ム の よ うな 公 的 な 制 度 と して の 開 示 デ ー タ の提 供 シス テ ム

が な く、 現 行 の制 度 で は 大 蔵 省 証 券局 に版 下 に よ る提 出 の み が 義 務 付 け られ て

お り、科 目 の扱 い が 標 準 化 され て い な い の が 現 状 で あ る 。 ま た財 務 諸 表 の 書 式

につ い て は 、 電 力 を は じめ とす る 特殊 な 根拠 法 に基 づ く書 式 に従 っ た業 種 も あ

り、 また 一 般 事 業 会 社 に つ い て も開 示 要 件 と して の 科 目の統 一 も極 め て緩 い 制
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度 と な っ て い る。 しか し、 科 目の標 準 化 まで含 め 公 的機 関 に よ るデ ー タ提 供 制

度 の 整 備 が 行 わ れ る とす れ ば 、 逆 に現 行 の デ ー タベ ー ス ベ ン ダ ー は 打 撃 を 受 け

て しま うの で 、 何 らか の補 償 的 施 策 が 必 要 にな って くる。 一 例 と して 、 こ う し

た公 的機 関 に よ るデ ー タ 提 供 業 務 を現 行 の 財 務 デ ー タ ベ ー ス ベ ンダ ー に 業 務 委

託 す る な どが 考 え られ る。

2-3次 年度 の 検 討 課 題

今 後 の議 論 の 進 め 方 に つ い て は 、 幾 つ か の 方 向 性 が あ るが 、 中 間 報 告 書 の 視

点 と して 設定 した 「商 用 デ ー タ ベ ー ス の 振 興 」 を軸 と して 引 き続 き議 論 を 深 め

て い きた い 。 次 年 度 の検 討 課 題 に つ い て は 、 今 回取 り上 げ た が 十 分 議 論 しきれ

な か った 事 項 や 、 新 た な テ ー マ の 検 討 が 必 要 に な っ て くる が 、 現 在 考 え う る主

な検 討項 目 を下 記 に整 理 した 。

1.無 料 コ ンテ ンツ が 商 用 デ ー タ ベ ー ス に与 え る影 響

イ ン ター ネ ッ トか ら発 信 さ れ る無 料 コ ンテ ン ツ が 急 速 な勢 い で 拡 大 して い る

中 で 、 商 用 デ ー タベ ー ス が 利 用 面 で受 け る影 響 に つ い て 、 実 態 を把 握 して い く

こ とが 必 要 に な っ て こ よ う 。

2.公 的機 関 か ら発 信 さ れ る コ ンテ ン ツ が商 用 デ ー タ ベ ー ス に 与 え る影 響

納 本 制 度 改 革 に よ っ て 、 国 立 国会 図 書 館 が新 た に電 子 媒 体 を納 本 の対 象 に加

えて い くが 、 大 蔵 省 、 特許 庁 な どか ら発 信 さ れ る情 報 と既 存 の デ ー タ ベ ー ス事

業 者 が保 有 す る コ ン テ ンツ と の 間 の バ ッテ ィ ン グ現 象 が み られ る。 こ う した公

的機 関 が 提 供 す る コ ンテ ン ツ と民 間 の商 用 デ ー タ ベ ー ス との す み 分 け は ど うあ

るべ きか 、 公 的 機 関 か ら発 信 さ れ る コ ンテ ン ツ が 商 用 デ ー タ ベ ー ス に 与 え る 影

響 は どの 程 度 か とい っ た 調 査 が 必 要 に な って くる と思 わ れ る 。

鼻

3.エ レク トロ ニ ッ ク ・コ マ ー ス 実 現 へ 向 けて の 技 術 動 向 の 把 握

イ ン タ ー ネ ッ トを 介 して 情 報 を提 供 しよ う とす る場 合 、 安 全 で 安 心 な取 引 の

実 現 は重 要 な課 題 で あ る。 日進 月 歩 で 進 む エ レ ク トロニ ッ ク ・コ マ ー ス に 関 す

る技 術 動 向 の把 握 は 、 継 続 的 に行 う必 要 が あ る だ ろ う。

4.デ ー タ ベ ー ス 保 護 を 図 る た め の 法 制 度 の 整 備

商 用 デ ー タベ ー ス の 開 発 に は 多 大 な投 資 が 必 要 で あ り、 デ ー タベ ー ス の 実 質

的 部 分 が 無 許 諾 に抽 出 され た の で はデ ー タベ ー ス の 開 発 意 欲 も薄 れ て しま う。

今 だ 国 際 的 に も見 方 が 分 か れ て い る 「デ ー タベ ー ス の 実 質 的 部 分 とは 何 か 」 な
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ど も含 め て 、 デ ー タ ベ ー ス 保 護 に対 す る法 制 度 面 の 問 題 点 を議 論 し、 場 合 に よ

って は デ ー タベ ー ス 事 業 者 か らの意 見 を提 案 して い く必 要 が あ る 。

5.商 用 デ ー タ ベ ー ス の 使 い や す さの 向 上 と普 及 ・啓 蒙

商 用 デ ー タベ ー ス につ い て は、 どの サ ー ビス に ど ん な デ ー タ ベ ー ス が 収 録 さ

れ て い る か 分 か りに くい状 況 に あ る。 そ こで、 ユ ー ザ ー が 欲 しい 情 報 をナ ビ ゲ

ー シ ョ ン して くれ る よ うな仕 組 み づ く りも求 め られ て くるだ ろ う。 また 、 デ ー

タ ベ ー ス を使 い こす た め、 学 校 教 育 の 現 場 な ど に商 用 デ ー タベ ー ス を 導 入 し、

活 用 能 力(リ テ ラ シー)の 向 上 の ため の施 策 や 啓 蒙 活 動 を行 っ て い くこ と も 必

要 にな って こ よ う。

6.諸 外 国 の 動 向 の 把 握

情 報 技 術 や マ ー ケ テ ィ ン グ、 さ らに は 法 制 度 面 な ど諸 外 国 の 状 況 を ウ ォ ッチ

す る こ と は 国 際 協 調(八 一 モ ナ イ ゼ ー シ ョン)の み な らず、 先 進 事 例 の 動 向 の

把 握 に よ っ て 今 後 の 我 が 国 デ ー タ ベ ー ス 産 業 の 方 向 性 を考 え る意 味 か ら極 め て

重 要 で あ る 。

7.個 人 に お け る商 用 デ ー タ ベー ス利 用 の意 向

イ ン タ ー ネ ッ トを は じめ、 地 上 波 の デ ー タ放 送 や 、 デ ジ タル 衛 星 放 送 な どの

登 場 で、 個 人 は 様 々 な メデ ィア に接 触 す る機 会 が 多 くな り、 ユ ー ザ ー は 情 報 チ

ャ ネ ル と して 、 色 々 な シ ー ンで メ デ ィ ア を使 い 分 け る よ う に な っ て い る。 デ ー

タ ベ ー ス 事 業 者 サ イ ドか ら も メデ ィア 間 の 競合 や 、 個 人 の メ デ ィ ア 選 択 に つ い

て の 考 察 も必 要 に な っ て くるだ ろ う。 また 、 国 産 デ ー タベ ー ス は 一 般 的 に価 格

が 高 い と言 わ れ るが 、 通信 料 金 を加 え た トー タ ル コ ス トに対 す る 評 価 の 解 明 も

求 め られ て くる だ ろ う。
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第3章

資料編



デ ー タベ ー スの 利用 行 為 の類 型
}

・デ ー タ ベ ー ス

作)弦 音 」
デLタ ベースの 作成/こ投

蒼 を行 った者rデLタ
ベース提 偉者 を含¢ソ

デLタ ベース

利力ヲ者

(自 己 利 用)
■

(ア ク セ ス)
■

＼レ

(抽 出)
定義
1)抽 出

① アクセス…データ
ベースに含まれ るコン

テ ンツを見聞き若 しく

は プログラム として使

用するために、他の媒

体へ一時的に移送する
行為。

② 自己利用…アクセ

・ネ ッ トワー ク を通 じたデー

タベースの検 索
・デー タの画 面への出 力

・デー タベー スCD-ROMに よる

検 索
・イ ンター ネ ッ トの ブラウジ

ング

な ど

・データの ダウンロー ド

・フロッ ピーデ ィス ク等へ

の蓄積
・データの加工、編集

な ど

ス したコンテンツを自

己で利用する行為(第
三者が利用可能にする

行為を除 く)。

(再 利 用)
1

第三者

・デー タ を再編 集 した新 たな

デー タベースの 販売
・イ ンター ネ ッ トへのア ップ

ロー ド
・ネ ッ トワー クによ る第三者

への送 信

な ど

ll)再 利用 …デー タ

ベース に含 まれ るコ ン

テ ンツ を譲渡 した り、

ア クセ ス し得 る状態 に

置 くこ とに よ り第三者

が 利用可 能 にす る行

為。

"

_______」 、

、

ノノ

〆

"

_______」 、

、

ノ

〆



民 法 に よ る 行 為 類 型 毎 の 救 済 の 対 応 可 能 性

(O… 対応可能、△…対応できる可能性有り、×…対応不可能)

行為 (契約外頒布を受けた)第三者との関係

契約 類型 抽 出1:ア クセ ス 抽出 ロ:自 己利用 再利用:公衆に対する頒布

の有無 (契約外) 善意 悪意

[契 約外で行 った場合] [契 約外で行 った場合]
・差 止 め ・差 止 め

・差止め(=媒 体か らの削除) ・差 止 め 一→ × {→ ×

→ ○(契 約に基づ く債務の強制 一・○(契 約に基づ く債務の強制

契約有 履行) 履行)

・損害賠償 ・損害賠償 ・損害賠償 ・損害賠償

→ ○(契 約 に基づ く債務の不履 →O(契 約に基づ く債務の不履 → × →0(不 法行為)

有 行に対する損害賠償) 行に対する損害賠償)

[い わ ゆ る 「不 正アクセス」]

料 ・差 止 め ・差止 め(=媒 体か らの削除) ・差止 め ・差 止 め ・差止 め

一→ × →X → × → × → ×

契約無

(許諾のな ・損害賠償 ・損害賠償 ・損害賠償 ・損害賠償 ・損害賠償

い抽出に → △(不 法 行 為[民709条]or不 当 → △(不 法 行為[民709条]or不 当 → △(不 法 行 為[民709条]or不 当 一→ × 一 〇 ×

基づ く行 利得[民703条]に よ り対応の 利得[民703条 】によ り対応の 利得[民703条]に よ り対応の

為) 可能性有 り。) 可能性有 り。) 可能性有り)

〔不法行為は故意 ・過失要件。不当利得は過失要 件な し。〕 〔不法行為は故意 ・過 失要件。不 当利得は過失要件 なし。 〕 〔不法行為は故意・過失要件不当利得は過失要件なし 〕

無償配布 して い

るデ ー タベー ス × × × ×



(「 権 利 付 与 型 」 と 「行 為 規 制 型 」 の 対 比)

権 利 付与 型 行為規制型

・物権 的排 他 的権 利 を付 与 ・特 定 の利 用 行 為 を制 限

(知 的 財 産 権 法 、EC指 令) (不 正 競 争防 止 法、 米 国 法 案)

O相 手 方 と の競 業 の 有 無 に関 わ ら ○ 「営 業 上 の 利 益 を害 す る」等 の

ず 保 護 可 能 。 考 え 方 に よ り、 以 下 の 諸 点 に つ

い て 柔軟 な対 応 が可 能 。

投 O登 録 等 に よ る明 確 化 が 可 能。
・何 を も っ て 不 正 行 為 とす る か

資
・い ず れ の者 を請 求 権者 とす るか

保 O善 意 の 第 三者 に対 して も行 使 で
・如 何 な る例 外 を認 め るか

、 、

護 き る 。

の x善 意 の第 三者 に 対す る規 制 は困

観 x保 護 期 間 経 過 後 は パ ブ リック ド 難 。

点 メ イ ン と な る 。

×事 後 的 な 救 済 の み 。

O侵 害 の 事 前 予 測 性 が 高 い。 ○ 「営 業 上 の 利 益 を害 す る」 等 の

考 え 方 に よ り、 以 下 の 諸 点 に つ

公 ○ 権 利 の 譲 渡 、 ラ イ セ ン ズ 等 が 可 いて 柔 軟 な 対応 が可 能 。

正 能 。
・何 を も っ て 不 正 行 為 と す る か

な
・い ず れ の 者 を請 求 権 者 とす るか

競 ×権 利 が 固 定 観 念 化 され 、 例 外 が ・如 何 な る 行 為 を 例 外 とす る か

争 認 め られ 難 く な る。
・競 争 政 策 上 の 配 慮

●

円 ×情 報 の 利 用 に 対す る 萎縮 効 果。 ×侵 害 行 為 の事 前 予 測 性 が 低 い。

滑

な ×作 成 関与 者 が 多数 の 場 合 、 利 用

利 者 か ら見 て 誰 に許 諾 を 求 めれ ば

用 よ い か 不 明 瞭 。

促

進 × 同 一 の 情 報 に つ い て 複 数 の 権 利

の

観

者 が い る 場 合 あ り。

点
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Φ
口

澗鼎夕照鴇崇宏閲萄操題目継 妻硲躍磯
目木 EU(デ ー タ ベ ー ス ・デ イ レ クテ イ ブ) 米国 WlllO

lx:作権 著 作 権lSulg問crlsrlRhL 還:作横 (ll.R.2652) 条 約 草 案(1996.|0.1公 表)

デ ー タベ ー ス の 定 技 ・ 論文 、数値、図 形その 他

の 情 報 の集 合 物 で あ っ

て 、電子剛・算槻 を川い て

そ れ らの 憎 相 を 検 索 す

る こ とが で さる よ うに

体系的又 は組織 的方 法でδ己列 され た、且つ 、電子的

その他 の手 段に よ り個別 にアクセ ス可能 な、独 立の

作品 、デ ー クその他 の米材 の収集物[第1条1項]

(デ ー タベ ー スの 足技 は

な く、似集 著作物に含 まれ

る と解 され てい る)

掘 集 著 作 物

(co叩tl"don):

(デ ー タ ベ ー ス の 用 語 は 法

文 中 無 く 「情 報 収 集 物(n

collcctlonor

lnror制 しi《m)」が 保 護 の 対 象

と な っ て い る)

体系的 又は組織的 に配列 され た、独 立 した

著作物 、デー タ又 は他の素材の収集物 で、

電子 的又はその他 の手段に より、別 帆にア

クセスで きるもの 〔節2条(1)】

・ 体系的に構成 した もの

(注:な お、rデ ー タベ
ース1σ)定 義 に該当 しな

く と も、編 集 物 で あ っ

て 、…R材の選 択又 は配列

に よ って創 作 性 を イ「す

る ものは、似集:苦作物 と

して 保護 され る▲鳥合 が

あ る)・

・

、

既 存 の 素 材 又 は デ ー タ の

収 集 及 び 整 理 に よ り形 成

され た作品で あって、 その

素材 又はデー タが 、結果 と

して 生ず る 作 品 が 全 体 と

して 著 作 者 の 創 作 的 な 作

品 に 故 当す る よ うな方 法

で 、選 択 され 、酬脆 され 又

は 配 列 さ れ た も の を い

情?o

「情 報jと は 、体 系 的 な 方

法 で 収 集(collcctcの 及 び1日

算 す る こ と が で さ る

(4)rg川`i況 の 、事 実 、デ ー タ 、

著 作 物 、又 は そ の 他 の あ らゆ

る 無 体 物 を 意 味 す る 〔12田

楽 ω].

う。 集合著 作物 を含む。一 ・◆

二1ン ピ:.一 ク ・ブ 、1グ ツ ム

と の 川 原

電子 的 手段 で ア クセス 可能 なデー タベ ー スの製 作

又 は操作 において 川い られ るコン ピュー タ ・プ ログ

ラムに は適 川 され な い.[第1条3」 頁]

情 報 収 集 物(藺11cctk川

or{nrorOl1UOn)の 製 造 、 生

産 、損M乍、ま た は 保 守 に 用 い

られ るあ ら ゆる コ ン ビュー

タ ・プ ロ グ ラ ム 自体 に は 、木

章 にユ£つ く繰 言蔓は適 用 され

な い 。た だ し、本{主 書は コ ン

ピ ュ一 夕 ・プ ロ グ ラ ム に 直 接

的または川披的に組み込ま

れた情報収集物には直川さ
れ な い[1203条b項 〕.

保】峡 件, デ ー タベ ー ス の 情 報 の

選 択 又 は 体 系 的 な 構成

に よっ て 創 作 性 を 有 す

るこ と

その コンテ ンツの 選択 又 は

配列 に よ り、拙:作者 白身の

知的創 作物 に該 当す るこ と

、

コンテ ンツの入 手、検

証 又 は 提 示 の い ず れ

か に お い て 質 的 及 び

/又 は 量 的 に相 当の

投 資 が な さ れ て い る

こ と

素材 又 はデー タが、結 果 と

して 生 ず る 作 品 が 全 体 と

して 著 作者 の創 作 的 な 作

品 に 該 当 す る よ うな 方 法

で、選 択 され、酬整 され 又

は配列 されてい るこ と.

情 報収集物 が、命根又 はそ

の 他の 資 源 の実 質 的 な投 資

を通 じて 、収集 、編纂又 は維

持 され て い る こ と[1201

条]。

対 象とな るデー タベー スが、コンテン ツの

収集 、集 合、検証 、円成又 は提示 におけ る

実 質 的 な 投 資 の 結 果 で あ る こ と【第1

条 】ω 。

ω 本条約 で の保護 は、デー タベー スの形

態や 媒体 、公衆 に利川 可能か に拘 らな

[第7条 〕
い。

ω本 条約で の保弛 は、締結 国の 著作権 又

は他の権利 に拘 らず、規 定 されな けれ

ばな らない.

(4)木 条 約 で の 保1`は 、 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ

グ ラムの保饅 には及ばない.

権利 者(言偉求権者) デ ー クベ ー ス を 創 作 し

た者(著 作者)又 はその

承継 人

デー クペ ー スの 著作者(そ

のベ ー ス を創 作 した 自然 人

又 は 自然 人 の 集 団 、 或 い

は、加 盟国 の法 律が 許す 場

合 に は、 当該法 律 に よ り権

利 者 と指 定 され た 法人)又

はそ の承継 人

保 護 要 件 を満 た す 投

資 を した デ ー ク ベ ー

ス作成者 、又 はその承

継 人

[第7条]

著作者又はその承継人 自 らが 実質 的 な投 資 を投

じた 情 報収集 操物 が組 み 込

まれ か つ 直 らが 商業 的 に提

供 して い る商 品若 しくは役

務 に係 る現 存 す る若 しくは

潜在 的 な市 場 が 害 され た者

[1201条 〕

デー クベー スの製作者(権 利 の移 転可1能)

[第4条]



・←,、 ぷ 巳

Φ
◎◎

日本 じU(デ ー タベ ース ・デ イ レク テ イブ) 米国 W口 ⑨O

著作権 著作権 su{gcnorlsrlgllt 著作権 (ll.R.2652) 条 約 草 案(1996.10.1公 表)

権利若 しくは

規制の内容

著作権
・複製権

・放送権 ・有線送信 横寺

・貸与権

・翻訳権 ・翻案権等

・二 次的 著 作 物 の 利 用

に関す る原 著作者 の権

利

三冶:作権 で 保 碓 され 得 るデ
ー タベ ー ス の 表現 に関 し

て、以下の行 為 を行 い又 は

許諾す る排他的 権利

(")あ らゆる手段 に よる及

び あ ら ゆ る形 式 にお け

る、全 部又 は一部の 、一

時的又 は恒久的il「製

デー クベ ース の コンテ

ンツの全 体、又 はfa的

及び/又 は質 的に評 価

して、 実質的 部分 の抽

出及 び/又 は再利用 の

行為 を妨げ る権利

デー タベ ー スの 通常 の

・複 製

・著 作物 に 基づ く派 生 的

著 作物 の 作成
・著作物の複 製物の 、販 売

そ の他の所 有権 の移転 に

よる、或 いは貸 与、 リー

ス又は貸 出に よる、公 衆

へ の頒 布

以下の民事的な救済措置及び
刑事罰
一抽出及び商業的使川の差止

一抽出又は使用された情報

収集物の複製物及びその作
成に資する原板等の押収、救

済的6y正及び破棄
'

-3倍 を超 えな い範 囲で の 損

(1)デ ー タベー ス製作者は、デー タベ ー ス

の コンテ ンツ の抽出(cxしr"cUon)又 は 利

用(uしllizntlon)を 、許膳又 は禁止 する権

利 を享有す る.

(2)締結 国は、 その域内で 製作者 自身 に よ

り又 はそ の 許諾 によ り販 売等 に よ りその

所 有 権が 移転 したデー タベー ス のオ リジ

ナル又 は複 製物の頒布 につ き、域 内法で利

著作者人格 権
・公表権

・氏名 表示 権

・同一性{別専権

(b)翻 訳 、翻案 、配列 及び

他の あ らゆ る修正

(c)デ ー タベー ス又 はそ の

複 製物 の 公 衆 に 対す る

あ らゆ る形式 の頒 布(第

利 用 を妨 げ 、又 はデ ー

タベ ー スの 作成者 の 正

当な利 益 を不 当に害 す

る行 為 に 当た る、 当該

デー タベー ス の コンテ

・公 の実演

・公 の展 示

害賠償
一故意に行い商業的優位若 し

くは金銭的利益を得た場合
25万 ドル以下の罰金又は5

年以下の懲役

用権の不適mを 規定可 能。

[第3条]

一 販 売 に よ り域 内 消 ンツの非実質的部分の 一 故意 に行 い 一 年 以 内 に総 額

尽) 反復的且っ体系的な抽 1万 ドル 以 上 の 損 害 を 与 え

(d)公 衆に対す るあ らゆ る 川及び/又 は再利用は た場 合25万 ドル 以下の罰▲

伝 達、展示 又は実演 昨 され ない。 又は5年 以下の懲役

(c)(b)に おい て列 挙 され [1206条 、1207条]

た行為の結果物のあらゆ 加盟国は権利侵害行為

る再製 、公 衆 に対 す る頒 に対して適切な救済描

布、伝 達、展示 又は実演 置を定める
、

,

ウ

r権利」の内容の定義
・ 」 .

r抽 出 」:

デ ー タ ベ ー ス の コ ンテ

f杣出 」及 びr商 業的利 用」

につ いては特段 定義な し.

r抽出」:

デー タベ ー スの コンテ ンツの全 部又 は 実

ンツの全部又は実質的 質的部分を何らかの方法又は形式によ

部分 の、 あ らゆる方法 り、恒久的又は一時的 な転送.

に よ る又 はあ らゆ る形
' r利 川1:

式 におけ る、別 の媒 体 デー タベ ースの コンテ ンツの全 部又 は 実

への 恒久 的又 は一時的 質的 部分を公衆に利用 可能 とす るこ と.

移送 複製物 の頒 布、商業的 貸与、公衆 に刊 川"「

rll∫利 川 」: 能 にす るオ ンライ ンそ の他 の方式 で の送

デ ー タベ ー ス の コ ン テ 借 を含む.

ンツの全部又は実質的 r実質 的部分」:

部分 の、 コ ピー の頒布 デー タベ ースの 価値 につい て質的 又 は量

に よる、貸 与 に よる、 的 に有意 性の あるデー タベー ス のあ らゆ

オ ン ライ ンその 他の形 る部 分をいい、小部分 の累積に よる場合 を

態の 送信 に よる、あ ら 含 む。

ゆる形態 の公 衆への 提

供(第 一 頒布 に よる域

内 消尽 あ り)
・公 貸 は、抽 出又 は再

利用 に当た らない。

譲渡可能性 譲渡 、利m許 諾で きる。 (注:明 記は ないが、各 国

法 の下で前渡 、ライセ ンス

移転 、譲 渡 、 ライセ ン

スで きる

移 転 、 譲 渡 、 ライ セ ン ス で

き る。

情 報 の使 用 に関 す る ライ セ

ンス契 約 又 は そ のあ の契 約 を

自画に移転 できる

で きる こ と を前 提 に して 自由 に結 ぶ 権利 を制 限 しな い

い る と考 え られ る。) [1204条c項]
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ロ本 EU(デ ー タベ ー ス ・デ イ レ クテ イ ブ) 米国 WlPO

著作権 著作権 副gcncrlsrlght 著作権 (ll,R.2652) 条 約 草 案(1996.10.|公 表)

権利/規 制の ・私 的使 用 の た め の 複 ・デ ー タ ベ ー ス 又 は そ デー タベ ー スの合 法
・Fnirusc 情報の個別の項目又は情報 (1)締結国 は、デー タベースの通常の利 用

制限若しくは例外 製
・図 書館 等 にお け る複

の複 製物 の合 怯的ユ ー

ザ に よ る、合 法 的 ユ ー

的ユーザ に よる、質的

及 び!又 は量的 に評価

・図書館及び記録保存所に

よる複製
収集 物の非 実質的部分 の抽出

(cxtmcUon)若 し くは 使m

(lixploitntion)を 妨 げ ず 、 また 権 利 者

の 正 当 な利 益 を 不 当 に 害 しな い 一 定 の

製 ザ がデー タベー スの コ して非実質的部分と ・特定の複製物 の移転 の効 (usc) 特別の場合 に限 り、国内法に よ りこの条

・引 用 ンテ ンツヘア クセ ス し 認 め られ るコ ンテ ン 果(頒布権の消尽) 他者の 投資に よ り収集、編纂 約に規定する権利の例外又は制限を規
・教 科 書用 図 書等 への 及 び コンテ ンツの通 常 ツに関する抽出及び! ・一定の実演及 び展示 に関 若 しくは維 持 され ている情報 定 で き る。

掲載??・ の使用をするために必 又は再利用 する免除(非営利施設の 収集物から抽出する以外の手 (2)政府機 関、その代理機関等 によって製

・学 校 教 育番 組 の放 送 要 な,制 限 され る行 為 た だ し、合法 的 ユー 授 業活動の 一環の場合) 段 に よる、独 自の情 報の収集 作 され たデ ー タベ ー ス に対 す る 保 饅

等?? の実行(強行規定) ザ がデ ー タベー スの ・二次送信 及び得られた情報の使用 は、各締結 国の法制に よる。

・学 校 そ の 他 の 教 育機 ・以 下の 場合 にお い て、
一 部 のみ を抽 出 し及 ・一 時的 固 定物(送 信機 関 独 自に収集 、編 纂若 しくは維 [第5条 】

関における複製 加盟国は排他的権利に び/又は再利用するこ が送信を許される場合) 持 して い る 情 報 の 精度
・試 験 問 題 と して の 複 関する制限を規定でき とを 許諾 され て い る ("ccuracy)を 検 証 す る こ とを

製 る. 場合は当該部分にの 専 ら 同的 と した、情報の入 手

・点字に よる複製等 (の非 電 子 的デ 一 夕ベ み適 用。 及びある組織又は団体内での
・営 利 を 目的 と しな い 一 ス の 私 的 目的 の [第8条1項] 情報の使用

上演等 再製 商品又は役務に係る現存す
・時1】rの]1`件 の 報 道 の (b)山 所 が示 され 、か つ 合 法 的 ユ ー ザ に よ る若しくは潜在的な市場を損

ための利用 非商業的 目的によ る、以 下の場合 のデ ー なわない よ うな方法 に よる、

・裁 判 乎続 等 にお け る り正 当化 され る 限 タペ ー ス の 爽質 的 部 非 営利 目的の、教 育、科挙又

.複製 度 に お いて 、教育 の 分の抽出又は商利 は研究 日的 と した 情報の抽 出

・放 送事 業者 に よ る一 ための例証又は科 用 。 及び使用

時的固定 学 研 究 を唯 一 の 目 (")非電 子的デ 一夕ベ 報道 す る こ とを 専 ら目的 と

的 とする使川が存 一 スの 私的 目的 の した、情 報の入手及 び使用

在する場合 抽 出 ・ [12Ω2条]

(c)公 の安 全 の 目的 、成 (b)出所 が示 され 、か

いは行政又は司法 つ達 成 され るべ き 政府機 関 との雇 用関係 、代 理

手続 きの 目的の使 非商業的目的によ 人関係 、排他的 な許諾に基 づ

用が存在する場合 り正 当化 され る範 き収集 、編集若 しくは維 持 さ
・

(d)国 内法 の 下 で 伝 統 囲内での教育のた れている情報収集物に関し
的 に 許 され て い る、 めの例証又は科学 て、 当該 被雇用者 、代理 人及

著作権の他の例外 研究の目的の抽出 びライセン仁 を含む全 ての政府 機

が関係する場合.た (c)公 の安全の ため、 関には 、本 性 に基づ く保護 は

だ し 、(a)、(b)及 び 或いは行政又は司 適用されない
(c)を 害 しな い. 法手続きのための [1203条 】

文学的及び典術的著作 抽出及び/又 は再

物の保護に関するベル 利用
ヌ 条約 に従 い 、本 条 は 、 [第9条]

その適 用 が 、権利 者 の正

当な利益を不当に害 し
又 は デ ー タベ ー スの 通

常の利用を妨げる態様
で 用 い られ る こ と を許

'

. すような方法で解釈さ
令 れ てはな らない。



日本 EU(デ ー タベ ー ス ・デ ィ レ クテ ィ プ) 米国 WIPO
-一

著作権 著作権 suigcncrisright 著作権 川.R.2652) 条 約 草 案(1996.10.1公 表)

保護/(規 制)期 間 創 作～ 著 作者 の 死後50 創作 ～ 著作者 の 死後70 ・デ ー タ ベ ー ス の 作成 創作～著作者の死後50年 保護期間なし (1)木 条約 での権利 は、デー タベースが第

ぺ
,' 年まで 年まで の完 了 日か ら保 饅1川 まで 1条(Dの 要件 を満 た した ときに発生 し、

o 始 、作成 完了 日の翌 年 出所 制限あ り 最初 にこの要件 を満 た した翌年の1月1

の1月1日 か ら15年 訴因 の発生か ら3年 以内、舗 日か ら少 な くとも

で満 了。 求権が発生してから3年 以内 (∧案)25年 間

・作成完 了後15年 以 内 に訴訟 が開 始 され ない限 り、 (n案)15`ド 間 存 続 す る。

に公衆に利用可能に それ ぞれ刑 事訴訟 、民事 訴訟 1第8剰(2)(Dに 規 定 され る期 間が満 了す

された場合 、最初 に公 は行 うことがで きない。 る前に、何 らかの方法 で公 衆に利用 可能

" 衆 に 利 川 可能 に され [1208条] に され たデー タベー スの保護期間 は、最

た 日の翌 イドの1月1 初 に公 衆に利 用可 能 と され た翌年 の1

日か ら15年 で 満 了 。 月1日 か ら少な くと も

!

・継 続 的 な追加 、削除 (∧案)25年 間

又は変更の集積に由 (B案)15年 間 存続す る。

来 す るものを含め、質 (3}継続 的な追 加、削 除、 検証 、組 織又 は

的又は量的に評価し 提示 に係 る改変 、その 他の修 正の 累積

て 、デ ー タ ベ ー ス の コ の結 果生 じる相 当の変 更を含 め。 デ ー

ンテ ンツ への あ らゆ タペー ス に対 して、質的 又は 量的 に見

る実 質 的 変更 で あ っ て相 当な変 更が行 われ た場合 には、 そ

て、質的 又は量的 に評 の よ うな 投資に よ り変 更 され たデー タ

価 して、実質的 な新 た ベー スに独 白の保護期間 を与え る。

な投 資 で あ る と考 え [第8条]

られ るデ ー タベ ー ス

を生ず る ものは、当肱

投 資 に 出 来す るデ ー

夕べ ー ス にそ れ 自身

の保護期 間を与 え

る。[第10条]
■

契約及び他法との関係 合 法 的 ユ ー ザ に よ る コ 合 法 的ユ ー ザ に よ る 本 章に基 づ く保護 は、著作権 本 法に基づ く保護 は、著作権、特許 、プ

ンテ ン ツへ の ア クセ ス 非実質 的部分 の杣山 ・ 法 、又 はそ の他の企 ての情報 ライパ シ一等並び に契約 法等 を含 め、デ

又 は、通 常の使用 に必要 再利用については強 に関する権利若 しくは義務 一 夕ベー ス
、コンテンツに関す る権 利義

な行為 にっい ては、強行 行 規 定 。. に関 す る、権利、権利 制限又 務 を免れ させ る もので はない。

規定。 〔第8条1項] は救済に影響しない [第12条]
●

本章の対象となる事項に関
著作権又は他の権利 して第1201条 に規定 された

に よ り保 護受 け る否 権利と同等の内容を持つ全

かにかかわらず適用 て の権利 にっいて は、連 邦法

され る。また 、既存の のみが排他的に適用される

権利 を害 しない。 もの と し何 人 も コモ ン ロー

[第7条4項] 又は州法下で同等の権利は
与 え られ ない。

本 章は、情 報の使用に 関す る

ライ セ ン ス契 約 又 は そ の 他

の契約を自由に結ぶ権利を

制 限 しない。

U205条]

一 一・



目木 EU(デ ー タベ ー ス ・デ ィ レ ク テ ィブ) 米国 WIPO

著作権 名:作権 suigcnerlsrl⑪t 著:作権 (ll.R.2652) 条 約 草 案(1996.10.1公 表)

コ ピー プ ロテ ク ト解除
t第10条 】(1)締約国は、保護解除 装置の翰

装置の規制 入 、頒 布又は これ らと同 様の効果 を もた ら

す あ らゆ る役務の提供 、履行 に関 し、当該

装置又は役務が権利者又は法律で訟めら

れ るこ とな く、この条約が定め る権利 を行

便す るため、又はその過程で使用 され るこ

とを知 っていたか、知る事がで きる合理 的

な皿 山 をイ「してい る者が これ らを行 うこ

とを違法 と しなけれ ばな らない.

(2》締 約国 は(1)の 違 法行 為に対す る救 済

措置 を定 める。

(3)本 条の保饅解除 装置は、 この条約 に基

つ く権利 によって包 含 され る行 為の防止

又は禁止す るプ ロセス、処置、機構又 はシ

ステ ム を回 避す るこ とを主た る 日的 又 は

主た る効果 とする、すべての装置、製品 又

はそれ らの部品を意味す る。

権利情報に関する不正
行為の禁止

その他 ・相 互主役
1釦 劇 内国 民待遇

・運 用状 況に つ き、欧 (1)デ ー タ ベ ー ス の 製 作者 は 、 この 条 約 の

州委による報告書作 保蹟 に関 し締約 国が 自国民 に与 えてい る

成 。必 要に応 じて見直

し

又 は将 来 与え る権利 を享有す る。

や
一



デー タベ ー スの法的 保護 に関 す る最 近の動 向

1.デ ー タベー スの法的保 護 の変遷

… 国際関係 米国
o

ヨ ー ロ ッ パ 日本

`1986 WestPub.Co.v.

MeadData

Cent.,lnc,(第8巡

同区裁判所判決)

199L3.27 FeistPubhcations

v.RuralTelephone

ServiceCompany

(連邦最 高裁 判

決)

19917.10 BBCv.EC
〉

Commission

(EC第1審 裁判

所)

19924.15 デ ー タベ ー ス の

法的 保護 に関す

るEC理 事会指令

の ドラ フ トの公

表

19944.15 世界貿易機 関を

設 立す るマ ラケ

シュ協定の作成

(附属書IC知 的

所 有権の貿易関

連の側面 に関す

る協定)

1994.10.24 TheWallStreet

Jouma1事 件 判 決

(東京高裁判決)

72



国際関係 米国 ヨ ー ロ ツ ノく 日本

1995.4.6 RTEv,EC

Co㎜ission

(EC裁 判 所)

1996⊥4 ProCDv.Matthew

Zeidenberg(連 邦

地裁判決)

19963.ll デ ー タ ベ ー ス の

法的保護 に関す

るEU理 事会指

A'P

19965.23 Introductionof

H.R3531

1996,620 ProCDv.Matthew

Zeidenberg(第7

巡回区控訴裁判

所判決)

1996830 WIPO新 条 約 議

長案の公表

1996」2.2 WIPO外 交 会 議 、

～ WIPO新 条 約 の

1996.12.20 採択

1996.12.2 UnitedStatesv.

3 ThomsonCorp

1997.L30 NBAv.Motorola

(第2巡 同 区控訴

裁判所判決)

1997.5.17 OasisPub,Co,v,

WestPub.Co,

(連邦地裁判決)
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国際関係 米国
o

ヨ ー ロ ッ パ 日本

1997.8.1 ドイ ツ にお け る

theInfbrrnation

and

Co㎜lunications

ServicesActの 採

択

1997.8」3 Tasiniv,TheNew

YorkTimes

(連邦地裁判決)

1997,109 Introductionof
、

一

HR.2652

1998」L4 MatthewBcnderv.

WestPub.Co,

(第2巡 同 区控

訴裁判所判決)

74
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実証実験プロジェクト概要
-才,

_r弓 ■ 西_r
、 一 ー 一 一 ・_吼 ぺ □'.陀 σ..▽

…,七 》'七

二 ・.・ 擁 フ.・,'・ ・.'ミ'

カ ジ・クト名(愛称 講 馨籔 鰯
等)

　 ",

鶯'■

{'国

難 酬"七 ぶ
.'土.

幹事会社 NTTデ ー タ通 信 日本IBM 上田商工会議所 '三 菱 商 事 三菱総合研究所
参加企業数('9刀0末

』86
7 企業63+公 共団体8 15 31社

参加企業数(最終) 100 7十10社 企業63十 公共団体8 未定 未定

実験開始 97.4.1

イン ターネ ットショッピング97.4

プ リペ イドカー ドショッピング 97.4 96.11 97.1
モニターの募集状況 募集中 募集中 締め切りました 募集中 募集中
モニター人 数('97.10末) 約7,000名 5500(Real),1600(virヒual) 29名(CableModem) 約1.000 300名

モニター人 数(最 終) 10,000名 10COO名 29名 301000 5ρ00
モニターの特色 情報に敏感で購買行動が活発な

高感度の女性を対象
インター ネ ットモ ニター:全 国 オー

プンで募 集

プ リペ イドカー ドモニター:三 鷹/

幕 張 地 域 の 倖 民 ・就 業 者 中 心

インターネ ットビギナ ー か らエキ

スパ ー トまで

ビジネス・ピープルと一般生活着
の双方をターゲットとして募集

特に限定しない

モールの特色 CD-ROM利 用に よる、3次 元 モー

ル を実 現

2次 元/3次 元モールを利用者が

選択。入口の共通モールのテー
マは遊び心。仮想商店は出店者
の独自件寄草重.

CATVを 利用した高速アクセス
の実現

定 期 的 な メニ ュー の 更 新 。マガ ジ

ンスタイル を志 向 。

デジタルコンテンツのような小額
決済から通信販売まで幅広いレ

ンジの決済が出来る

出店数"9刀0末) 90 55(Real).5(virtual) 63 5 7
出店数(最終) 100 5 63 10 未定

プ ロシコクトの ホームへ'一ジ http://www.machiko.orJp/ httP://www.emp.oriP/ httD://www.ucv.co.iP/ httP://vwwv.iaPannetorlp/ httP'//wwwsccoriP/

認証局の有無 なし 有り なし 有り 有り
利 用 認 証 局(ベ リサ イ

ン.GT巳 独 自等)

一 クレジット会社にて認証局を運営 一 独自認証局 独自認 証局

(購入時)本人認証方
法

ペ イメン トパ スワ ー ドと接 続 時 の

パ ス ワー ドの 一 致

lCカ ー ド用 パ ス ワー ド

lCカ ー ド格 納 の 個 人認 証 情 報

一 独自認証局発行による認証書に
よる題言正

デジタル署名

カードの種類 使用しない lCカ ー ド 一 DCカ ー ド FD/磁 気 ス トライプ
決済手段 クレジット/現金 クレジット/プリペ イド クレジット/現金他 クレジット(SET準 拠)/銀 行 決 済 クレジット(SET)/電 子 小 切 手

利用技術
NetworkedReality、3DCG、 セ

キ ュ リテ ィ

lcカ ー ド、iKP、 楕 円 エ ル ガ マ ル 、

ESIGN

ケー ブル インターネ ット、MOボ ッ

クス

認 証 技 術(RSA公 酵鍵 暗号 方

式).暗 号 技 術(共 通 鍵:Mistv等)

本 人認 証 、電子 小切 手 、SET～

CAFIS連 携

トピックス(最新状況)

97年10月 にVer3.0に バ ー ジ ョン

ア ップ し、Santalslandが 新 しく

オ ー プン した 。

11月25日 ～12月25日 の 間 、大 感

謝 イ ベ ン ト「EMPX'masPresent

Sale」 を 実 施 す る 。

11/14か ら商 取 引を開 始 した。

また映 画 、カラオ ケ等 の配 信 に

現 在 は 注 力 して いる。

パ ーソナ ル コン ピュータユ ー ザ 利

用 技 術 協 会 と提 携 し、オンライン

ネ ットワー クに よるパ ソコン利 用

技 術i式験 をJaDannetDCカ ー ドで

電子決済システム開発着手、12
月よりCAFISとの接続試験実施、
テンナト募集

売れ筋商品
平均単価

下着(セ シー ル)

2.000円

CD

1.500～3,500円(VirtuaD

2600円(Real)

一 PC関 連 商 品

7,000円

お 酒

2.000～3,000円

概 要(キ ー ワー ド) 利用 者 のPOA(pointofaccess:

行動 デ ー タ+購 買 デ ータ)の収 集

分析 、VirtualMal1の 採 用 、3次 元

表 示 の街 の 実現 、利 用者 同 士 が

コミュニケ ーションを交 わす こと

が 出 来 る場 の 創 出 、CAFIS

Link、不 特 定 多 数 の 利用 者 へ の

クレジット与 信/決 済 機 機 能 。

クレジット機能/プリペイド機能を
合わせ持つ「マルチ・ファインク
ションICカード」と、インターネット
上での「クレジット決済情報転送

プロトコル(iKP)」の実装技術を開

発し、消費者/店 舗/仮 想店舗/ク
レジットカード会社間での、安全
で利便性のある電子決済の実

験。

上田ケーブルビジョンのCATV

網(光ケーブル)を利用し、イン
ターネット上にサイバー都市を構
築。この実験を通じ、新しいビジ
ネスの創出、人材育成を目的と

する。

1)ECの 最新技術(電子認証、

電子決済、セキュリティ等)を利
用した認証・決済サービスの提
供。2)独 自認証局の運営。3)海
外認証局との相互認証。

サイバースペース上の異業種の
協業により、EC実現に必要な技
術の開発、社会的利便性や受容
性などを検証。

[

1



、

実証実験プロジェクト概要
匂 ・ 一包 ・一 ・ノ.・z西 廻 一じ σs江

一
討 プ ロジェクト名(愛 称

等)

芯

購 浩'二 ㌘ ・涜 職 与漂 ・"忽5'ぐ'-c・'∵ ㌘

幹事会社 ユー シー カー ド 沖電気工業 (財)関 西 情 報 センター

参加 企 業 数C97.10末 13 125社

参加企業数(最終) 13 未定 130社 以 上

実験開始 96.6.24
一 97.4

モニターの募集状況 募集中 一 募集中

モニター人 数(97.10末) 5,000名
一 8,000名

モニター人 数(最 終) 100000名 一 51000名 以 上

モニターの特色 モニターにはサイバーネットカ一

蹴

一 限定はしない。(全国から広く募

墓)

モールの特色 富士通・日立の2系 統を用意し、
各々異なった購入形態が体験で
きる。

一 関西圏を中心とした総合モール

出 店 数C9710末) 35店 舗
一 170店

出店数(最終) 100店 舗
一 200店 以 上

プ ロジ ェクトの ホームへ'一ジ http://www.uccard.cojp/
一 httP://www.commercecitv.or.iP/

認証局の有無 有り なし 有り

利 用 認 証 局(ベ リサ イ

ン.GTEi幽 自 筆 ≧

独自認証局 一 サ ー バ ー 認 証 はVerisign、 個 人

berNetClubの 認 証 局

(購入時)本人 忍証方 CAの デジタル署名による lCカ ー ド間 の 相 互 認 証

認馨 裟 ∂蕩 苔
はSECE

カー ドの糎 類 磁気ストライプ lCカ ー ド 磁気ストライプ

決済手段 クレジット(SEＴ) プリペ イドマネー
クレジット(SECE)及び既存の決

呈 立法

利用技術
認 証 局 、ゲ ー トウェイ、ファイヤ ー lCカ ー ド.RSA.カ ー ドtoカ ー ドプ ロ

トコル 術

SECE、 商 品検 索等

トピックス(最新状況)

補音 蝶 蝶 警店舗が
オープンし、またサイバーネットク
ラブ会員募集キャンペーンを実
施中。

,cカー罐 鋤 簾 纂
了 。

97.12よ り銀 行 決 済 開 始 。

(都 度 決 済 、一 括 決 済)

売れ筋商品
平均単価

お酒 、地 方 特 産 物

5.000～7,000円

一 家 電商 品 、お歳 暮 、お酒

4～5,000円

概 要(キ ー ワー ド) 世界標準となるべく認証局の立
ち上げ、ネットワーク上の決済方
式(SETと 互換を持たせた日本

独自の決済方式)の 構築を行
い、コンシューマーにとっての利
便性、安全性を高めたEC上 のク
レジット決済システムの実証を行

う。

本システムは金融機関が発行す
ることを想定した電子マネーシス
テム。暗号処理により安全性、利

便性に優れたシステムを構築す
るための技術開発プロジェクト。
今後、金融機関を含んだコン
ソーシアムを形成後、実験を行
う。

・様々なレベルの出店者の見方

から、ECの 可能性および消費

者、企業へのインパクトを評価す
る。・EC活性化に必要とされる

要素技術を、ユーザの立場から
評価する。・ECを実行時に発生
する、技術面以外の諸問題の
データを収集し、対策を検討す
ス

一 ー一

=

;'fA」七'芸 ・.七f

中 部 ニュー ビジネス 協 議 会

125社

300

97.4

5000

51000

市 利 用 は 、会 」

予 街 、 フト'、 ライ ル'

等 の 機 能 的 区 切 りをしたモ ー ル

101

300

htt://www.cin.or.i/mn/

し

ジ ル+ID+Password

ス ー

クレ ジ ット(SET)

SECE、 、VRML

の 用 一 ドに え、 た

に名 鉄 メディアカー ドVISAと ミリ

オ ンカー ドVISAが 使 用 可 能 に

なった 。

品、アイァア 品

充電式蚊よけ)

'

マイ ・一ム(利 用 個人の
の提供)、物流まで含めたネット
ワーク完結型システム、テンプ
レート方式による商品登録

()芝VISAイ ンターナショナル

32社

97.4Real,97.6Virtual

30,000

3

に しな い

}の 利 し、ノ ー

チャル とリアル の 両 モー ル を設

13Virtual4Real

1000

h://www.scLor.i/

し

ベ リサ イ ン

ジ ル+ID+Password

ス ーIC－

ク レジ ット(SET)、VISACASH

EMV仕IC－ ド

ハー チャル モー ルClick&Shop1」

を開 設 し、ICカー ドに よるSETI.0

を日本 で 始 めて 利 用 。またイン

ター ネ ットに よるVISACASHの

実験 開 始 。
'酒

1,778円(VISACash-Real),7.664

EMVのICカ ー ド1用 。この

ICカ ー ド上 に従 来 の クレジット

カー ドの機 能 に加 え 、小 口 取 引

でコストをか けない 形 で決 済 を行

うス トア ー ド・バ リュー ・カー ド

(SVC)機 能 を実 装 し、実 験 を行

う。
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一 ドの

利用技術

トピックス(最新状況)

売れ筋商品
平均単価

要(キーワード)

ノ ノ

2

2

97.5

13

20,000

?

WWWサ ー!上 に大 江

会のコンテンツを蓄積する

品 示

300

500

htt://com-th.virtualex.or'

ID十Password

情報ナビゲーション,負荷分散機構
等

10月 末 にPavillionに ビジネ スA館 ・B

館 、ホー ム&ラ イフA館 ・B館を新 設

した。またTreasureHuntingで は 、

Bigボ ーナ スキ ャンペ ー ンを実 施 中。

品 示(WWW)の サーノ イン

ターネットに接続。世界各国からこ
ののコンテンツへの自由なアクセス

を可能とする.実 験では、ユーザの
振る舞いの収集、分散サイト間の負
荷分散・コンテンツ同期方式の比
較,検 索方式の有用性の比較など

を行う。

.実証実験プロジェクト概要
一 畿

・R… ・一 顧.逮 白…ss鎚 　 …-・ … 漁 　 w繊 擁=』=鯉'=無3脳』・.・… … 一… _ _一 ー一 ・ ・一議 謹,._9._一

1日本電気 電算 野村総合研究所
80 6 10社

150以 上 6 10数 社

97.5 97.7 96.4(モ ニ ター の 募 集 は96.10)

募集中 97.7か ら募 集 募集中
8,500 モニター 実験 時3.500名 、実 運 用 実 験 時2004 6」98(CyberCard発 行 ベ ー ス)

1万 人 以 上(特 定 モニタ1.000以 上) 延 べ5.000 10,200

特に限定 長野県更埴市において公共サービスを利
用する一般的な市民

■

セ キ ュリティを重 視 す るインター ネッ

トユ ー ザ ー

テ ー マ性 を重 視 し、新 しい ライフスタ

イル を提 案 する高 集 積 商 業 モール

ズ 。また 、バ ーチ ャル モー ル の 他

に 、公 共 怖 醗 ・駅 ・百 官 店 に端 末

一 インターネット販売実績を有する店

舗が出店

60 2(パ ブリックター ミナ ル)
■

5

85店舗以上 一 6

httP・//www.v-citv.oriP
一 httP://www.ccP.oriP/

有 一 あり

NEC独 自 一 独自認鉦局

lD+パ ス ワー ド、指 紋(ICカ ー ド使

用 時)

一

■

lD+個 人 鍵Password(電 子 署 名)

lCカ ー ド
一

■

なし(ソフトウェア 型)

クレジット/銀行口座決済
一 クレジット(97年度 にSET対 応)

暗号認 証 電子決済,ユ ーザインタ
フェース商 品画像等のマルチメディ
ア技術 次世代キオスク端末技術

エージェント、暗号 技 術 公開鍵暗号技術,SECE等

CA局 は銀行口座サービス開始に伴

い7月28日 より運用を開始した。ま
た商品画像情報システムの基本機

能評価、商品画像情報の業務への
摘用脛個中(～97/且L

9月 末 より実 運 用 実 験 開 始 。12/26を もっ

て 、

実 運 用 実 験 終 了。

10月30日 にフェー ズ2(SET対 応 ・新

規 機 能 付 加 等)シ ステ ム の リリー

ス。

ソフトウェア 、コイン、書 籍 等

5,000円 ～7.000円

一 日本 酒

2,000円

消費者の購買動機の誘因から購
入、オンライン決済に至る一連の購

買プロセス全体を検証。オープンな
ネットワーク上に仮想年を構築して
電子商取引を実現する場を提供す
る。またこ消費者とコミュニケーショ
ンを密にすることにより、より消費者
ニーズに近い商品提供を目指す。

住所などの異動の場合は、自治体に届け
出ることが国民の義務であり、また、電気、
ガス、水道、銀行等の公共サービスについ

ても各企業に対して変更手続きが必要であ
る。これらを一括しておこなうワンストップ・
サービスを実現し、利用者の受容性などを

検証する。

現行のプラスチックカードやICカード

を必要としない「カードレス」なECプ
ラットフォームを構築。セキュアなビ
ジネスプロトコルの確立・EC構築運
用コストの低減・消費者ニーズの充
足等を実証する。



技 術開発プロジェクト概 要 ,

εC実i
そ ・ ≧ シc・ 翻

、

プロジェクト名
総 髪灘 徽 縮 織.,"・ ・ た".・ 護 ノ ・ 、 糊 、 〔 燃 ノ'、'蘂}"当z、、

幹事会社 ぴあ NTTソ フトウ ェア セゾン情報システムズ 日立製作所/富 士通/日 本電気

参加企業数 1 8 8 3

プ ロシ'エクトの ホームペ ーシ' なし なし http://home.saison.coJP/SIS/ なし

商品情報記述技術 MHEG(ISO/旧C13522 言 語:C,C++,Java,Java SET(Secure日ectronic

利用技術

一5)
、MPEG1、 イベ ン ト処

理 、 マ ル チ メデ ィア 操 作(商 品

Script等

暗 号:DES,RSA

Transaction),ISO/IEC9594-

8(ITU-TX.509)1暗 号 方 式:RS

属性情報) A、DES、SHA-1

現在、複合サービスの検索機 MHEG実 装規約(1:1通 信プ コマ ー ス ・ス ペ ー ス ・シ ス テ ム 、 SECE(SecureElectronicCommerce

能、単体サービスの作成機
能、複合サービスの作成機能

ロファイル編)を 現在作成中。

MHEGビ ューアソフトウェア、

分散 リソース一元 管理システ
ムが完成。

Environment)」 に お け る"銀 行 取 引"

と"ク レジ ットカ ー ド支 払"双 方 の プ ロ

トピックス(最 新状況)
の開発の最終段階に入ってお

り、試験作業に移ろうとしてい

及びMHEGオ ーサ リングソフト

ウェア、実装規約(1:N通 信プ

トコルの 策定を行い、公開中。

る段階 ロファイル)が 完成しており、

http://www.ntts.coJP/に て 公

蘭曲

概要(キ ーワード) 複合サービスとは、インター

ネット上での異業種の商 品

lSOマ ルチメディア標準(MH

EG)に 関する実 装規約 の作

インターネット上に大量に分散
して 提供される商品/サ ービ

インターネットに代表され るオープン

なネットワーク上で企業と消費者の

サービス情報を横断的に集積 成、MHEGビ ューア/オ ーサ スに関する情報を、その提供 間の電子商取引における支払・決済

し組み合わせ、一般消費者に リングツールの開発により、各 者と消費者との間で円滑に を行うための消費者向け共通プラッ

対しては一つのパック商 品と 種プラットフォーム上 に構 築し 流通させることを狙いとしたシ トフ ォー ム(SECE:Secure

して提供するものである。本プ たビューア/オ ーサリング間 ステム。消費者(ク ライアント) ElectronicCommerceEnvironment)

ロジェクトの 目的は、複 合商 のマルチメディア情報の相互 と情報提供者WEBサ ーバ)を を開発する。

品・サービスの意味 内容 を記 交換性を実証する。 ゲートウェイ・サーバによって

の確立や複合サービス作 成

支援環境の提供を通し、複合

サービスコンテンツ提供 のイ
ンフラストラクチャを整備す る

ことにある。

MHEG実 装規約では、1:N型通

信用プロファイル及び1:1型 通

信用プロファイルを考え二さら
に各 プロファイルは実装機能

水準 に応じて高機能 レベル、

中機能 レベル及 び基本機能レ
ベルを設 ける。MHEGビ ュー

ア、MHEGオ ーサ リングソフト

ウェアは最も適 用範 囲が広い

情報を円滑に流通させる。ま
た、情報の提供方法を効果的
に行うために、消費者のプラ

イバシーを守りながら、消費者
個人の属性に応じたプレゼン

テーションやプロモーション等
を展開する。

クレジット支払いについてはSETに
沿って国際的取引が行えることに加
え、日本の商習慣にも対応できるも
のとする。また、銀行取引について

は、購買に伴う支払いを銀行ロ座で

行えるようにするとともに、残高照
会・振込等の機能の実現を図る。

ρ老 テられ る1・N型 禰 信

開 発 す る 。ま た 、MHEGビ ュー

アについてはマルチメディアプ

ラットホーム環境を実証するた
めWind。ws95用 及 び

Macint。shOS用 をそ れ ぞ れ 開

発する。最後に技術評価実験

を実 施して、国際標準、実装

規約、各ソフトウェア仕様の評

価を行う。

一 ・一

← コ」ξ丁⇔ ●'

ε ltt－

ニ ュ ー メデ ィア 開 発 協 会/ICCS

5/44

な し

ISOIO536、7816

着型ICカ ード、リー ライ

ターユニット共試作が完了し、

各仕様書 に基づいて検 証評

価を行っている。

1.EC用 非ICカ ードの

術開発:国 際標準 化機構(IS
O)に おいて規格がほぼ固

まった非接触ICカ ー ド(近接型

lCカード)の実用化に向けた

技術開発を行う。また、国際

規格に準拠した国内標準実装

規約の策定を行う。

2.EC用 非接触ICカ ー ドに対

応する汎用端末用 リー ドライ

ターユニットの技術開発:非 接

触式ICカ ー ド(近接型 ℃カー
ド)の国際規格に準拠 した国

内標準実装規約を策定し、こ

の実装規約に対応する汎用

端末用 リーダライタユニットの

仕様策定、設計、評価を行う。



実用的公開鍵暗号 とデ ィジタル署名
基本 とする問題 公開鍵暗号 デ ィジタル署 名

素因数分解 RSA

Rabin

Goldwasser-Micali

RSA

ESIGN

Fiat-Shamir

離散対数 EIGamal

(Diffie-Hellman)

DSA

(日Gamal)

Schnorr

楕円離散対数 楕 円EIGamal

(楕 円Diffie-Hellman)
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セキュ リテ ィ関連技 術 の分類

口備砲 ≡ 主な技術内容

秘密鍵暗号 同一鍵による暗号化 ・復号化

公開鍵暗号 暗号化 と復号化の鍵が異 なってお り、暗号鍵 を公開

鍵配送 ・鍵管理
秘密鍵の鍵配送(秘 密鍵暗号)

公開鍵 ファイル管理(公 開鍵暗号)
A

本人確認 相手利用者の正当性(本 人であること)を 確認

メ ッ セ ー ジ 認 証
メッセージ/文 書 の正 当性(改 ざん されていない こと)

を確 認

ディジタル署名 メッセージ/文 書の正当性及び作成元 を確認

ア クセス制御 リス ト 主体の資格範囲を客体側で管理

客体の資格範囲を主体側 で管理資格 リス ト

▲
,';1

■.・

イ ンターネ ッ トでの不正 ア クセス防止

データベースの統計情報か らの原情報の類推防止

追跡/確 認調査のための行為.履 歴記録



預託者/利 用者のメリット

預 託 者

デジタルアーカイブを構築したい

コンテンツを有効 に活用したい

世界に向けた情報発信をしたい

　和 用 者

権利処理が面倒/分 からない

欲 しい画 像 が 見つ か らない

探 し に 行 くの が 面 倒 だ

一 一
イメー ジ モ ー ル ジ ャパ ン

デジタル化を代行 致します
コンテンツを広く運用します

情報発信をお手伝 いします

権 利 処 理 を 代 行 しま す

豊富なコンテンツを用意 します

蓄積され ていない場合 でも

代 わ りに 探 して き ま す

デジタルコンテンツ流通時代の商用マルチメディアデータベース

デジタルアーカィブを実 現する技術

イメージモールジャパンの技術
デジタル

アーカイブ
■

利用環境
整備

権利保護

データベース技術 ● ●

デジタルイメージシステム技術 ● ●

グラフィックアー ト技 術
一カラーマネジメント技術

一感性表現技術 ● ●

セキ ュリティ技 術
一電子透かし技術

一暗号化技術 ●

3次 元 表 現 技 術
蘂織裟嘉讐;遥 遠 藝洛3 -一 ・・' '㍉ 一 一 一 一

●
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● 一
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電子透かし+暗 号技術

▲ 電子透かし技術と暗号技術を組合わせたコンテンツ販売

システム
:疫 語 言 ・へ、.」 賜 團■

曉 用
'瀞 褐 慾 撚 繋 三' 暗号化に使うかぎと

解除用のかぎを作成

脚 解除一 ぎ

↓薯霊 霊 作成

署名を透かし込

んだコンテンツ

㌻ 挙 宍 二詫'
1三三茸 ジヂ ミぎ'

篭三熱 察 ξ
)

暗
号
化
レ

暗号 化

された'
コジテ

ンツ ・

7

"ば 冷 羨 ㌻ ・

コンテンツ

暗号化用のかぎ

で署名を検証

」 ・
r・ ・ 、 、

・苦 渋 元 治 ピ÷

漏議鷲瀕i襖1
'・一霞1熟

不正検剛 慈 懸 蕊 宅
'
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饅 NlFTYSERVE会 員 数推 移 ㊥ NtFTYSERVE売 上 推 移

競 馬コンテンツ 時間帯別アクセスの推移

旬
吉醗

従来型のサービス形態

魎 1ニフテ ィ1 情報提供元

嫡 ←
ダイヤルアツブ接続
金嵩、自宅、出張先、

耕

← 一 ㎜ 但

三1
藤

ゲートウェイ

APア クセス時に会員認証

利用時間が課金のものさし

Nt

99イ ンターネッ ト型のサー ビス形態
ξ;綴

魎
臥 、・

【》

インターネッ トや
イントラネッ トを

経由したアクセス

金怠 自宅

1ニフテ]

←
情報提供元

<一一一一 ㎜ 但

外部サーバー

セキュリティへ㌔ジ参照時に会員認証
利用回数が課金のものさし

FTY
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PC向 け

データ放 送 でできること

く・文 字 ・音 声 ・静 止 画 ・動 画 等 の ダウンロー ド
… ・インター ネットで扱 える情 報 の す べ て

やクリッピングも可 能 ・… キーワードにょり、

情報をメモ リーに蓄積していつでも見られる

◇ゲームンフ声箏のデータ伝送 己所 諺

*多 数 の 電 気 機 器 を一 度 に 点 滅 した り、

表 示 を変 えた りす る信 号 も送 れ る

(専用受信装置の開発が必要)

pc向 けデ ータ放 送 の 利 点

や同じ情 報を多数 の人に一斉 に送 れる

やインターネットとシームレスに往来できる

*大 項目・見出しはデータ放送で一斉に送信

詳細情報はインターネットでアクセス
囲牽〉 広告朋1ご 己便w

や秘匿性もあり通信 的利 用も可能
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デ ー タ放 送 二放送と通信の融合

":"地上波データ放送E議i轍 向け

… データ放送」(灘 三

(映像帯域の一部=大 容量)

・:・CSデ ー タ放 送

地上波データ放送

【テ レ ビ 向 け 】

・Gガ イド(EPG)

・ITビ ジョン

・(WebTV)

【専 用 端 末 向 け 】

・(E-NEWS)

【パ ソコン 向 け 】

・ ビットキ ャス ト方 式

(=デ ー タパ レー ド)

・ADAMS

・(イ ンター キ ャス ト)

・(Windows)
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HTML、XMLの 利 用

・ 長 所

一番 組(コ ンテンツ)製 作 に要 す るコス トを削減 で

きる。

一インター ネットとなじむ 。

一デー タベー ス との 連 携 を念 頭 に入 れ た規 格

・短 所

一反 面 、放 送 との 親 和 性 が 若 干 犠 牲 になる。

一変 化 の 激 しいインター ネットと、始 め に決 めた

規 格 を守 ってきた放 送 。

データベース業界 とデータ放送

・デー タ放 送 、インターネットは今 まで放 送

業界が作ってきた番組とは性質が異なる。
・そのためのノウハ ウの蓄積を進 めてはい

るもの の、十分ではないの が実情 。

・デジタルデータベースが構 築され ていれ ば

それをデータ放送 の番組 にするの は容 易。

・データ放送 にとってデジタルアーカイブを

持つデータベース業界 は魅 力的
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デ ー タ ベ ース 基 本 問題 検 討 委 員 会 ・中 間 報 告 書

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー

〒105-0004

東 京 都 港 区 新 橋2丁 目13番 地8号

新 橋 東 和 ビ ル5階

TELO3-3508-2430(代 表)

FAXO3-3508-2440

Webhttp://www.dpc.or.jp

株 式 会 社 美 晃 社
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